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　　　　　１




「ダメだ…眠ねむいー…」

　俺、椎しい野の直なお純ずみは弓道場の上座にぱたりとうつ伏ぶせに倒たおれ込んだ。頰ほおに当たる畳たたみの感かん触しよくが気持ちいい。

　朝の爽さわやかな空気の中、一人で自主練習に励はげもうとしてたんだけど、準備もする前からどんどん意識が朦もう朧ろうとしてきて、とうとう耐たえきれなくなっちゃったってわけ。

　こんなんで弓なんか引いたりしたらケガするに決まってる。少しでも練習して上手うまくならなきゃならないっていうのに…。

「直なお広ひろのバカ…」

　直広というのは一つ下の俺の弟。

　あのバカは毎日のように夜中、俺のベッドに潜もぐり込んでくるのだ。

　人との接せつ触しよくが苦手で、気配にも敏びん感かんになってしまう俺にとって、それは拷ごう問もんに近い。夜中だろうが朝方だろうが、悪お寒かんと鳥とり肌はだのせいですぐに目が覚めちゃって安あん眠みんどころじゃないんだ。

　やめろって何度も云いってるんだけど、全く聞く耳持たずだし…口じゃあいつに勝てないし…。

　もう、こうなると睡すい眠みん不足っていうより、疲ひ労ろう困こん憊ぱいって感じだよ。

　明日からテスト前週間に入るせいで部活が休みになっちゃうっていうのに…こんなんじゃダメダメだ。放課後こそはきっちりやらないとなぁ…。

　それにしても…どれだけ練習すれば、あいつみたいに上手くなれるんだろう？

「あーあ…」

　俺は、畳の上に放ほうってあった学ランを引き寄せて、内ポケットの中から生徒手帳を取り出すと、ＩＤカードの裏に隠かくしてある写真に写る人物を、うっとりと眺ながめた。

「やっぱり…桐きり島しまってきれーだよなー…」

　作り物みたいに整った冴さえた容よう貌ぼうと、それに負けないくらいの凜りんとした存在感。

　ぴんと張った姿勢はお手本みたいに綺き麗れいな射しや形けいを取っていて、瞳ひとみはまっすぐに的を見み据すえている。

　弓道着だって誰だれよりもよく似合ってるし。

　───本当に、何度見ても見足りない。

　春の大会で一ひと目め惚ぼれして以来、俺は寝ても覚めてもこいつのことばかり考えていた。

　きっと、あの決勝でこいつが矢を放った瞬しゆん間かん、的と一いつ緒しよに俺の心も射い貫ぬかれちゃったんだ。

　男だと気付いたのは試合のあとだったけど、そんなの俺にはどうでもいいやって感じ。好きになっちゃったもんはしょうがないもんな！

　大会で隠かくし撮どりした写真から必死で探して、ようやくこいつが「桐島海かい里り」という名前だってことはわかったけど───。

　悲かなしいかな桐島の通う高校は二つ隣となりの県。

　その上、全国大会でも優勝してしまうくらいの弓道の腕うで前まえで、地区大会であっさりと予選落ちしている俺なんかとは大おお違ちがい。

　…桐島を好きな気持ちは誰にも負けないつもりだよ？

　でもさ、いくら好きだからって云っても、こんな…チビで弓道だってまだ下手くそな俺が、あのキレイで強い桐島に告白したってオッケーもらえるわけないし…。

　───ってことで、俺は自分を鍛きたえることにしたのだ。

　あいつの隣に並んでも見み劣おとりしないような人間になって、今度は先せん輩ぱいの応おう援えんなんかじゃなく、ちゃんと勝ち抜いて同じ大会に出ることができたら、キレイな桐島だって俺を「彼氏」にしてくれるかもしれない！

　そう思って、毎日一人で練習を頑がん張ばってるんだけど。

　現実はけっこう大変だったりするんだよね…。

「うー…。やっぱ眠いかも…」

　五分だけだったら、いいよな？

　俺はなくさないよう、写真を再び元の場所へと大切にしまいこんだ。

　そして、生徒手帳を手にしたままごろりと寝ね返がえりを打つと、すっかり重くなった目ま蓋ぶたをゆっくりと下ろしてしまったのだった。







　ちょっと目ぇ瞑つぶるだけ、と思ってたのにいつの間にか本当に眠ってしまっていたらしい。

　夢うつつに、俺はふと不思議な感触に気が付いた。

「……？？？？」

　なんか、苦しい……？

　口から空気を吸おうにも、柔やわらかい何かがそれを邪じや魔ましている。

　何なんだよ、一体っ！

　ぼんやりと目を開けて、障害物が何なのかを確かく認にんしようとしたのに。

「んっ…」

　何かが俺の頭をがっしりと固定していて身動きが取れない…。

　おまけに、息苦しさにうっかり口を開けたら、生暖かいものが中に潜もぐり込んできてしまったのだ。

　目の前にあるのはぼやけてるけど、どう見たって人の顔……。

　───は？　えっと……？

　えええええ!?

　ちょっ…、ウ、ウソだろ？　これって、まさか…キス───!?

　ってことは……今、俺の口の中にあるのは……。

「…っ、……んぅ…」

　意識した途と端たん、頭の中がパニックを起こして収拾がつかなくなった。

　とにかく相手を引き剝はがそうとしたけど、そいつはビクともしてくれない。

　それどころか、歯列を確かめるようになぞられて、ゾクゾクと背筋が痺しびれた俺は思わず目を閉じてしまった。

「ぁ…っ」

　なっ、なんで？

　何が起こったっていうんだよっ。どうして俺が寝込みを襲おそわれてるわけ!?

　いつもなら直広がベッドに潜り込んで来るだけでも、すぐ目が覚めちゃうくらいなのに。

　こんなことあるわけ……あ…。

　…夢？　そっか、夢だよな…！　夢じゃなかったら、こんなこと起こるはずないし……。

「ふっ……ぁ……」

　これが夢なんだと認識したら、急に抗あらがっていた腕うでに力が入らなくなった。

　カクンと抵てい抗こうの手を緩ゆるめると、合わせられた唇くちびるの角度が変わり、今度はさっきよりも深く口づけられる。

「んん……っ」

　ゆっくりと上うわ顎あごを辿たどっていた熱い舌先は、逃にげようとする俺の舌を簡単に絡からめ取ってしまう。

　ヤバ……、どうしよう、俺……。

　夢なのに（夢だからか？）、どうしようもなく……気持ちいい。

　じわじわと体の芯しんが熱くなってくる。

　それに、酸素が足りないせいなのかキスのせいなのかわからないけど、頭がぼうっとしてきたし…。

「…んっ」

　誘さそい出された舌を軽く吸われて、ひくりと体が跳はねる。

　十二分に口こう腔こう内を搔かき回されたあと、ようやく呼吸が解放され───。

「……っあ」

　もう、終わり……？

　離はなれていった唇を名残なごりり惜おしげに追ってしまった自分に気が付いて、俺ははっとする。

　お、俺ってば何考えてんだよ！　これは夢なんだから…っ。

　あれ？　でもなんで、こんな夢見てんだ？

　俺ってば、そんなに欲求不満だったわけ……？

　こんな、誰かにキスされてる夢なんて────。

「よく眠ねむってたな。でも、こんなところで寝てたら遅ち刻こくしないか？」

　遅刻？　夢の中まで学校に行かなくちゃいけないのかよ。

　せっかく気持ちよかったのに、一気に現実的になったな。

「まだ寝ね惚ぼけてるみたいだな」

　誰かが苦く笑しようしながら俺を覗のぞき込んでくる。

「起きたほうがいいんじゃないか？」

　ああ、そうだよな。そろそろ起きなくちゃだよな…。でも眠い…。

　俺はのろのろと目を擦こすった。

「もう一度キスしてやろうか？　そうしたら目が覚めるだろ」

　またもや、その顔が近付いてきて唇に暖かい吐と息いきが掛かかる。

　…え…？　ちょっと待て。待ってくれっ。

　これって…、これって……。

「ゆ…め、じゃないのか…!?」

「夢？　やっぱり寝惚けてるな」

　間近で囁ささやいてきたそいつは、俺に軽いキスを仕掛けてきた。

「何しやがんだっ！」

　俺はがばりと飛び起きると、思いっきり後あと退ずささる。

「ようやくちゃんと起きたか」

「何してるって訊きいて……」

　文句を云いおうとして、そいつの顔をまじまじと見て…俺は固まってしまった。

　全身が心臓になったみたいにドキッと跳はねる。

　ウソ…だろ？

　まさか…？

　でもでもでもっ！　もし本人だとしても、なんでこんなところにいるんだよ!?

　しかも、俺と同じ学ランなんか着てっ。

「…どうしたんだ？」

　整った容よう貌ぼうに澄すんだ瞳ひとみ。じっと見つめられて、カアァッと顔が熱くなる。

　夢？　俺まだ夢見てんのか？

　俺はためしに自分の頰ほおを、ぎゅっと思いっきり抓つねってみた。

　───痛い。……ような気がする。

　ってことは…夢じゃないっ!?

「ど……っ」

「ど？」

「ど、どうして、おまえがこんなところにいるんだよっ!?」

　俺のＩＤカードの裏にいるハズだろっ…じゃなくて。

　この数ヶ月間、朝から晩までそこに隠かくしてるこいつの写真を見て過ごしてる俺が、見み間ま違ちがえるはずない！

　どこからどう見ても目の前にいるのは、俺の片かた想おもいの相手───桐島海里だっ！

「どうしてって？」

「だから、桐島がなんで…っ」

　俺の目の前にいるわけ？

「───俺のこと、知ってるんだ？」

「当たり前だろっ……あっ」

　俺はその先の言葉を慌あわてて飲み込んだ。

　やば……うっかり呼び捨てにしちゃったよ。桐島にとって俺は初対面なのに、名前を知られてたらやっぱり気持ち悪いよな。

「当たり前って？」

「それは…その……」

　好きなやつの名前なんか知ってて当然。だけどそんな、うっかり告白しちゃいました、みたいな間ま抜ぬけなことはしたくないっ！

　告白するなら、もっとこう…。

　夕暮れ間近の放課後、誰だれもいない教室に桐島を呼び出したりなんかしてさ。

　戸と惑まどう桐島を、俺がまっすぐ見つめて…。

『───桐島』

『直純？』

『俺、ずっと桐島のことが───』

『あ…俺も……』

　で、俺が「好きだ」って云う前に、桐島が頰なんか染めながら抱だきついて来ちゃったりするんだよっ！

　────ふう。

　こんなに完かん璧ぺきな「桐島告白計画」が俺にはあるっていうのに。

　……まあ、二人っきりな点はいいとしても、今の状じよう況きようじゃ俺があんまりにもカッコよくない。

　う～。どうしよう…。

　とりあえず、本当のことをかいつまんで云えばいいかな…？　噓うそつくわけじゃないんだし。

「大会で見たことあるからだよ…」

「大会？　いつの？」

「春の…えっと…」

「関東大会？」

「そうそう、それで見たんだっ。決勝まで残ってただろ？」

「最後まで見ててくれたんだ？」

　桐島は驚おどろいたように目を見開いたあと、すぐにふっと目を細めて微笑ほほえんだ。

　うわ…そんなキレイな笑え顔がおなんか見ちゃったりしたら…。

「う、うん！　だって、スゴかったじゃんか。皆かい中ちゆうなんか出したのおまえだけだったし！」

　嬉うれしすぎて、声が上うわ擦ずっちゃうじゃんか！

「あれは運がよかっただけだ」

「そんなことないって！　実力がなきゃ全部なんか当たんないよっ」

「そうか？　でも───そんなに気に掛けてくれてたんだ」

「そりゃ…、あ、えっと、それは…っ！」

　やばっ…！　さすがに調子に乗りすぎだろ、俺……。

「半年以上前のことなのに、顔まで覚えてくれてたんだろ？」

「うっ」

　ほら、墓穴を掘ほったじゃんか。

　なんでこう、俺って浅はかなんだろう？　興奮すると周りが見えなくなるんだよな…。

　まさか、そのときに隠かくし撮どりした写真を生徒手帳に入れて毎日見てます、なんてカッコ悪いこと口が裂さけても云えるわけもないし。

「お、俺、人の顔覚えるの得意なんだよ」

　く…苦しかったかな…？

「なんだ…そうか…」

　よかったぁ…。

　ちょっと間はあったけど、納なつ得とくしてくれたみたい。

　だけど、本当にあの「桐島海里」…なんだよな？　俺の目の前にいるのって…。

　あまりの急展開に（自じ慢まんじゃないけど）容量の少ない俺の頭は今にも停止寸前だ。

　だって！　あの桐島がだよ？　こんなに近くにいるなんて噓みたいじゃん！

　俺が撮った写真なんかより全然キレイだしさぁ───って俺のバカ！

　学校の違う桐島が、なんで朝からここにいるかとか……もっと考えることはいっぱいあるだろうが…。

　少し落ち着け、直純。落ち着いて状況を把は握あくしろ。

　俺は深呼吸してヒートアップした思考回路を宥なだめてから、おずおずと視線を桐島のほうに向けた。

「…あのさ。き…訊きたいことがあるんだけど…」

　考えてもわからないことは、さっさと訊いてしまったほうがいいよな。

「なに？」

「なんで……ウチの制服なんか着てるんだ？」

　確か、桐島の学校ってブレザーだったはず。

　でも、今着てるのって、まぎれもなくウチの制服だ。紺こんに同色のラインが一本縁ふちに入った詰つめ襟えりは、見間違えようもない。

「転校してきたから」

　は？　転校？

「え…マジで!?」

「ああ、父親の転勤の関係で。───ここだったら、弓道部があるし…道場も屋内で良いかなと思ったんだ」

「ウチの弓道部なんか弱小なのに、よく知ってたなぁ」

「───…ああ。まぁ…な」

　歯切れ悪く返事をしながら瞳を一いつ瞬しゆん伏ふせたあと、またもやジッと見つめてきた桐島に、俺は思わずドキドキしてしまった。

　間近で見るのは初めてだけど、こいつの目ってキレイだなぁ…。

　それに、顔もパーツの一つ一つがバランスよく整っていて…髪かみだってサラサラだし、きっと触さわったら柔やわらかいんだろうな。

　はぁ～。次の大会まで見れないと思ってたのに、俺って本当にラッキー…───。

　…ん？　あ…あれ…？

　もしかして…もしかしなくてもこれってチャンスってことじゃないか？

　転校してきたってことは、大会の決勝に行かなくたって学校で毎日会えるってことだろ？

　つまり、チャンスが何百倍にも増えたってわけだ！

　強くなってから告白しようと思ってたけど、側そばでカッコいいとこ見せて好きになってもらうって手もありだよな。

　こんなとこで出会えたのも、きっと神様が俺の恋こいを応おう援えんしてくれたからに決まってる！

　おまけにキスまでしちゃったし────って。

　そ、そうだった！

　あんまりにも驚いて、つい忘れてたけど。俺、桐島とキスしちゃったんだ！

　うわーッ!!　思い出すな！　恥はずかしいんだからっ。

　まさか俺…寝ね惚ぼけてたわけじゃないよな？　あれって実は夢だったりして……。

「あ…あと。き…桐島、俺に…なんかした…？」

「なんかって？」

「だからっ、その…さっきの…」

　キス────。

　ダメだ云いえない…恥ずかしくて顔から火吹ふきそう…。

　唇くちびるにさっきの感かん触しよくが生々しく残っていて、意識しないようにすればするほど、まざまざと思い出してしまう。

　俺は思わず口元を手で覆おおった。

　やっぱり、あれが夢だったなんて思えないんだよな。

　でも、好きなヤツとのキスが嬉しくないわけじゃないんだけど…なんか思ってたのと違う気がするのはなんでだろ？

　…あっ、そうだ！　俺、全然リードできてなかったじゃん！

　されるがままって感じで────。

「ああ…キスのことか」

「!!」

　わー！　そんなにハッキリ云うなって！　やっぱり夢じゃなかったんだ!!

「…………うん」

　俺は真っ赤になったまま、こくんと頷うなずいた。

「ああ。だって…」

　だって？

「───眠ねむってるお姫ひめ様は、キスで起こすもんだろ？」

　桐島はなんでもない顔をしてそう云った。

「はぁ…？」

　不可思議な回答に、思考回路がついていかない。

　ま、確かにお伽とぎ話ばなしのお姫様は王子様のキスで目を覚ますよな。

　つまり、さっきのキスで起こされたのは俺だから……。

　お姫様って…それって、もしかして俺のこと？

「お姫様ってなんだよ!?」

「死んだように眠ってたじゃないか」

「そうじゃなくてっ！　だいたいお姫様っていうなら、よっぽどおまえのほうが…」

　云いかけて、はたと気が付く。

　おい、コラ！　何云うつもりだったんだよ、俺!!

「俺のほうが、どうしたって？」

「う。えっと……」

　澄すんだ瞳ひとみにじっと見つめられて、またもやドキドキが始まってしまう。

　ただでさえ頭ん中がパニック起こしてるっていうのに、そんなふうに見つめんなよっ！

「だから…、綺き麗れいだし、似合ってるって…っ」

　思っちゃったんだよ！　しょうがないだろ!?

　後に退ひけない状じよう況きように、心の中の俺はほとんど逆ギレ状態…。

「へえ。───それなら俺の王子様はおまえってことだよな」

「え？」

「お姫様のキスで目覚めた王子様ってことになるんだろ？」

　お、おうじさまって……何？　俺が？

　呆ぼう然ぜんとしていると、桐島は俺の手を取って指先に唇を押し当ててきたのだ。

　柔らかい感触と暖かい吐と息いきが指にかかり、そこから火がついたみたいに全身に熱が伝わっていく。

「桐島っ、ななななっ何するんだよっ!?」　>>>♥

　さっきから一体何なんだ!!

　上うわ目め遣づかいで俺を見つめる桐島から、どうにか摑つかまれた手は奪うばい返したけれど、唇の触ふれた指先が火傷やけどしたみたいにじんじんとしちゃってる。

　桐島ってスキンシップが激しすぎだよ。

　も…もしかして、外国の血が混ざってたりして。顔つきだって整ってるし、身長だって高いし。あり得ないことじゃないよなっ!?

「悪い、俺じゃ嫌いやだったか？」

「ちっ違ちがうっ！　ぜっ全然イヤじゃないっ！」

　だって、俺が桐島の「王子様」ってことは、桐島が俺の「お姫様」…ってことだろ？

　…う、うわっ！　よく考えたらすげーじゃんっ！　冗じよう談だんでも嬉うれしすぎだよ。

　───キレーだろうなぁ。お姫様の桐島…。

　そのキレイな桐島を俺がエスコートしちゃったりしてさぁ…。

　なんてことを、ぼーっと考えていたら、桐島が腕うで時ど計けいに視線を落とした。

「さてと、もうそろそろ職員室行かなきゃな」

「あ、俺、案内してやるよ！」

　まずはここでポイントゲットだ。「王子様」として、ここは一つ頼たよれるところを見せとかないとな！

　俺は脱ぬいでいた制服の上着を摑むと、勢いよく立ち上がった。と、同時にどこかでパサリという音がする…。

「何か落としたぞ」

　桐島は、床の上に落ちた小さな冊子を拾い上げながら、続いてゆっくりと立ち上がった。

「え？」

　それって、せいと…てちょう…？

　ヤバっ！　しまうの忘れてた!!

　何気なく中を開こうとした桐島の手から、俺は慌あわてて生徒手帳を奪うばい取る。

　あの写真を見られるわけにはいかないんだ！

「中、見たっ!?」

「？　名前だけな」

「そ、そっか」

　あー、心臓止まるかと思った…。

　…そういえば、あの写真はＩＤカードの裏にしまってあるんだし。ぱっと見でわかっちゃうはずないよな。

「名前、ナオズミでいいんだろ？」

「あ、う…うん。俺、椎野直純っていうんだ。よろしくな！」

「ああ、こっちこそ」

　読み方を訊きかれてるだけなのに、呼び捨てにされたみたいな感じがしてドキッとした。

　こんなことでドキドキしちゃう俺も俺だけど。

　そのうち名前で呼び合えるようになれるのが理想だよなぁ。

『海里』って俺が呼んだら、頰ほおを染めて『…直純♥』な～んてさっ！

「ところで…一人で朝練してたのか？」

「あ、うん。俺、下手くそだからさ」

　って早速、素す直なおにカッコ悪いこと云わなくたっていいじゃんか俺…。

「えらいな。強制でもないのに練習してるなんて」

「そ、そっかな」

　ごめん、桐島。誉ほめて貰もらえるほど、俺はえらくないデス。だって、弓道は嫌きらいじゃないけど、練習の動機は桐島への下心だもん。

　───バレたら益ます々ますカッコ悪いよな、俺…。

「放課後、迷めい惑わくじゃなかったら見学に行ってもいいか？」

「迷惑なんて、そんなっ」

「必要なら顧こ問もんの許可も取るし」

「別にそんなのいらないよ」

　俺は苦く笑しようするしかなかった。だって……。

「俺以外、練習になんか来てないからさ」

「……練習に出てるのは、おまえ一人だけ？」

「うん、三年の先せん輩ぱいたちはもう引退しちゃったし。一応部員は他ほかに何人かいるけど、皆みなほとんど出てこないんだ」

　先輩たちがいた頃ころは毎日のように練習があったのに、今じゃ先輩やＯＢが様子を見に来るときにあわせて、義理のように月一回集まるだけだもんな。本当に、やる気がない部活だよ。

　おまけに、俺の学年からは人数が極きよく端たんに少ないんだよね。一年と二年合わせても五人しかいない。

　部員を増やそうと思って勧かん誘ゆうとかしたこともあったけど、皆おびえちゃって入ってくれなかったんだ。…どうしてだろ？　先輩だって、あんなに優やさしい人たちばかりだったのに…。

　まぁ…立派な施し設せつがあるお陰かげで、廃はい部ぶの危機にはならないらしいからいいけどさ。

「───それは好都合」

「え？」

「いや、なんでもない、こっちの話。それより、一人じゃ色々と大変だろ？」

　確かに掃そう除じとか大変だけど。

「まあね。でも、そのお陰で使い放題なんだ。でも、教えてくれる人がいないのはやっぱ厳しいかなぁって…。それでよかったら見にこいよ。道具とかも貸すからさ！」

　できることなら、今日だけじゃなくて毎日来てくれたっていいくらい。

　…毎日？　そうだよ！

　桐島が弓道部に入ってくれれば、俺と桐島が二人きりになれる機会がたくさんできるじゃん。

「指導者もいないのか？」

「うん…。経験者だった先生が去年転任しちゃって…引退した先輩とかＯＢが心配して月一で見に来てはくれてるけど、今の先生は弓引いたこともないから」

「それなら、俺が見てやろうか？」

「ホントに!?」

「ああ、俺でよかったら」

　俺でよかったらって！

「よくないわけないだろ!?　すっげ、嬉しい」

「それじゃ、放課後よろしくな、直純」

　ポンと俺の肩かたを一つ叩たたいて桐島が歩き出したのと同時に、俺の心臓はバクバクと音を立て始めていた。

　────…。

　今、直純って…直純って……。名前で呼んでくれたんだよな？

　う、うわぁ…どうしよ、嬉しくて顔緩ゆるんじゃうよ。

「うん…！」

　なんだか、幸さい先さきがいい感じだぞ。

　そして、俺が心の中でガッツポーズを作ったとき、ちょうどホームルームの予よ鈴れいが鳴り響ひびいたのだった。







　　　　　２




　放課後、俺は桐島を連れて校内を案内して回った。

　クラスは違ちがっちゃったけど、朝、職員室まで一いつ緒しよに行ったことがきっかけで、先生に頼たのまれたのだ。

　一通り校舎内は見終わって、残るは屋外施設のみ。今いま頃ごろは、校庭とか体育館とかで運動部が練習を始めてるはずだから、部活の紹しよう介かいも一緒にしちゃおうと思ってるんだ。

　…部活の見学くらい、桐島一人でもできるとは思うけどさ。もし、まかり間ま違ちがって他ほかの部に入部されてしまったら、俺の新たな計画がぽしゃってしまう。

　だから、そんなことがないように、目を光らせながら案内するのが俺の目的だったりする。

　俺っていい性格……。

　ま、まあ、ちょっと姑こ息そくかも、とは思うけど背に腹は代えられない。

　今朝だって、一緒に廊ろう下かを歩いてただけで大おお騒さわぎだったもんな。今はまだ、みんな見てるだけだけど、声を掛かけたくてうずうずしてるのが雰ふん囲い気きでよくわかる。

　いくらウチが男子校だっていっても、こんなにキレイでカッコいいやつ、周りがそう簡単に放ほうっておいてくれるはずがないしさ。

　桐島を狙ねらう不ふ貞ていの輩やからがいつ出てくるかもわからないし…一緒にいて俺が桐島を守ってやらなくちゃだよなっ！

　そんなことを考えながら、俺はこっそりと隣となりを歩く桐島を見上げた。

　ほんっとに美形だよなぁ…。

　くっきりとした切れ長の目、形のいい鼻、薄うすくて淡あわい唇くちびる、すっきりとした顎あごのライン。

　どのパーツをとっても完かん璧ぺきそのもの。

　でも───…。

　桐島が隣にいるという幸せを嚙かみしめながら、俺はちょっとした敗北感を感じていた。

　最初からわかってたことだけど、こうして並ぶと益々俺との差がはっきりしちゃうよ…。

　身長も俺より頭一コ分以上高いし、スタイルだって非の打ち所なんか見当たらない。

　一見細身なのに、側そばで見ると肩かた幅はばも広くて、けっこうがっちりしてるもんな。…無む駄だがない体って桐島みたいなのを云うんだきっと。

　…チビで童顔で…貧ひん弱じやくな俺とは全然違うや…。

　あーあ、どうして俺ってこうなんだろう…。

　どこをとっても、高校生男子の平均サイズを大きく下回っている。唯ゆい一いつ大きいって云えるのはこの真っ黒い目だけ。おまけに髪かみも真っ黒で、ますます子供っぽく見えちゃうんだよなぁ。

「どうかしたのか？」

「え？」

「ため息ついてただろ？　悪い、俺のせい？」

「ち、ちがっ」

　俺のバカバカッ。なに、桐島に気ぃ遣つかわせてんだよ！

「悪かったな、今日は」

　慌あわてて否定しようとしたら、桐島は申し訳なさそうな顔を俺に向けてきた。

　そんな顔を桐島にさせてどうする俺[image: ][image: ][image: ]っ。

「ち、違うんだって！　俺、役に立てて嬉うれしいし！　不便なことがあったら何でも云えって」

「そう云ってくれると助かる、ありがとな」

　うっすらと桐島の眉み間けんに刻まれていた線が消え、柔やわらかく目が細められる。

「そんな…お礼を云われるようなことなんかしてないって」

　俺は桐島の笑え顔がおに必要以上に照れてしまった。

　…これで目線の高さが同じだったらな、なんて思うけど。今は幸せだからそんな贅ぜい沢たくは云わないでおこう。

「じゃあ、次は外を案内するなっ」

「ああ」

　こんなふうな幸せな時間が永遠に続いてくれたらいいのに。

　そんなことを想おもいながら、下げ駄た箱ばこで上うわ履ばきからローファーに履はき替かえ終わったそのとき。

「直純ーっ」

　聞き馴なれた声に名前を叫さけばれ、俺はギクリと体を強こわ張ばらせた。

　こ…この声は……。

「直…広？　うわぁっ!?」

　慌てて、背後からの声に振ふり向こうとしたら、体当たりの奇き襲しゆう攻こう撃げきを背中にくらってしまう。

「ひどいよっ。朝、置いてくなんてさ」

　走って抱だきついてきた弟───直広の腕うでは、二度と離はなれないと云わんばかりにしっかりと俺の体に絡からみついてきた。

　ギャー、くっつくなってば！

「わっ、バカッ、離せって!!」

　途と端たん、俺の腕にはぷつぷつと鳥とり肌はだが立ち始めた。ぞわぞわとする気色悪さに震ふるえが走る。

「あれ？　寒いの？　もしかして風邪かぜ？　具合悪いなら一緒に保健室行こ？」

「だーかーらー」

　何度云ったらわかるんだよ……。俺は人に触さわられるのが何よりも苦手なんだってば。

　とくに直接触ふれられると体中、鳥肌だらけになっちゃうんだ。

　情けない話だけど、そのせいで他人と体が触れるようなスポーツができなくて、完全に個人実技な弓道部に入ったくらいだし…。

「離せってばっ！」

　俺は直広の手をべりべりと剝はがすと、くるりと体を反転させ、くっつかれないように距きよ離りを置いた。

　体操服に着き替がえているってことは、多分こいつ部活に行くところだったな？

「いいじゃん、少しくらい」

「…………」

　悪びれもしない直広の態度に、俺はどっと脱だつ力りよくしてしまう。

　ったく……人の話を聞いてるんだか、聞いてないんだか。

　……あれ？　でも、そういえば今朝────。

　桐島に触られたときは気持ち悪くならなかったし、鳥肌だって全然立たなかった？

「だって、直純が俺に冷たくするからいけないんだよ！　あんなに待っててって云ったのに…」

「おまえに付き合ってたら、遅ち刻こくするだろっ!?　それより、直純って呼ぶな！」

　兄ちゃんと呼べ、兄ちゃんと！

「いいじゃん、別に。どうせ一つしか離れてないんだしさ」

「よくないっ」

　甘えたなくせに、どうしてこいつはいつもいつも俺を「兄」として敬わないかな！

　いい機会だ、ここはきっちりと文句の一つでも云ってやろう！　と思っていたら。

「───直広！　そろそろコート行こうぜー」

　少し離れたところで待っていた直広の同級生たちが、痺しびれを切らして声をかけてきた。

　う…。友達まで一緒だったのかよおまえ。益ます々ます、兄としての面めん目ぼくが丸まる潰つぶれじゃんか。

　まぁ、直広の周りに人が集まるのはいつものことだし、忘れてた俺が悪いんだけどさ…。

「いいよ、先行ってて。俺、まだ兄貴と話があるから」

「ったく、相変わらずのブラコンだよなあ」

　直広の同級生たちから苦く笑しようが漏もれる。

　やっぱ、育て方間違ったかも…。

　ウチの弟はハッキリ云って…このワガママっぷりに目を瞑つぶってしまいたくなるくらい、メチャメチャ可愛かわいい。

　身長も体格も顔立ちも俺と似てなくもないんだけど、直広のほうが女の子みたいに目がぱっちりしていて睫まつげも長いし、髪はサラサラで肌はだも白い。笑うと天使みたいだって小さい頃ころから云われてた…。

　所属してるテニス部も直広が入った途端、部員が倍増して入部が抽ちゆう選せんになったってくらいだもん。

　───本当、俺とは正反対……。

「直純、ところで…そいつ…」

「へ？」

「一体、誰だれ…？」

　俺の斜ななめ後ろに視線を向けた直広の口調は、あからさまに敵意丸出し…。

「あ！」

　桐島が一いつ緒しよにいたんだっ。こっちのほうが俺にとって重要じゃん！

　カッコいいところを見せるどころか、兄としての威い厳げんもないなんて思われたらどうしてくれるんだ！　こんなの見られちゃうなんて情けなさすぎだよ…。

「直純……そいつ、もしかして…」

「コラ！　そいつなんて失礼な口きくなよっ」

　直広の非礼をフォローすべく、俺は慌てて桐島のほうを振り返った。

「桐島っ。あのさ、こいつ俺の弟で直広っていうんだ」

「弟？……仲良さそうだな」

「ま、まあね」

「直純っ、どうしてこんなやつと一緒にいるんだよ!?」

　あ～もうっ直広のバカ！　なんつー失礼な口をきくんだ！

「なんでそう、おまえは俺の友達のことを知りたがるんだっ」

「保護者として当然だろ」

「ほ…っ、保護者って……。どっちが年上だと思ってんだ!!」

　俺に訊きいても無む駄だだと判断したのか、直広は俺を押し退のけて桐島の前に出た。

「僕、直純の弟で一年の椎野直広っていいます。…何度かお会いしたことがありますよね？」

　はぁ？　僕って一体誰だよ？　おまえ、いつもは俺って云ってるじゃんか！

　だいたい、桐島がおまえと何度も会うなんてことないに決まってるだろ!?

　俺だって（いつも地区予選で負けちゃうせいで）全然会えてないっていうのに…。

　本当に、どうしてこう俺の友達に失礼なことばっか云いやがるかなこいつはっ！

　桐島、気を悪くしてないかな……と恐おそる恐る見上げると、その顔は意外にも微笑ほほえんでいた。

「───さあ…？　何かの間ま違ちがいじゃないか？　俺は桐島海里。今日、転校してきたばかりだ」

　それもうっとりと見み蕩とれてしまうようなふわりとした柔らかな笑顔。

　花が綻ほころんだみたいなその表情にトキメいてしまった俺の心臓と一緒に、周りがざわめく。

　見み渡わたすと、直広の友達だけじゃなく通りすがりの生徒までが、桐島に注目していた。

　誰だってこんな綺き麗れいな笑顔なんか見たら、ドキドキしちゃうよな…。

　それは凄すごくわかる…けど、誰かが俺と同じように桐島のことを好きになっちゃうかもしれないって思うと、云い様もない不安が込み上げてきた。

「キリシマカイリ…？」

「おい！　何呼び捨てにしてるんだ！」

　初対面で年上を呼び捨てにするなんて、失礼にも程ほどがあるぞおまえ！

　一人なにか引っ掛かかってるみたいな直広を押し退けて、俺は桐島の前に出た。

「その…ご、ごめん、桐島…」

「俺は構わない」

　もう…嫌きらわれやしないかハラハラドキドキしっぱなしだよ。

　だけど、見た目だけじゃなくて性格もいいんだ桐島って。あんな無礼な態度、怒おこってくれても全然構わないのに心が広いってゆーかさ。

「ねえ。直純。俺、その名前…聞いたことが……」

「わー!!」

　まっ、まさか…。覚えてたのかっ!?

「前に煩うるさいくらい口にしてたよね？」

「それはいいからっ」

　云うなって、バカ直広!!

「よくないよ。いつの間に知り合ったの？」

「……今日だよ」

　もう勘かん弁べんしてくれ…って感じ。

　これ以上、俺をカッコ悪くしないでくれよ！　桐島に聞かれたりなんかしたら…。

「───弟にまで俺のこと話してたのか？」

　やっぱり聞かれてるし[image: ][image: ][image: ]。桐島にだけは秘密にしておきたかったのに、これじゃ誤ご魔ま化かしようもないよ……。

「……大会で見たときから憧あこがれてたんだよ…」

　俺はやむなくか細い声で白状してみた。ちくしょー直広のやつ。

「そう云われると嬉うれしいな」

「えっ？…本当に？」

「ああ、当然」

　再び、二人の世界（俺的解かい釈しやく）に入ろうかといったとき、とげとげした直広の声が割り込んできた。

「───桐島先せん輩ぱい」

「なに？」

「云っておきますけど。同じ学校になったからって…あんまり兄に近付かないで下さいね」

　ばっ、バカヤロ！　直広、何云い出すんだよ!?

「そんなにお兄ちゃんを一ひと人り占じめしたいんだ？」

「はあ!?」

　桐島まで何云ってんの…？

「……………」

　なんか…火花散ってない？　なんとなく、洒落しやれにならない気がするのは俺だけか？

「でも、悪いな。直純は俺の王子様らしいぞ」

「き、桐島っ。それは…っ！」

　俺が云ったわけじゃないじゃんか！

　そりゃ、まあ…なれたら嬉しいけど。だからって、直広に知られたらあとで何云われるか…。

「王子様ぁ？　何それ、どういうこと!?」

　ほら、来た～っ!!

「直純が云ったんだよな。お姫ひめ様のキ…」

「う、うわっ、ダメだって桐島！」

『キ』って何だよ『キ』って…。何を云い出す気だよ！

「直広、もういいだろ!?　早く部活に行けよっ！」

「よくないよ!!」

　ダメだ…こうなったら、逃にげるしかない。だって俺、直広に口で勝てた試ためしがないんだよ。

　先手必勝ってことで、俺は強ごう引いんに会話を打ち切った。

「俺たちだって忙いそがしいんだっ!!」

　頭ごなしに怒ど鳴なると、俺は桐島の手を摑つかんで直広の横を擦すり抜ぬける。

「ちょっ、直純！　まだ話、終わってないだろ!!　そいつはね…───」

　後ろから直広の声が追い掛けてきたけど、俺はそれを振ふり切るかのように猛もうダッシュをかけた。







「もう、いいよな…」

　周りに誰もいないのを確かく認にんしてから、俺はようやく歩調を緩ゆるめる。

　玄げん関かんからグラウンド脇わきを抜けて、部室棟とうまでの距きよ離りを一気に全力疾しつ走そうしたせいですっかり息は上がってしまっていた。

　いくら直広でも、ここまで追い掛けてくることはないとは思うけど…。

「直純？」

「ああっ、ごめんっ！　いきなり走らせちゃって…」

「別にいいよ」

　慌あわてて手を離はなして振り返ると、桐島はまるで何事もなかったかのようにケロリとしていた。さっきと違ちがうのは、ちょっと乱れた前まえ髪がみくらい。

　同じ距離を走ったっていうのに、この差は何なんだろう。なんか悔くやしいなあ。

　筋トレばっかじゃなくて、持久力をつける練習もしたほうがいいかもしんない…俺。

「桐島…ごめん。弟が失礼なこと云って」

「直純が謝ることじゃないだろ」

　そうは云っても、弟の非礼は兄として謝っておかなきゃ。

「悪いやつじゃないんだけど、ちょっと甘やかされすぎって云うか…口が悪いって云うか…」

「懐なつかれてるみたいだったな」

「懐くって云うのかなぁ…。家でも学校でも、いっつもあんなふうに俺にべったりなんだよ。未いまだに風ふ呂ろにも一いつ緒しよに入りたがるし、夜もいつの間にかベッドに潜もぐり込んでくるしさ」

「直純のベッドに…？」

　表情を曇くもらせた桐島を見てギクリとなる。

　やっぱり、高校生にもなってあれは普ふ通つうじゃない…の…かな…。

「う…うん、やめろとは云ってるんだけど……」

　なかなか上手うまくいかないんだよ。

「直純のことだ。つい、甘い顔してたりするんだろ」

「うー…してるかも」

「高校一年にもなってそれじゃ、弟のためにならないんじゃないか？」

「…あ」

　───確かに…桐島の云いう通りだ。

　淋さびしそうな顔されると可哀かわい想そうで、つい許しちゃってたけど…直広のためを考えたら、いいことなんかじゃないよな…。

「俺……」

　桐島に云われるまで気が付かなかったなんて、ダメな兄貴だよな……。

「厳しくできないんだったら、寝ねるときや風呂に入るときは鍵かぎを掛けたほうがいいと思う」

　そっか、鍵を掛けるって手があったか！…って、今まで気が付かない俺って一体。

「───わかった、今日から気をつけるよ。甘くしてたらあいつのためになんないもんな」

「ああ」

「…あいつ、俺なんかより全然頭もいいし何でもできるくせに甘ったれだから、つい可愛かわいくて世話を焼きたくなっちゃうんだ」

　云い訳みたいに聞こえるかもしれないけど、懐いてくれてるのだってちょっと度が過ぎるだけで嬉しくないわけじゃない。

　…欲を云えば一度は『お兄ちゃん』って呼ばれてみたいけどさ。

「そうか？…俺は、直純のほうが可愛いと思うけど」

「え…っ、そ、そうかな？」

　何の冗じよう談だんだろうと思って顔を上げると、至し極ごく真ま面じ目めな顔つきで桐島が俺のことを見つめていた。

「ああ、ずっと可愛い」

　ハスキーな声で甘ったるく囁ささやくように桐島にそんなこと云われると、ドキドキしちゃうじゃんか！

　気を遣つかってくれてんのかな？　でも…なんだか凄すごく嬉しいかも…。

　勝手に綻ほころんでしまう口元を必死で引き締しめようとしたけれど、なかなか思うように力が入ってくれない。

　ん……？

　嬉しい…？

　違うじゃん！　喜んでちゃダメだろ、俺!!

　桐島と釣つり合う男にならないとダメなのに、可愛いだなんて───。

「直純？　どうかした？」

「ううんっ、なんでもない！」

「それにしても驚おどろいたな。直純が弟にまで俺のこと話してくれてたなんて」

「あれは、その…っ」

　あの大会のあと、しばらく呪じゆ文もんのようにうっとりと桐島の名前を唱えてたのを、直広に訊きかれちゃったんだよね。

　案の定、問い詰められて吐はかされたんだけど…まさか覚えていたなんて…。

「えっと、あの…あっ、桐島、今日は弓持ってきてないよね？」

　俺は何となく気まずくて、ムリヤリ話題を変えてみた。

「弓？　ああ、さすがに持ってきてない」

「何キロ引いてるんだ？　卒業した先せん輩ぱいが置いてったやつがあるから、今日はそれ使ってよ」

　本当は他ほかの部活も見学させるつもりだったけど…それはまた今度でいいよな？

　今、グラウンドのほうに戻もどると直広に捕つかまっちゃいそうだしさ。

「十八キロだけど……いいのか？　まだ部員でもないのに」

「いいって、いいって。だって、俺が見本見せてもらいたいんだし。でもスゴイな、十八キロ引いてるんだ」

　キロっていうのは重さじゃなくて弓ゆ弦づるの強さのことを云うんだけど。桐島って、高校生にしたら随ずい分ぶんと強い弓を引いてるほうだと思う。

　俺の弓なんて女子とそう変わんないのに…やっぱすごい…。この細身に見える体のどこに筋肉がついてるんだろ？

「何もすごくなんかないさ」

　桐島は苦く笑しようしながら俺の言葉を否定する。

　あんなに上手うまかったら自じ慢まんにしてもいいはずなのに、そんな素そ振ぶり全然見せないなんて、本当に大人だよな。俺だったら絶対に自慢しちゃうよ。

「本当に誰だれも練習に来ないのか？」

「うん。テスト前だし、今日なんかは特に来ないと思う」

　弓道場の前に着くと、俺はズボンのポケットに入れっぱなしの鍵を取り出して、引き戸を開けた。

「ちょっと待ってて。準備してくる！」

　だけど、靴くつを脱ぬいで道場に上がり手早く神かみ棚だなに礼をして的場に行こうとしたら、桐島に引き止められてしまった。

「準備なら俺がやっとくから、先に着き替がえてこいよ」

「え？　なんで？」

「制服じゃ腕うで上げにくいだろ？」

「うん、でも…」

　それじゃ、桐島が一人になっちゃうじゃんか。だからせめて練習できるように、準備してから着替えに行こうと思ったんだけど…。

「道場にいるのに何にもしないのも気持ち悪いし、時間も勿もつ体たいない。気にしないでいいから行って来いよ」

「そっか。じゃあ、頼たのんでいいかな」

「ああ。的はどこしまってあるんだ？」

「看的所の中。これ持ってって。鍵掛かかってるから」

　鍵の束をじゃらりと手て渡わたして、俺は部室も兼かねている更こう衣い室しつへと向かった。

　更衣室には、ロッカーが壁かべ一面に並んでいる。だけど、使われてるのは片手ほどしかないんだ。

　ちなみに、奥から二つが俺専用のロッカー。一つには弓道の道具、もう一つには授業の教材が入ってたりする。だって、辞書とか便覧とか持って帰るの重いんだもん。こうゆうとき、部室があるとラッキーなんだよね。

「うー…、緊きん張ちようしてきた…」

　あの桐島が弓を引くところを間近で見れるってのはすごく嬉うれしいんだけど、俺が引くところも桐島に見られちゃうわけじゃん？　そう考えるだけで胸のバクバクが激しくなる。

　今は俺より桐島のほうが全然上手いのはわかってるけどさ。

　やっぱり、好きなやつにはカッコいいところ見せたいし、

『直純ってカッコいいよな♥』

　なーんてコトだって云われたりしたいじゃん？

　───俺の実力じゃ「今は」無理だって充じゆう分ぶんわかってはいるんだけど…。

「…とにかく、まずは着替えるか」

　ロッカーから取り出した弓道着にてきぱきと着替え、手を保護する為ための[image: 弽]ゆがけを右手にはめて紐ひもで固定すると少しだけ気持ちが落ち着いた。

「よし！」

　難しいことは考えないようにしようっと。

　下手だって云われたら、これからめきめき上達すればいいんだし！

　そう前向きな結論を出して更衣室を出ると、タンッという重みのある音が聞こえてきた。

「この音…」

　慌あわてて道場に行くと、制服の上着を脱いだ桐島が的前に立っていた。

　ちょうど、矢を離はなしたあとの姿勢を取っている。

　桐島はゆっくりと、小指で挟はさんでいた矢を弓に番つがえた。

　呼吸に合わせて正面に弓を打ち起こし、キリリと引き分ける。

　そうして放たれた矢はあの日と同じように、的の真ん中に吸い込まれるようにして飛んでいったのだ。

　───タンッ!!

「────」

　俺は言葉も出なかった。

　こういうのは何て云いったらいいんだろう？　語ご彙いの少ない自分が恨うらめしい。

　使ったことないけど、優美っていう表現はこういうときに云うもんかな？　とにかく、すごく綺き麗れいだった。

　見ると、的のほぼ真ん中に二本、矢が突つき刺ささっていて───。

「すげー…」

　俺は思わず、感かん嘆たんの呟つぶやきを漏もらしてしまう。

「直純、いたのか」

　ぼーっと後ろ姿を眺ながめていたら、桐島がぱっと振ふり返った。

「あっ、うん」

「悪い。置いてあったやつ勝手に借りた」

「好きなだけ使っていいよ。けど、やっぱ桐島ってスゴイな！」

「そんなことないって」

「ううん、すっげー上手いよ！」

　それに、カッコいいし綺麗だし。…っと、今はこれは関係なかったっけ。

「そんなに煽おだてるなって」

「どうやったらあんなふうに当たるんだ？」

「調子がいいときだけだ。俺だって当たらないときもある」

「へえ…」

　桐島でもそういうもんなのかな？　まぁ、俺なんか調子よくても、二割くらいしか当たんないけど。

「でも、そうだな…練習はたくさんした。こういうことは、体で覚えるしかないしな」

　そう云って桐島は弓を弓ゆみ台だいに置くと、はめていた[image: 弽]ゆがけの紐をするすると解ほどいてしまう。

「え？　もう外しちゃうの？」

「ちょっと弓に触さわりたくなっただけだから。それに、これから直純がやるんだろ？」

「そうだけど…」

　ちぇっ。もっと桐島が引いてるとこ見たかったのに…残念。なんて思ってたら、桐島が俺のことをじろじろと眺めていることに気が付いた。

「…………」

「何だよ…っ」

　俺、なんかおかしい格好してる？　着方間ま違ちがってるとか…そんなわけないよな…。

「やっぱり似合うよな、それ」

「え…？」

　弓道着…？　そんなこと云われたの初めてかも。しかも、桐島が俺のこと誉ほめてくれたなんて！　こんなに嬉しいことばっかでいいのかな俺。

「ほら、やってみろよ。射しや形けい見るから」

「わ、わかった」

　いけない、いけない。口元緩ゆるませてる場合じゃないや。

　俺は精せい一いつ杯ぱい、キリッと表情を引き締しめて頷うなずいた。

　自分の弓を左手に取って、矢立てから一本だけ矢を抜ぬく。そして、立ち礼をしてから、深呼吸をして本座に入る。

　いつにないほど張り詰つめた気持ちで、俺は弓を構えた。

「待った、肩かたに力が入りすぎてる。もっと自然に力抜いたほうがいい」

「えっと…」

「ゆっくり打ち起こしてみろよ。うん、そう。そのときに肩が強こわ張ばってるのがわかるか？」

「あ…ほんとだ…」

　前から見ていた桐島は、俺の背後に回って肩に手を置いた。

　すぐ後ろに立ってるんだと思うとドキドキする。

「矢を外して、もう一回やってみろよ」

「うん」

　俺は床ゆかに矢を置いて、桐島の云う通りにやってみた。

「もうちょっと、腹に力入れて胸張れるか？」

「こ…うかな？」

　桐島の手が、俺の下腹部に当てられる。

「ここに力入れるんだよ。重心は下した腹ばら中央。背筋を伸のばして…そう、肩の無む駄だな力は抜けよ」

「…っ、うん…」

　意識してるせいで、触られてる部分がもぞもぞする。鳥とり肌はだは立たないけど、なんだろ……この、くすぐったいのに似た感じ…。

「そう、そのまま引き分ける」

「力…入んない…っ」

「腕わん力りよくで引こうとしてるからだろ。直純は気合い入れ過ぎだ」

「そう…かな？」

　云われてみると、思い当たる節がある。

　よしやるぞ！　って思っちゃうと周りが見えなくなるタイプなんだよ俺。

　だけど、ちょっと見ただけで俺の欠点を云い当てちゃうなんて桐島ってば凄すごすぎる。

「引く前に深呼吸してみろよ。そしたら、少しはラクになるはずだ」

「う…うん」

「せっかく筋がいいんだから、勿もつ体たいない」

「本当に？」

　やった！　また桐島に誉められた。よぉし、この調子でメキメキ上達するぞ!!

「ああ、俺が保証する。───じゃあ、もう一回初めから。あんまりこっちに倒たおれないようにな」

　そう云った桐島のもう片方の手が俺の腰こしに添そえられた。

「ひゃっ」

「どうした？」

「な、なんでもない」

　やっぱり桐島だと、いつもみたいに触られても気分が悪くならないってことは、わかったんだけど……。せっかく教えてくれてるのに、くすぐったいからやめてくれって云うのも不ふ謹きん慎しんな感じだよな。

「打ち起こして。うん、そのまま…ダメだ」

「えっ？　なんかおかしい？」

「また肩が硬くなってる」

「あ、ごめんっ」

「ここ、ちゃんと意識してるか？」

「ぁ…っ」

　さっきから触ふれられてる下腹部をグッと強く押され、思わず小さく声を上げてしまった。

「背中が丸くなってる。しっかり胸張って…」

　腰に添えられたままだった一方の手が、体の線を辿たどるようにして脇わきの下あたりに上がってくる。背中にはピタリとくっついた桐島の体温…。

「…ッ！」

「ほら、余計な力が抜けてきただろ？」

「う…ん…」

　力が抜けてきたって云うか…力が入んない…。

　───どうしちゃったんだろ俺。さっきから桐島が触れたところがゾクゾクする…。

「筋いいな、直純は」

　わ～バカバカッ。耳元で喋しやべるなよ！

　吐と息いきが耳みみ朶たぶを掠かすめるだけで、体がピクンと跳はねそうになっちゃうんだってば。

「そ、そう…かな？」

　まずい、声が上うわ擦ずってしまった。

　でも、この感覚って……。

「ん？　直純、脈みやく拍はくが速くないか？」

「！　それは…っ！」

「それに、少し熱い気がする」

「そんなこと、ないって…」

　俺は慌あわてて弓を下ろして、桐島の腕うでから抜け出そうとした。

　だけど、桐島はそんな俺を益ます々ます引き寄せると、脇に添えていた手を今度は俺のおでこに当ててしまう。

「平熱が高いほうなのか？」

　そういうわけじゃなくて、これは…その……。

「肌はだも熱持ってるんじゃないか？」

「っあ！」

　おでこを押さえていた桐島の手が首筋に触れ、鎖さ骨こつを撫なでてそのまま襟えり元もとに入ってくる。

　その瞬しゆん間かん、ゾクン、と全身が痺しびれた。

　ダメだ…っ、もう、立ってらんない…!!　>>>♥

「直純？」

「俺…ちょっと、気分悪くて…」

　力を振ふり絞しぼって、なんとか桐島の手から逃のがれると、俺は持っていた弓を弓ゆみ台だいに乱暴に放ほうり、慌てて更こう衣い室しつに駆かけ込んだ。

　ドアを閉めて自分のロッカーの前まで行くとカクン、と膝ひざから力が抜けて、俺はロッカーに縋すがりつくみたいにして床にへたりこんでしまう。

　マズイよ、マズすぎだって!!

　俺の体、どうしちゃったんだよ…？

　ドキドキしちゃうのはしょうがないと思うけど、それだけじゃなくて。

　いつもの鳥肌とは違ちがう震ふるえが走って、全身が熱っぽくなるし…。

　その上、この…体の中心に覚えのある衝しよう動どうって───。

　せっかく、桐島が指導してくれてるっていうのに俺はなんて不謹慎なんだ!!

　自己嫌けん悪おに頭を抱かかえていると、後ろでドアが開く気配がした。

「…直純？」

「っ!!」

　カチリ、とドアが閉まる音がやけに大きく聞こえる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　どうしよう…俺がこんなことになってるってバレたら、絶対軽けい[image: 蔑]べつされちゃうよ……。

「うん、へ、平気だって！　座ってればすぐに治まるから…」

　さすがに振り返れない。だって、桐島にどんな顔向けろっていうんだ。

「気分が悪いんだったら、横になったほうがいい」

「え!?　いいよ、このままでっ」

　横になんかなったら、ヤバイことになってるのが簡単にバレちゃうじゃんか！

　早く静まれ！　俺の体！

　このままじゃ桐島にヘンに思われちゃうよ！

「すまない、体調が悪いのに気付いてやれなくて…」

「違うって！───俺、くすぐったいのとか人に触さわられるのとかって苦手で」

「そうだったのか…。気分が悪くなるまで我が慢まんさせて悪かった」

　声の距きよ離りで桐島が真後ろに立っているのがわかる。

　ああああ、もっと気ぃ遣つかわせてどうすんだよっ。フォローにもなってないじゃん！

「違っ、桐島のは気持ち悪いわけじゃないんだ！」

「？　気持ち悪くないのなら、どういうことなんだ？」

「あ…それは……」

　誤ご魔ま化かそうとしてたはずなのに、うっかり余計なことを云ってしまった気が、する…。

「もしかして…」

　そう呟きながらしゃがんだ桐島は、背後から俺のことを抱え込むようにしたかと思うと、例の部分に手を伸ばしてきたのだ。

「あッ、や、ダ……ッ」

　ダメだってば…!!　そんなとこ触ったらますます…っ。

　だけど、俺の抵てい抗こうも虚むなしく、桐島は袴はかま越ごしに俺の中心部に触れてしまう。

「やっぱりな」

「ごめん、桐島、俺……っ」

「どうして謝るんだ？　俺が触ってこうなったんだろ？」

「…う、うん」

　俺は赤面しながら頷うなずいた。だって、こうなったらもう認めるしかないじゃんか…。

「でもっ、いつもはこんなんじゃないんだっ。他ほかのやつだと本当に気分が悪くなるだけだし…」

「他のやつにも触らせることがあるのか…？」

　桐島の声が少しだけ険しくなったような気がした。

「む、昔の話だよ！　弓道部入りたての頃ころ、先せん輩ぱいたちが…。でも、ちょっとだけだって！」

「…ちょっとって？　何されたんだよ」

「え？　えっと…さっきみたいに教えてもらってただけだよ…？」

　最初の頃は、先輩たちが毎日のように、ああやって教えてくれてたんだよね。

　でも、触られる度たびに気持ち悪くなっちゃってさ。結局、誰だれも俺に触れなくなっちゃったんだ。俺なんかの為ためにせっかく時間を割さいてくれたのに…本当に悪いことしちゃったよな…。

「…っ…今はそんなことないんだろうな？」

　なんで、そんな怖こわい声になってるんだ？

「ないよっ。俺、人に触られると鳥とり肌はだ立つもん！」

「俺だと平気なのか？」

「き、桐島に触られるのは気持ち悪くないよ。でも───」

「でも？」

「すごく、くすぐったいって云うか、えっと…」

　何て云えばいいのかな？

　体から力が抜ぬけて、熱っぽくなって、ドキドキして……。

「───逆なら、気持ちいいってことだろ」

「え？」

　これって…気持ちいいってことなのかな？

　確かに、気持ち悪いの反対は気持ちいいだけど。

「どうなんだよ、直純」

「わ、わかんないよ…」

　でも、気持ちよくなきゃ、下半身もこんなことにならないよな？

「じゃあ、試ためしてやるよ」

　は…っ？

　俺が動どう揺ようしてる間に、桐島はしゅるんと袴の前の紐ひもを解いてしまった。

「きっ、桐島!?　何して…っ」

　後ろの結び目も外されたかと思ったら、あっという間に上着を締しめていた帯も取り去られ、腰こしの締めつけが何もなくなってしまう。

「俺のせいなんだろ？」

「…は？」

「俺が触ふれたせいで、そんなになってるんだろう？」

「それは…」

　そうなんだけど……。

「なら、責任取る」

「いや、その……」

　責任って…、責任って……どうやって取る気だよっ!?

「それに───気持ちいいかどうか、確かく認にんするべきだろ？」

　背後から抱だきしめられる形で腰を引き寄せられると、吐と息いきが耳元に掛かかった。

　冗じよう談だん…だよな？

　そうだって云ってくれよ、頼たのむから！

「いや、いいよっ。そそそ、そんなことしないでも!!」

「大丈夫、怖くなんかしない」

「!?」

　ちょっとちょっとちょっと！

　何が大丈夫で、何が怖いことなんでしょうか!?

　改めて伸のばされてきた手に飛び退のいて、俺は桐島の腕うでの中からどうにか逃のがれ出た。

「逃にげるなよ、直純」

「そっ、そんなこと云ったって…っ」

　こんな展開なんか考えてなかった！

　桐島もちょっとスキンシップが激しすぎないか!?　それとも責任感が強いんだろーか…？

　どっちにしても、困るんだけどっ。

　俺は足に絡からみつく邪じや魔まな袴を蹴けりながら、桐島からじりじりと後退する。

「ああ、これが邪魔だったのか？」

「うわっ、そうじゃなくて！」

　そう云うと桐島は俺の下か肢しから袴を取り去り、ついでとばかりに足袋たびも下着も剝はぎ取ってしまった。

「何して…、桐島！　や…っ、ウソだろ!?」

　弓道着の上だけになってしまった俺は、下半身を隠かくすため、必死で裾すそを押さえて足を揃そろえつつ、後ろへ下がろうとしたんだけど───。

　か…壁かべ!?

　そうだった。更こう衣い室しつなんてそうそう広いわけじゃない。

　壁かべ際ぎわに追い詰つめられたりしたら、逃げる場所なんて……。

「き、桐島っ！　冗談だよなっ!?」

「恥はずかしがらなくてもいいだろ」

「よくないっ!!」

　こんな格好で恥ずかしくないわけないだろ───!?

　桐島のことは好きだよ？　好きだけどさっ！

　でもこれじゃ、素す直なおに喜べないよ…!!　どーせなら逆がいいっ！

「待っ、待てってば！　おい、どこ触ってっ」

　太ふと股ももを撫なで上げてキケンな場所に迫せまろうとする桐島の手を、なんとか阻そ止ししようとしたけれど、片手の反はん撃げきのせいであっさりとかわされてしまった。

　両手を使おうとすると、裾が押さえられないし。ああもうっ、どうすればいいんだよ！

「ほら、手退どけろよ」

「んなこと、できるかっ！」

「…そうか」

　よかった、わかってくれたか…って、何ー!?

「うわっ、何するんだよ!?」

　桐島は、ひょいと俺の足を大きく広げたかと思うと、その間に体を割り込ませてきたのだ。

　そして、ムリヤリ裾の下に手を潜もぐり込ませ…迷わず俺の中心に触れてくる。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]!!」

　乾かわいた手の平を押しつけられる感かん触しよくに、俺は頭の中が真っ白になった。

　とてつもない恥ずかしさで、体中の血液はもう沸ふつ騰とう寸前…。

「こんなになるまでガマンしてたんだ？」

「ガ、ガマンって…、ちょっ、桐島っ。悪い冗談は、もう…」

「気持ちよくしてやる」

　してやるって…さっきは確認がどうとか云いってなかったっけ…？

「…んっ、ちょっ…桐島!?」

　なんとか逃げ出そうと思って桐島の体を両手で押しやると、今度は微び熱ねつを帯びた俺自身をぎゅっと包み込まれ、全身が総毛立った。

　強ごう引いんな行動とは裏腹に、壊こわれ物ものを扱あつかうようにゆっくりと扱しごかれて───。

「や…ぁっ」

　何、今の!?　誰だれの声だよ！……まさか俺なのか!?

　でもでも！　そんなことよりこの状じよう況きようをどうにかしなきゃ。

　俺が迫るならまだしも、これじゃ逆だし…ってゆーか…情けなさすぎだよ[image: ][image: ]っ！

「ん……ッ、ぁあっ」

　桐島を止める方法を一生懸けん命めい考えていたら、急に根元からキツく締めつけるようにして握にぎり込まれた。

　先せん端たんを指先で擦こすられるとビクンと体が跳はねてしまい、俺は思わず桐島の体にしがみつく。

「考え事してるなんて、余よ裕ゆうだな」

「ちが…っ、んッ！」

　余裕なんてあるわけないだろ!?

　本当にもう、どうして…こんなことになっちゃったんだ？　誰かウソだって云ってくれよ…。

　朝ここで桐島にキスで起こされたのはやっぱり夢で、これはその夢の続きだったりして。

　……なんてことも考えてみたけど。込み上げてくるリアルな感覚は、それを簡単に否定してしまう。

「ぅ…んっ、…ぁ…」

「直純…目、開けて」

　ヤダヤダ！　絶対、無理だってば！

　だって、目を開けたら俺がどんなふうになってるか見えちゃうし…。

「できな…っ、あっ」

　力なく首を左右に振ふると、先端の窪くぼみを押し込めるようにして撫でられてしまう。

　次し第だいに滑すべりのよくなる動きに、俺は自分の状態を想像して更さらにぎゅっと目を閉じた。

　これ以上はダメだって！　このままじゃ桐島の手を汚よごしちゃうよ…。

「ヤダ…ッ、も、やめ…っ」

「そんなに俺が嫌いやなのか？」

「嫌…じゃない…けどっ」

　強弱をつけて扱かれるたび嵩かさを増す俺の中心は、ヒクヒクと痛いくらいに張り詰め…震ふるえている。

「ならいいだろ？　それに、ここでやめたら辛つらいのはおまえだ」

　桐島の声にはっとして、俺は…目を開けてしまった…。

　すると…そこには、瞳ひとみを覗のぞき込むようにして見つめる桐島が、いて…───。

「辛…い…？」

「ああ。このままにされたいのか？」

　そっと耳元で囁ささやきながらも、桐島は確実に俺を追い上げていく。

　どうしよう…こんなんじゃ…ガマンできない…。

「お…れ…は……」

「もっと気持ちよくなりたいだろ？」

　気持ち、よく…？　もっと…。

　今以上に…気持ちよく…なれるわけ…？

「────…ぅ」

　緩ゆるやかに動く指に我慢しきれず、俺はとうとう小さく…頷うなずいて…しまった。

「や！　あっ、あ…っ」

　それが合図だったみたいに、俺の昂たかぶりを追い詰める動きが激しくなる。

　再度目をぎゅっと閉じて、喉のどの奥から勝手に出てしまうヘンな声を何とか堪こらえようと口元を両手で押さえてみたけれど…どうにもならなくて。

「や…っ、きり…しま、もぅ…俺…」

「もう？」

「ダ…メ……んんっ、…ぁっ」

「───イけよ」

　桐島の声と指の動きに導かれて…高いところから突つき落とされたみたいな感覚と共に、俺は張り詰めた熱を桐島の手の中に弾はじけさせた。

「んっ、あぁ……ッ」

　ぜいぜいと肩かたで呼吸を整えながらゆっくりと目を開けると、くっつきそうなくらい近くに桐島の顔があった。

　瞳の中を覗き込むようにして見つめられ、俺は視線を外すこともできない。

　───どうしよう…。

　俺…本当にイカされちゃったんだ…。

「気持ちよかっただろ？」

「…っ！」

　よ、よかったけどさっ！

　んな真ま面じ目めな顔して訊きかれても『はい、よかったです』なんて、恥ずかしくて云えるわけないよ！

　俺がむっつりと黙だまり込んでいると、桐島は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「よくなかったか？」

「そ、そんなことないけどっ」

　桐島に困った顔をされてしまった俺は、条件反射のように否定してしまう。

「それを聞いて安心した」

「…え？」

　一いつ瞬しゆん、見せた企たくらむような笑えみに俺の背筋はゾクリとなる。

　き、桐島ってそんな顔もするんだ…っていうか！　なんでそんなふうに笑うわけ!?

「うわっ、な…に…!?」

　俺が動どう揺ようしている隙すきに、桐島は俺をコロンと床ゆかに押し倒たおす。そして、片足をグッと折り曲げるように抱かかえると、俺の放ったもので濡ぬれた手を、足の間のもっと後ろのほうに塗ぬりつけてきたのだ。

「ひぁっ、き…気持ち悪いっ」

　どこ触さわって…って…バカっ、何てことするんだよ!?

　いくら、相手が桐島でもそんなことされたら気持ち悪いってば！

「最初だけだから我慢してくれ。こうしないとあとが辛くなる」

「あとがって…何する気だよ!?」

「───まさか、さっきので終わりだなんて思ってるわけじゃないよな？」

「思ってるに決まってるだろ！」

　だってあれ以上、何するっていうんだよ？

「冗じよう談だん。本番はこれからだ」

「ほ…本番…!?」

　じゃあ、今のは予行練習だったとでも云うわけ？

「痛くないようにするから」

「な、なあ、桐島。落ち着いてちょっと話さないか？」

「話なら、このままできる」

「この体勢、落ち着かないっていうか…」

　さっきから、桐島の指が後ろの窄つぼまりを円を描えがくようにして撫なでているせいで、よくわからない奇き妙みような感覚が、腰こしの奥にじんわりと広がり始めちゃってるんだよ…。

「落ち着かれたら困る」

「は？」

「いや、何でもない。話があるんだろ？　早く云いえよ」

　本当にこのまま話せって云うのか？

「早くって……あ！」

　襞ひだの形を知り尽つくそうとしてるみたいに動いていた桐島の指先が、不意に中へと押し込められた。

　さんざん濡れていたせいで、痛くはなかったけど…。

「ど…どこに指入れてるんだよ…っ」

　そんなとこ触ったら汚きたないだろ!?

「どこって…男同士だとココを使うんだ。知らなかったのか？」

「えっ？」

　し…知らなかった…。確かに女の子と違ちがって、男には受け入れる器官がついてないしなぁ。

　男同士で付き合うってことは、そういうことも考えなくちゃいけなかったんだ……。

　俺、エッチの仕方までは考えてなかったよ。

「ちゃんと慣らして解ほぐさないと傷付くだろ」

「そう…なんだ…」

　初エッチとかで、痛い思いさせちゃったら可哀かわい想そうだもんな。それで二度としないとか云われたらショックだし。

　不安そうな顔を浮うかべる桐島を、ちゃんと俺が優やさしくリードして…。

「って、なんで俺が…!?」

　桐島にリードされちゃってるんだよ！

　このままじゃ、俺がヤられるほうに───!?

「気持ちよくしてやるって云っただろ？」

「でも…あっ」

　少しずつ奥のほうに食い込んでくる桐島の指を、俺の体は拒こばむどころかすんなりと迎むかえ入れてしまっていた。

「直純の中、凄すごく柔やわらかい」

「ん…っ」

　節の太い桐島の指が、狭せまい器官を押し広げようとしてる。

　この指で、いつも弓を引いてるんだ……。

　整った綺麗な形をした桐島の指先が…それが今、俺の中で────。

「あ…っ、ん」

「そんなに締しめつけるなよ」

　奥まで入りきった桐島の指が、内ない壁へきをひっかくように俺の中を搔かき回す。

　浅い部分から深いところまで、指が届く場所全すべてに触ふれようとしてる気さえする。

「や…ぁ…、きり…し…ま…」

「本当に敏びん感かんだな、直純のカラダ」

「え？　な…なに…？」

「直純は感じやすいんだなって云ったんだよ」

　くちゅくちゅと弄いじられる後ろに意識を集中している間に、気付くと弓道着の前ははだけられてしまっていた。

　剝むき出しになった肌はだを桐島のもう一方の手が撫で上げてくる。

「…ぁ…っ」

　手の動きを甘ったるい痺しびれが追い掛かけて、触れられたその部分から、くすぐったさに似た感覚が込み上げる。云い様もないもどかしさが俺の中で暴れ回っていた。

　弓道着の中にＴシャツくらい着ておくんだった……。

　力の入ってくれない腕うでで、必死に桐島を押し退のけようと頑がん張ばってみたけれど、それも叶かなわず。

　せめて、ほぼ全ぜん裸らに近くなってしまった自分から目を逸そらしたくて、俺は顔を横に向けてみる。

「…っ！」

　すると横を向いたことで無防備になった俺の首筋に、桐島が歯を立てたのだ。

　微かすかな痛みとそれだけじゃない何かが背中を走り抜ぬけ、俺は体を震ふるわせてしまう。

「悪い、手加減できない」

「…手加減って？…んっ！」

　耳の真下で囁ささやかれたと思ったら、キツクその場所を吸い上げられた。

　なんでこんなに…全身が過か剰じよう反応を起こしちゃうんだろ…っ。

　体の色んな場所を攻せめられて、どこに意識を集中させればいいのかわからない。

「桐島…っ」

　ぞくぞくとした感覚に、堪たまらず桐島の二の腕にしがみつくと、今度は乱暴に唇くちびるを塞ふさがれてしまった。

「ん……ふっ」

　全てを奪うばわれるような気さえする程ほどの深い口づけに、くらくらと目眩めまいがする。

　絡からめ取られた舌を思いきり吸われると、ずん、と腰の奥に重たい衝しよう撃げきがきて…。

「…もっ…と…」

　───気持ちよく…なりたい……。

　だけど、桐島から与あたえられる感覚に溺おぼれてしまいそうになった…そのとき、聞き慣れた声が俺の耳に入ってきたのだ。

「直純[image: ][image: ]？」

　────直広!?

　なんで…弓道場なんかに……。

「声、出すなよ？」

　少しだけ唇を離はなした桐島が俺に釘くぎを刺さす。

　声なんか出せるかよ！　こんなところ、弟に見られるわけにいかないだろ!?

「も…離れろよ…」

　直広の声で我に返った俺は、声を顰ひそめて囁いた。

「動いたら、物音するだろ？」

「あ…っ」

　とか云いながら、腰こし回まわりを触さわっていた桐島の手が、ゆっくりと脇わき腹ばらから胸のあたりを撫で上げて、今度は掠かすめた胸の突とつ起きを捉とらえてしまう。

　ちょっと桐島！　云ってることと、やってることが違ちがうんですけどっ!?

「…っ」

　柔らかかったそれは、親指の腹で捏こねらてピンクに染まり、ぷつりと硬くなっている。

　文句を云いたくても…ヤバイ声が出ちゃいそうで。俺は咄とつ嗟さに手で口を押さえた。

「いないの？　直純？」

　直広の声がさっきより近いってことは、更こう衣い室しつのすぐ側そばに来ちゃってるってことだよな。

「おっかしーなー。どこ行ったんだろ？」

　そういえば、更衣室に鍵かぎ掛かけたっけ？

　ここでもし…ドアが開いたりなんかしたら────。

「！」

　なんてことを考えていると不意に、後ろを弄っていたはずの桐島の指が俺自身に絡みついた。

　こんなときに…っ！　>>>♥

「硬くなってる」

　さっき一度イカされたっていうのに、なぜかそこはすっかり熱さも硬さも取り戻もどしていて。

「さわん…な…っ」

　必死の思いで抗こう議ぎをしても、桐島は全然聞き入れてくれない。

　それどころか、雫しずくが滴したたっている先せん端たんやくびれた部分をくすぐられてしまい、俺は高い声を上げそうになった。

「は……っ」

　イキそうなのに…桐島が手の中のものをきゅっと強く締しめつけるせいで、熱が体の内部で暴れてる感じがする。

「声、我が慢まんできないのか？」

　その問い掛けに、俺は涙なみだ目めになりながらコクコクと首を縦に振ふった。

　せめて、今だけでもいいから何もしないでくれよっ！　こんなはしたない声、直広に聞かれるわけにはいかないんだから。

「仕方ないな」

「ん…っ」

　すると、桐島は行こう為いをやめない代わりに、声を発しそうになる俺の口を塞いだんだ。ぴったりと合わせられた唇からは、空気の漏もれる場所もないようにさえ思える。

　これで声は出ないかもしれないけど……。

　口こう腔こう内を這はい回る桐島の舌のせいで、くちゅくちゅと濡ぬれた音が聞こえてしまう。

「更衣室も鍵かぎ掛かってるってことは、帰っちゃったのかな？」

　早く…っ、頼たのむから早くいなくなってくれってば…！

「ちぇっ、部活が早く終わったから一いつ緒しよに帰ろうと思ったのになぁ～」

　パタパタという足音と共にようやく声が遠とお離ざかると、俺はやっと塞がれていた口を解放され、肺いっぱいに空気を吸い込むことができた。

「ようやくいなくなったな」

「…見つかんなくてよかった」

「ああ。邪じや魔まが入らなくてよかった」

「うん……って、違うだろ!?」

　邪魔とかそういうことじゃなくて…っ！

「我慢するの辛つらかっただろ？」

　辛いってもんじゃない。おかしくなっちゃいそうだったよ！

「だから、もうやめろよっ」

「こんな状態で？」

「…やっ」

　桐島は立ち上がっている俺自身をピンと指で弾はじくと、二の腕にしがみついていた俺の手を取って、自分の中心に導いた。

「それに…俺もこんなになってるんだ」

「あ……」

　すご……。俺と同じくらい？

　ううん、それ以上に…熱く滾たぎってる。

　俺のせいでこんなになってるって云いうのなら、この状じよう況きようは喜ぶべきなのか────？

「もう、我慢できない」

「えっ」

　桐島はズボンの前を寛くつろげ、広げた俺の両足を抱かかえ直しながら腰こしを持ち上げると、さっきたっぷりと弄いじった後ろの窪くぼみに、熱いものをあてがった。

「ちょっ、ちょっと！　待った！　待ってくれって!!」

　もしかして、もしかしなくても！

　俺の後ろに当たる…それは、アレなんじゃ…っ!?

「悪い、待てない」

「ええっ、で、でも」

　立場が逆なんだってば！　これじゃ、俺が「彼女」ってことになっちゃうよ！

　焦あせって桐島の下から逃にげ出そうとしてみても、ガッチリと組み敷しかれた体はビクともしてくれない。

「直純もわかってるだろ？」

　まあ、そりゃ男ですから。

　でも…でもさ！　俺にも都合ってものがあるわけで。

「と…とりあえず離せって、な、桐島？」

「海里って呼べよ」

「か…海里？」

　念願の呼び捨て？　なんて、喜んでる場合じゃないっ。

　このままじゃ、マジで俺の貞てい操そうが…っ。

「直純……」

　少し掠かすれたハスキーな声が腰に響ひびく。

　包み込むような甘ったるい声音に、一いつ瞬しゆん酔よってしまいそうになったけれど、押し当てられたモノの体積を思い出して、俺は体を竦すくませた。

　───俺のとは全然、比べ物にならないじゃん！

　そんなものが本当に、あんなところに入るもんなのか？

　…ひっ……こ、怖こわすぎだよ！

　なんて、ぐるぐると考え込んでいた隙すきに、更さらに腰を引き寄せられ……勢いよく、桐島の昂たかぶりを深々と突つき立てられてしまった。

「───っ!!」

　………いっ……。

　───痛くしないって云ったじゃんか!?

　俺が衝しよう撃げきに声すら失っている間にも、桐島は容よう赦しやなく体を進めてくる。

「ほら、全部入った」

「ぁ……抜…てっ」

　埋うめ込まれた桐島の昂りは、凶きよう暴ぼうなほど脈打ち俺の中で存在を誇こ示じしていた。

　信じられない状況に、涙ながら桐島を見ると…涼すずやかな顔立ちの頰ほおには僅わずかに赤味が増していて───。

「…んなの……卑ひ怯きよう…だっ」

　ただでさえ俺の好きな綺き麗れいな顔だっていうのに、そんな…色っぽい表情すんな…っ。

　熱っぽい眼まな差ざしを向けられるだけで、腰の奥が重みを増してくる。

「直純、ちょっとは我慢できるよな」

　潤うるんだ俺の目元をペロリと舐なめると、桐島は繫つながりを揺ゆすり始めた。

「や…ぁあ……っ」

　内ない壁へきが乱暴に擦こすられると、さざ波のように肌はだが粟あわ立だってしまう。

　い…痛いような気もするんだけど…なんか変な感じ、がする…。

　どうしようっ…胸が、心臓が、壊こわれちゃいそうだよっ!!

「……っ、かい…り…っ」

　腰から下が、ぐちゃぐちゃに溶とけて崩くずれていきそうな感覚に怖くなって、俺は思わず桐島の名前を呼んだ。

　すると、桐島は例えようもないほど嬉うれしそうな顔をして、俺を見たんだ。

　な…なんだよその表情…。

　キレイって云うか…なんて云うか…こんな桐島、誰だれにも見せたくない……っ。

　そう思った途と端たん、胸が益ます々ますぎゅうっと締しめつけられて、俺は衝しよう動どう的に桐島の頭をかき抱いだいた。

「ぁ…っ」

　俺の中でドクドクと自己主張をする桐島の熱がぐっと大きくなり、突き上げてくる動きまで激しくなる。

　ギリギリまで引き抜ぬかれた欲望が送り込まれてくる度に、体の中が桐島でいっぱいになっていった。

「……り、…海里…っ」

　深い場所を何度となく擦られると、煽あおられる絶頂感に背筋がブルッと震ふるえてしまう。

　それが───ウソみたいに…気持ちよくて。

「んっ……ぁあ……っ！」

　どうしよう…俺……こんなのが気持ちいいなんて、信じらんない。

　堪こらえてるつもりなのに、声も全然止まってくれないし。

　このままじゃ、もう……っ！

「…直純」

「やっ……ぁ───」

　重なる鼓こ動どうはどちらのものなのか、もう判別がつかなくて。

　貪むさぼり尽つくすような舌の動きに翻ほん弄ろうされ、忙せわしない呼吸までも奪うばわれる。

「かい…り…」

　もう一度名前を呼んだ瞬しゆん間かん、俺は体の奥に熱い[image: 迸]ほとばしりを感じ───限界まで張り詰つめさせた欲望を弾はじけさせた。







　椅い子すの上にキレイに畳たたまれて置かれた弓道着を見て、俺は憂ゆう鬱うつになった。

　ちなみに、後始末をしたのも、制服を着たのも、弓道着を畳んだのも、俺じゃない。

　……全部、放心していた間に桐島がやってくれたんだ。

「……───」

「どうしたんだ？　暗い顔して」

　膝ひざを抱えて俯うつむく俺の顔を、隣となりに片膝を立てて座った桐島が覗のぞき込んでくる。

「…………」

　───これが落ち込まずにいられるかっての…。

　理想の初エッチの夢が、脆もろくも木こっ端ぱみじんになったんだぞ!?

　リードできなかったってのはしょうがない（第一、詳くわしい知識が俺にはなかったし）。

　だけど！　まさか！　俺が抱かれるほうになっちゃうなんて!!

　なんで…なんで、こうなっちゃったんだろ…。

　桐島に触さわられてあんなになっちゃった俺が悪いのかもしれないけど…桐島も桐島だよな？

『なら、責任取る』

『それに───気持ちいいかどうか、確かく認にんするべきだろ？』

　…って云っても。

　あんなトコに入れなくてもよかったんじゃないのかな…なんて思うのは俺だけ？

　普ふ通つう、それでここまでしちゃうもの？……普通があるかどうかわからないけどさ…。

「体、辛つらいのか？」

「…ううん」

　下半身はだるいけど、痛いのとかは全くないんだよね。

　…悔くやしいけれど正直云いって、き…気持ちよかった…とは、思う。

　だからこそ、ショックだったってのもあるわけで。

　しかもだよ？　身長も勝ててないのに、あそこの（男のプライドにかけて、どことは云いたくない…）サイズまで負けてたなんて致ち命めい的だよ。

「悪かった」

「…………」

「直純を怒おこらせるつもりはなかったんだ」

「……怒ってるわけじゃない」

　ただ自分の腑ふ甲が斐いなさが悔しくて、さすがに『全然、気にしてない』って云う気にはなれないだけ。頼たのむから、今は放ほうっておいてくれないかな…。

「…………」

「嫌きらわれたに決まってるか…。やっぱり俺、入部しないほうがいいよな」

「!?」

　い…今、なんて……。

　入部って確かに云ったよな!?

「弓道部入ろうと思ってたんだが…」

「入ってよっ！　入ってくれて全然オッケーに決まってるじゃんかっ！」

　俺は慌あわてて首を左右に振ふる。

「そっか。じゃあ、入部届け出すから顧こ問もんの先生を紹しよう介かいしてくれ」

「もちろん！　あ……でも…」

「どうした？」

「明日からテスト前週間に入るから、部活ができなくなるんだ…」

　ウチの学校はテスト期間前の一週間、心置きなく勉強に勤いそしめるようにと全すべての部活動が禁止になっちゃうんだよ。

　ちぇっ…せっかく桐島が入ってくれることになったのに。

「別にそれは構わない。テストが終わったら練習できるってことだろ？」

「うん。じゃあ明日、先生を紹介するよ！」

「ああ、頼む」

　部員も指導者もいないようなものなのに、こんなにすんなり桐島が弓道部に入ってくれるなんて思わなかった。

　けど、これで桐島と一いつ緒しよに過ごす時間が増えるってことだよな！

「…安心した」

「え？」

「笑ってくれて」

「あ……っ」

　そういえば俺、自己嫌けん悪おしてる最さい中ちゆうだったんだっけ？

　それなのに、コロッと忘れちゃうなんて……俺って単純すぎる……。

「さて…と、送ってやるよ」

「なんで？」

「立てばわかる。ほら、直純」

　桐島は先に立ち上がって、俺に手を差し出した。

「い、いいよっ、一人で立てるっ」

　なんか女の子扱あつかいっぽくないか？

　その手を拒こばんで一人で立とうとしたら───。

「あれ…？」

　普通なら簡単に立ち上がれるはずなのに、片膝を立てた途端、俺はヘナヘナとその場にへたりこんでしまった。

　腰こしに…力が入らない…!?

「ほらな。だから云ったろ？」

「な…なんで？」

　…あ。そんなの訊きくまでもないじゃないかっ。

　さっきの行こう為いのせい以外、何があるっていうんだよ、俺のバカ！

「云って欲しいか？」

「やっぱいいっ、云わないでいいからっ」

　カッコ悪い、と思いつつ俺は桐島の手に摑つかまらせてもらって立ち上がると、腰に手を回され力強く引き寄せられた。

「……わっ！」

「そんなんじゃ支えてやれない」

「で、でもっ、摑まってるだけで充じゆう分ぶんだし…っ」

「遠えん慮りよなんかしないでいい」

　遠慮ってわけじゃないんですが…う[image: ][image: ][image: ]。

「あの…」

「じゃあ、帰ろう」

「う、うん」

　なんか、色んなことが有う耶や無む耶やになってないか？

　いいのかな？　ダメな気がするんだけど…。







　結局、俺は桐島に家の近くまで送ってもらってしまった。

　一緒に帰れるのは嬉うれしいけど、本来なら俺が送ってやるべきなのに。

　王子様とか云われて浮うかれておきながら、この体ていたらく……。

「あの、ありがと。もうここでいいから」

　俺は自宅手前の曲り角で足を止めた。

「もうすぐなんだろ？　家まで送っていく」

「ううん！　本当にいいんだっ」

　こんなところ直広に見つかったりなんかしたら、絶対に何か云われるに決まってる！

　そうなると、あとが面めん倒どうなんだよ…。

「足あし元もと覚おぼ束つかないんだから、無理するなよ」

「そっ、それはさっきよりだいぶマシだから！　それに桐島も転校一日目だし、早く帰ったほうがいいんじゃないか？」

「───違ちがうだろ？」

「は？　何が？」

　それじゃ、全く受け答えになってないんですけど。

「名前」

「…あ……」

　そっか…。下の名前でってさっき……。

「呼んでくれないのか？」

　じっと桐島に見つめられ、俺はつい狼狽うろたえてしまう。

「えっと…。か…海里……」

　……うわあ。

　改めて口にしてみると、とてつもなく恥はずかしいもんなんだ。

「何？　直純」

「よ…呼んでみただけ…」

　なんだろ、この会話……。まるで恋こい人びと同士みたいじゃん。

　腕うでとかも組んじゃってるしさ！（摑まってるのは俺のほうだけど）

　……待てよ？

　キスもしたし、エッチも済ませた（不本意ではあったけど）ってことは俺たち、恋人そのものな関係だって云いえないか？

　好きじゃなきゃ、あんなことやこんなことしないよな普ふ通つう。

　海里、俺のこと───好き、とか？

　今だったら…けっこうイイ雰ふん囲い気きだし、イイ返事がもらえる気がするんだけど…。

『俺のこと、どう思ってる？』

『…えっ？───そんなこと、わざわざ訊くなよ…』

『教えろよ。ちゃんと海里の口から聞きたいんだ』

『……好きに、決まってるだろ……』

　なーんてことになるかもしれないしっ！

「あのさ…海里…？」

「ん？」

　ドキドキしながら見上げたら、海里は優やさしく目を細めて俺を見た。

　わ～バカバカッ、そんな顔で見つめんなよっ。ほら、心しん拍ぱく数すうが一気に……。

「お…俺のこと……す」

「あーッ、直純!?　そんなところで何してんだよ!!」

　その声に俺の緊きん張ちようの糸はぷっつりと切れた。

「な……直広っ？」

「なかなか帰ってこないから心配して迎むかえに来てみたらっ」

「いや、その、これは…」

　く…口から心臓飛び出るかと思った……。おまけに、危あやうく一世一代の告白を弟なんかに聞かれるところだったなんて…。

「どうして桐島先せん輩ぱいが一緒にいらっしゃるんですか…？」

「直純が貧ひん血けつを起こしたから送ってきたんだ」

　直広の問いかけに、海里はまるで答えを用意していたようにすんなりと云ってのける。

「貧血!?　大だい丈じよう夫ぶなの？　直純!!」

「う、うん。もう平気だってば」

　いつにない剣けん幕まくの直広が怖こわくて、俺はたじろいでしまう。

「ウチの直純がお世話になったようでご迷めい惑わくをお掛かけしました。もうお引き取り下さって結構です」

　な、直広……なんでそんなやたらめったら丁てい寧ねい口調なんだよ？

　しかも、笑ってるはずなのに目が怖いぞおまえ…。　>>>♥

「ああ、せっかくのお迎えだ。仕方ない、頼たのもうか？　直純もだいぶよくなったみたいだしな」

　海里の様子もなんかヘンなんだけど…気のせいかな……。

「ほらっ、直純行こう。そうやって、いつまでくっついてるつもりなんだよ！」

「あ……」

　そういえば俺、海里に摑まったままだったっけ。

　強ごう引いんに直広に腕を引かれ、仕方なく腕を離はなそうとしたら海里に呼び止められた。

「直純」

「うん？」

「忘れ物」

　─────え？

　海里は俺の肩かたを摑んで引き寄せると、隙をつくようにして唇くちびるを頰ほおに押し当ててきたのだ。

「か…っ、海里!?」

　こ、今度は一体何っ？　それも直広が目の前にいるんですけどっ!?

　ビクビクしながら横目で様子を窺うかがうと…そこには顔面蒼そう白はくで絶句している直広がいて……。

　こ…怖い…。直広がこんな顔するなんて怖すぎる！

「また、明日な」

　だけど海里はそんな直広を気にもせず、何でもなかったかのように俺に微笑ほほえむと、踵きびすを返して行ってしまった。

「…う…ん。また」

　遅おくればせながらの返事をしつつ、俺は幸せを嚙かみしめた。

　こんなに早く、あの「桐島海里」が俺に微笑んでくれる日がくるなんて、噓うそみたいだよ。

　それだけじゃない……俺、海里と…その…しちゃったんだ…（あくまで不本意だけど）。

　思い出すだけで、触ふれあった肌はだの熱さと溶とかされてしまいそうな疼うずきが鮮せん明めいに蘇よみがえってくる。

　俺は無意識に火ほ照てる体を抱だきしめて、海里が消えた曲り角から目が離せなくなっていた。

「───直純」

「へ？」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、惚ほうけていた俺は間ま抜ぬけな返事をしてしまった。

「何なの？　今の……」

　直広の目が、明らかに据すわってる。

「多分、挨あい拶さつみたいなもんだと思うけど……」

　今朝も人のことキスで起こしたくらいだし、頰にするのなんか何でもないんじゃないのかな？　とはさすがに云わなかった。

　そんなこと云ったら、またこいつに何云われるかわかんないし。

　俺だって、実際わけがわかんないんだもん…。

「あのねえ、あいつにとっては挨拶程度なのかもしれないけど、俺が訊ききたいのはそこじゃなくて！　どうして、直純があいつにそんなことされるかってことなの！　しかも、なんで大人しくされてるんだよ!?」

「い…いいじゃんか！　す、好きなやつなんだから……」

「好き？　何云ってんのさ。全く、あんなののどこがいいんだか」

「あんなのって云うな！」

　カッコいいし、きれーだし、弓道だって上手うまいし、性格だっていいんだぞ。おまえなんかと大おお違ちがいなんだからな！

「それに何だよ、さっきだって王子様だなんて云われちゃって。バッカみたい」

「悪かったな！」

　バカみたいでも、俺は真ま面じ目めに考えてるんだよ!!

　桐島が云うなら、俺は王子様にだってなってみせるんだから。

「まさか本気にしてるわけ？」

「いいだろ、別に」

「直純が王子様だなんて、間違いなく冗じよう談だんに決まってるよ。───とにかく。ぜっっったい、あいつには近付いちゃダメだからね」

　にべもない直広の言葉が俺はとてつもなくショックだった。

「どうしてだよ!?」

　せっかく仲良くなれたのに！…恋人にもなれるかもしれないってのに!!

「どうしても。直純のためを思って云ってるんだよ？　あんなストーカーみたいなやつ……ああいうタイプは直純にいい影えい響きようを与あたえない」

「うるさいっ。俺の好きなやつのことを悪く云うな！」

　おまけに、云うに事欠いて海里がストーカーだなんて……。

「だって事実だもん。俺、人を見る目は確かなんだから」

　いいや、充じゆう分ぶんおかしいぞ。

　海里のよさがわからないなんて、絶対おかしいって。

「…直広…」

　どうして、こんなにわからずやに育っちゃったんだろう？

　俺は兄貴として本当に情けないよ……。

「それと…いつの間に名前なんかで呼び合うようになったわけ？」

「え？　あ…これは……」

「もう！　何ニヤけた顔してるんだよ！」

　いけない、いけない。つい顔を緩ゆるませちゃったよ。

「別にいいだろっ！　それに、おまえの云うこと聞くつもりなんてないからな。海里はおまえが心配するような人間じゃないんだから！　第一、俺の恋れん愛あいにまで口出してくんな」

　どーだ。今度こそきっぱり云い返してやったぞ！

　好きなやつのこと悪く云われて黙だまってるなんて、男が廃すたるもんな。

「…………」

　直広はぐっと黙りこくって宙の一点を睨にらみつけると、やがて重々しく口を開いた。

「───わかった」

「だいたい、直広はいつも……って、え？」

　噓…。今『わかった』って云ったのか…こいつ…？

　自分で云い出したことを直広がすんなり引っ込めるなんて、かなり…めずらしい。

「直純がそういうつもりなら、俺にも考えがあるからね」

「は…？」

「直純。夕食冷めるから早く帰ろう」

　俺の手首をムリヤリ摑つかむと、直広はずんずんと先に歩き出す。

　ギャー鳥とり肌はだ！…って云ってる場合じゃなくて。

「おい、ちょっ…離せよ…っ」

　さっきの「考え」って何のことだよっ。

　まさか、妙みようなことする気じゃないだろうな？

　そう不安に思ったりはしたけれど、今日のことがあんまりにも幸せすぎて───夕飯が終わった頃ころには、直広の言葉はすっかり頭の隅すみっこに追いやられてしまっていた俺だった…。
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　朝起きたら、学校へ行く準備万ばん端たんの直広がリビングで待ち構えていた。

「おはよう、直純」

　いつも通りの…いや、いつも以上ににこやかな直広に俺は首を傾かしげてしまう。

　昨日の出来事を考えたらもっと機き嫌げんが悪くてもよさそうなのに。

「お…おはよ」

　こんなにも機嫌が良いなんて…一体、どういう心境の変化なわけ？

　おかしいのはそれだけじゃない。

　海里に云いわれた通り昨日は鍵かぎを掛かけて寝ねたから、恒こう例れいの襲しゆう撃げきには遭あわず、久ひさしぶりに平和な目覚めを味わえたんだけど。

　……直広が、それについて何の突つっ込みも入れてこないんだ。

『なんで鍵なんか掛けるんだよっ！　直純のバカーっ！』

　くらいはあってもよさそうなのに───。

「今日は絶対、一いつ緒しよに行くからね？」

　絶え間ない笑えみを浮うかべた直広にそう宣言され、俺はたじろいだ。

「う、うん、わかった…」

　こ…怖こわいぞ。目が笑ってない、気がする…。

「…………」

　家を出て学校へと向かいながら、俺は隣となりを歩く直広にちらりと視線を流した。

　やっぱり、何考えてるかわかんないよなあ…。

「こうやって、二人で登校するのって久しぶりだよね」

　久しぶり…って。おまえから逃にげ回ってた俺に対する厭いや味みかそれは。

　はあ……。でも、今回ばかりは逃げるわけにはいかないよな。

　起き爆ばく剤ざいになっちゃうかもしれないけど、海里のことはしっかり釘くぎを刺さしておかなくちゃ。

　あんまり直広が酷ひどいことばっかり云ってたら、海里が俺のことを鬱うつ陶とうしくなっちゃうかもしれない。

「あのさ、直広」

「なに？」

「海里…のこと、なんだけど」

「うん」

　へ、変だな…？　海里の名前を出しても直広の顔色が少しも変わらない。

「おまえはあいつのこと嫌きらいなのかもしれないけど、俺のことも考えて……」

「そのことならちゃんと考えてるよ。桐島先せん輩ぱいのことろくに知らないで、文句云った俺が悪かったよね」

「直広…」

　おまえ……成長したんだな。

　いつまでもワガママばっかり云ってるだけじゃなくなったんだな。

　いつも、いつも、いつも！

　俺の友達に文句を云ってたおまえが、そんなことを云うなんて……。

　直広の言葉に俺はジーンと胸が熱くなった。

「だから、俺も桐島先輩と話してみようと思うんだ。いいかな？」

「もちろん！　直広も海里と話せばあいつのいいところがわかるもんなっ」

　そうしたら直広の海里への誤解も解けるし、二人が仲良くしてくれれば俺だってやきもきしないですむようになるじゃん。

　海里との『お付き合い』だって、直広の邪じや魔まさえなければ───。

　そう考えながら、校門をくぐると後ろから声を掛けられた。

「おはよう、直純」

　発音の綺き麗れいなちょっと低めで耳に心地ここちよい声…。

「海里！」

　くるりと振ふり返ると案の定、海里の優やさしげな視線とぶつかった。

　ああもう、今日もきれーだよなぁ。

「朝から仲がいいな」

「あ…うん…」

　ぼけっと海里に見み蕩とれてたら、直広が突とつ然ぜん間に割って入ってくる。

「桐島先輩おはようございますっ」

「…おはよう」

　昨日とは打って変わって恐おそろしくにこやかな直広の態度に、海里は少し目を見開いた。

　俺だってびっくりしたんだから、そうなるのも仕方ないよな。

「ゴメンなさいっ、昨日はあんな態度とって」

「いや…」

「兄のことが心配で、ムキになっちゃったんです…。桐島先輩のことなんにも知らないのに失礼でしたよね」

「そんなことない」

「だから僕も桐島先輩のこと、もっと知りたいなって思って」

　……ん？　今、なんて云った？

　もっと知りたいってどういうことだよ!?

　反省したのはいいけど……さすがに、変わり過ぎな気がしないか？

「それで桐島先輩、僕…」

「そうだ、直純」

　そんな直広を海里は手を上げることで制してしまうと、俺に視線を移した。

「なっなに!?」

「何驚おどろいてるんだよ。ちょっと頼たのみたいことがあるんだ…いいか？」

「いいに決まってるだろ。海里の頼みだったらなんでも聞くって！」

　云いにくそうに口を開いた海里に、俺は間かん髪はつ入れずに返事をする。

　いくらでも頼たよりにしてくれよなっ！

　そう云おうと思ったのに───。

「すいません、桐島先輩。しばらく兄は勉強が忙いそがしくてダメみたいなんですよ」

「ちょっ、ななななに云ってるんだよ…っ!?」

　直広のバカッ。俺のチャンスを奪うばうつもりかよ…!?

「…そうなのか？」

　あからさまにガックリした海里の表情に胸がズキッと痛む。

　ああああ、そんな顔すんなってば！

「そんなことないっ、こいつが口から出任せ───」

「今朝もちょっと用事があるみたいなんで、代わりに僕じゃダメですか？」

「直広、何のつもり…もごっ」

「お役に立てるかわかりませんけど」

　ツッコミを入れようとした口を、直広に手で覆おおわれてしまう。

　おい、コラッ直広！　おまえ一体どういうつもりで…っ！

「気持ちはありがたいが遠えん慮りよしておく。君と俺じゃ学年が違ちがうし、わからないこともあるだろうから」

　───よ、よかったぁ…。断ってくれた～。

　…ったく、直広のやつ。海里と仲良くしようとするのはいいと思うけど、俺の邪魔までする必要はないだろっ!?

　本当に何を考えてるんだこいつは……。

「そっかあ、残念です。僕、桐島先輩のお役に立ちたかったのに…」

「悪いな」

「いえ、お気になさらないで下さい。あ！　僕も先輩のこと名前で呼んでもいいですか？」

「…ああ」

「それじゃあ。僕たち先に行きますね、海里先輩」

　そう云うと、直広は俺の腕うでをぎゅっと摑つかんで引っ張った。

「何すんだっ…！」

「いいから」

　よくない────っ！

　ちょっと待てっ、待てって！　全然、海里と話ができてないのに！

「離はなせってば…バカっ!!　か、海里ごめんっ！　あとでっ!!」

　抵てい抗こう虚むなしく、思ったよりも全然強い力の直広に引き摺ずられるハメになった俺は、やっとの思いで海里を振り返るとそれだけ叫さけんだ。

　だけど、海里を置き去りにして強ごう引いんに連れて行かれた先は二階にある俺の教室で…。

「ちゃんと授業始まるまで、自分の席についてるんだよ？」

「俺は、んなこと云いわれなくちゃいけないようなガキじゃない！」

　くそぉ…。どうして俺が、弟に教室まで送られなきゃいけないんだよ。

「昼休みも来るから待ってて」

「───来なくていい」

「待っててね？　どこにも行かないでよ？」

　おまえ…俺の言葉一つも聞いてやがらないな…。

「…………」

「直純？」

「はいはい！　わかったから早く行けって！」

「絶対だからね」
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　最後にもう一度念を押した直広がようやくいなくなると、入れ代わるようにしてクラスメイトが近付いてきた。

「おまえの弟、相変わらずだなぁ」

　完全に面おも白しろがってる口調はやめろって。見てるほうは楽しいのかもしんないけど、俺は大変なんだからなっ。

「うるさいなあ。見てたんだったら追い出してくれたっていいじゃん」

「まさか。俺らが美しい兄弟愛を裂さくなんて、とてもとても」

「んだよ、それ」

「だってさ、弟くん直純のこと大好きじゃん。あんなに周りから可愛かわいがられてんのに、直純以外眼中になしって感じでさ」

　周りからもそう見えるのか……。やっぱよくない傾けい向こうだよなあ。どうにかしないと。

　今は海里のことで頭がいっぱいだっつーのに、もう！

　───それにしても、海里の頼みごとって何だったんだろ？　あとで訊きいてみようかな。

『もう、他ほかのやつに頼んだから』とか云われちゃったらどうしよう…。

「それより、これ。隣となりのクラスの転校生から預かったぜ？」

「海里から？」

「そんな名前だっけ？」

　俺は、そいつの手から折り畳たたまれた紙切れを、奪うばうようにして受け取った。

「ちゃんと渡わたしたからな。…でもさ、なんかあいつって怖こわくねぇ？」

「はぁ？　海里のどこが？」

「なんつーか威い圧あつ感かんがあるってゆーか、有う無むを云わさない迫はく力りよくがあるってゆーか…。去年、おまえの周りでよく見た弓道部の先せん輩ぱいたちを思い出すんだよな……」

「気のせいだよ。海里ってすげー優やさしいし。先輩たちだっていい人たちばっかだぞ」

「う～ん。睨にらまれたような気がしたんだけど…。そっか、気のせいだよな」

　あはは、と渇かわいた笑いを零こぼすクラスメイトを他所よそに、俺はわくわくしながら受け取った紙切れをこっそりと開いた。

「えっと……」

　なになに。

『試験範はん囲いを教えて欲しい。

　よかったら放課後時間をくれないか？』

　試験範囲？　そっか、転校してきたばっかだもんな。

　放課後ってことは……今日も二人っきりになれるってことじゃん！

　よぉっし！　今日こそ俺の気持ちを伝えて、晴れて桐島とラブラブに────。

　…あ…でも……。

　どこで会えば直広の邪じや魔まが入らずにすむだろう？

「人が来なくて、勉強できるとこ…か」

　うーん…。教室じゃ誰だれか残ってるかもしれないし、直広にも見つかりやすいし…。

「───そーだ！」

　視し聴ちよう覚かく室なら誰も来ないじゃん。あそこなら内側から鍵かぎも掛かかるし、直広にも見つからないですむよな。

　あとは、海里にそれを伝えるだけなんだけど…。また直広の妨ぼう害がいが入らなきゃいいなぁ。

　授業の合間とかに、海里と会えるチャンスがあればいいのに。

　とにかく、今度こそ上手うまくいきますように！







　ホームルームのあと鉄てつ砲ぽう玉だまよろしく教室を飛び出してきたし、ここなら直広に捕つかまる心配はないはず。

　俺は階段状になってる視聴覚室の一番前の席に座り、頰ほお杖づえをついた。

　百人ほどが収容できるこの教室は特別な授業以外にはあまり使われず、先生たちも足を運ばないためサボリには最適と云われている。

　授業中ならそういう目的のやつがいたりするけど、放課後に誰か来るなんてことはまずあり得ない。まして、今は試験前週間だし、普ふ通つうなら速そつ攻こう帰るもんな。

「まだかなー…」

　あとは海里を待つばかり…なんだけど。

「海里、どうしたんだろう？」

　ホームルームも掃そう除じもとっくに終わってる。転校してきたばっかなら、まだ掃除当番には組み込まれてないはずだし、そろそろ来たっておかしくないのにな。

　まさか、視聴覚室の場所がわからないとか？

　一応、場所を書いた紙も渡しておいたけど迷ってたりして……。

「どうしよう、探しに行ったほうがいいかな」

　そうすると、直広に見つかる可能性があるんだよなぁ。

　昼休みだって、海里が誘さそいに来てくれたから二人でランチ♥と思ってたのに、宣言通り直広が現れたせいで、結局三人で食堂に向かうハメになっちゃってさ。

　直広のやつ、ちゃっかり同席した上に海里にベタベタしやがって。なんなんだよあいつは…。

　どうにか待ち合わせ場所を伝えることはできたけど、バレたら一いつ緒しよに勉強するとか云い兼かねない雰ふん囲い気きだった。

「まさか、直広に捕まってたりして…」

　よし、こっそり覗のぞきに行ってみるか。

　待ってるだけってのは性しように合わないし、目立たなければ大だい丈じよう夫ぶだよね！

　俺の教室がある第一校舎と、視聴覚室がある第二校舎とは渡り廊ろう下かで繫つながっている。そこを通って、階段を一階降りるとそこが二年の教室だ。

　必死に気配を殺して歩いていると、手前から二つ目の教室から出てくる人ひと影かげが目に入った。

「───!!」

　────直広!?

　うわっ、このままじゃ見つかっちゃうじゃん！　どこかに隠かくれないと…!!

　俺は慌あわててすぐそばの柱の影かげに身を隠した。

　危なかった……。あいつ、やっぱり俺のこと探してたんだな。

　ったく、この年になってなんで弟相手にかくれんぼみたいなことしなくちゃいけないんだよ。

　確かく認にんにと思ってもう一度廊下を覗くと、さっき直広が出てきた教室の前に海里がいるのを発見した。二人して並んで、教室の前で何やら話をしている。

　やば…っ。もしかしてこっちに来たりして…。

　ここは、視聴覚室に戻もどって待ってたほうがいいような気がする。ヘタすると直広に見つかっちゃうかもしれないもんな。

　俺は足音を消しながら、追いつかれないようにそそくさとその場をあとにした。

　逸はやる気持ちを抑おさえながら視聴覚室に戻ると、さっきの席に座り俺はわざとらしくノートを広げてみる。

「見つかんなくてよかった……あれ…？」

　よく考えたら、あそこって海里のクラスじゃん。直広のやつ、俺がいなかったから海里に訊きに行ったのかな？

　それとも、俺を探しに来てたんじゃなくて…海里に会いに来てた…とか？

　─────。

　俺がいないところで……二人で…何してたんだろう？

　…胸の中がちくちくする。嫌いやだな…。弟相手に俺ってば心狭せますぎだ。

　でも、直広も直広だよ！　海里のことを理解しようって姿勢はいいんだけど、そんなにマメに顔合わせなくたっていいじゃんか。

「…直純？」

　やがて、視聴覚室の後ろのドアがガラリと開く音と共に海里の声が聞こえた。

「か…海里。どうしたんだよ？　遅おそかったな」

「悪い、ちょっと手間取った」

「……？」

　あ…れ…？　なんで直広に捕まってたこと云いわないんだ？

　隠すようなことじゃないよな？　ただ直広と話してただけだろ？

　───って、やばっ！　そんなこと訊きいたら、こっそり覗いてたことがバレちゃうじゃん。

　俺は、喉元まで迫せり上がってきた言葉を必死で飲み込んだ。

　捕まってたのを助けたならまだしも、よりによって『弟に勝てる自信がなくて逃にげました』だなんて、カッコ悪すぎだよ。

　ちぇっ。あそこでカッコよく直広を云い負かして海里を攫さらってくればよかった……。

「…えっと、今日は全教科のノートは持ってないけどいい？」

　後こう悔かいを振ふり切るようにして、俺は階段状になっている教室を一段一段降りてくる海里に話し掛ける。

　本当は直広と話してた内容も気になるけど、これじゃ仕方ないよな…。

「ああ、新しい教科書もらったばかりだから、それで範囲を教えてもらえれば充じゆう分ぶんだ」

　海里は重そうな学生カバンを机の上に置くと、俺の隣となりに座った。

「じゃあ、何から始めようか？」

「現国から頼たのむ。取り扱あつかってる教材でやってること違ちがうみたいだ」

「そっか」

　ノートに書き写したポイントと出題傾けい向こうを教えながら、俺は海里の手元に目を遣やった。

　シャーペンを握にぎる指先が綺き麗れいなのはもちろんだけど、字も上手うまいんだなー。

　指だって、弓道をやってると左手にタコとかできちゃうもんなのに、海里はどっちもバランスがいい形をしてる。弓を持つときにヘンなくせとかない証しよう拠こだよな。

　そういえば、この手にいっぱい触さわられちゃったんだっけ……。

　うわわわわっ、何考えてんだ俺っ。

「そうだ直純、選せん択たく授業は何を取ってるんだ？」

「えっ!?　な、なんでっ？」

　不意に顔を上げた海里に驚おどろいて、俺は顔を赤くしてしまった。

　ヤバイこと思い出してたのが、バレちゃったりとかしたのかと思ったよ…。

「選択だとクラス違っても、同じ授業取れるんだろ？　直純と同じにしたいんだ」

「俺と…同じ…」

　え？　ええ？　それって…海里と一緒の授業を受けられるってことだよな…？

「だから、あとでそれも教えろよ」

「うん！」

　海里と机を並べて授業を受けるシチュエーションを思い浮うかべて、俺はウキウキと各授業の範はん囲いを教えていった。

　だけど……海里のいた学校のほうが授業の進行が速くて、思ってた以上に早く終わってしまったのだ。

　もうちょっと、頼たよれるところ見せたかったのになぁ…。

「あんまり役に立たなかったな、俺…」

「そんなことない。学校によって傾向とかも違うから凄すごく参考になったよ」

「そっか…な？」

　なんだか…慰なぐさめられてる気がする……。

　あーあ…。勉強が終わったら告白しようと思って張り切ってたのに、すっかり自信がなくなっちゃったよ。

　のろのろと教科書やノートをカバンにしまいながら、俺はちらりと海里のほうを見る。

　……やっぱり、また今度にしようかなあ。

「どうした？」

「あっ、いや、別に何でもないっ」

　こっそりと見ていたのがバレてしまい、慌てた俺はうっかりカバンを机の向こう側に落としてしまった。

　せっかくしまった教科書やらノートやらが、バサバサと絨じゆう毯たんの上に散乱する。

「あー…、やっちゃった」

　ホンットに俺ってドジだよな…。

　屈かがみ込んで散らばった教科書をまとめていたら、ふっと目の前が陰かげった。

「いいよ、一人でできるから！」

「二人でやったほうが早いだろ？」

　俺の前に片かた膝ひざをついた海里は、手早くノートをまとめていく。

　好きなやつにいいとこ見せようとがんばっても、逆にフォローされてばっかりで。

　情けなくて泣けてきそうだよ…。

「この写真……」

　───写真？

　写真なんてカバンに入れてたっけ………あっ…!?

　まさか…まさか…。

　恐おそる恐る顔を上げると、海里は紛まぎれれもなく生徒手帳に隠していたはずの『写真』を手にしていたのだ。

「海里っ、それダメ…っ!!」

　とっさに奪うばい返そうとしたけれど、ひょいと持ち上げられてしまい、俺の手は空を切る。

　これだけは絶対、隠しておこうと思ったのに！　うっかり見られちゃうなんて…俺のバカバカッ!!　>>>♥

　いつもだったら、生徒手帳のＩＤカードの裏にキッチリしまってたはずなのに……昨日の夜、写真眺ながめながら寝ねちゃって、朝慌てて生徒手帳に挟はさんで来たのが甘かったんだ…。

「どうして、俺が写ってるんだ？」

「それはっ」

　───もうダメだ…。いくらなんでも誤ご魔ま化かしきれないよ。

「これ、直純が撮とったのか？」

「…………」

「春の大会だよな？　ずっと持ち歩いてたのか？」

「…………」

「何か云ってくれ、直純」

　からかったりなんかせずに、海里は優やさしく問い掛けてくれる。

　それが尚なお更さら、俺を落ち込ませていた。

　隠かくし撮どりした写真をこっそり持ち歩いてるなんて…こんな女め々めしいところ見られちゃ、告白してもいい返事をもらえるわけないよ。

　そんなことはわかってるけど、でも…ここで云わなきゃ二度と好きだって伝えるチャンスはないかもしれない。

　一世一代の告白を、こんな形でしたくはなかったけど……。

　海里なら、いいやつだし優しいし…きっと笑い飛ばさず聞いてくれるよな……？

　俺は俯うつむいたまま、そう自分に云い聞かせると、やっとの思いで言葉を切り出した。

「…きだったんだ」

「え？」

「ずっと、海里のこと───」

　あの日からずっと。

　ずっと憧あこがれてた。

　大会で海里を見て、初めて誰だれかに恋こいするって気持ちを知ったんだ。

　バカの一つ覚えみたいに繰くり返し海里のことを想おもって、近付ける方法がないかってそればっかり考えて……俺なりに一生懸けん命めい、努力をして…。

「本当はさ、海里に釣つり合うようになってから告白しようと思ってたんだけど……」

　こんな形での玉ぎよく砕さいなんか予定になかったのに……しょうがないか。

「なお…───」

「ごめん、ヘンなこと云いって！　イキナリこんなこと云われたって困るだろ？　忘れていいからっ、な？」

　引き際ぎわぐらいカッコよくと思い、笑え顔がおをムリヤリ作って顔を上げる───すると…なぜか、海里は怖こわいくらい真ま面じ目めな顔をしていたのだ。

「忘れろなんて無茶だ」

「かい…り…？」

「そんなことできるわけないだろ？」

「…っ、海里!?」

　俺は、床ゆかに膝ひざをついたままの格好で海里の腕うでに強く抱だき寄せられてしまった。

　な、なに？

　どうなってんの!?

「えっと…」

　ふっと腕の力が抜ぬけて、俺と海里の間に隙すき間まができる。そのせいで海里の顔がすごく近くで見えるようになって───。

「もう一度云えよ」

　コツ、とおでこをぶつけられ、前まえ髪がみ越ごしに体温が伝わってくる。

　端たん整せいな顔に浮かぶ真しん剣けんな表情に俺の鼓こ動どうが弾はずんでしまう。

「海里…、あの、俺……」

　鼻の頭にキスされたかと思ったら、次いで目め尻じりとこめかみにも唇くちびるを押しつけられた。

　あわわわ、ちょっ、ちょっと待っ……。

「なあ、直純」

「やっ、待ってってば」

「俺が好きだって、云えよ」

　間近で囁ささやかれ、その隙間から覗のぞく舌の赤さに目を奪われる。

「…海里」

　いいの？

　本当に、云っていいの…かな？

　えっと……。

「……好き、だよ───」

　するりと口から流れ出した言葉の最後は、海里の形のいい唇に奪い去られた。

「……っ」

　嵐あらしのような口づけに、頭の中が真っ白になる。

「俺も好きだ」

「…って、え……？」

　今、なんて……。

「好きだよ、直純」

「……ホントに？」

「ああ、ずっと、こうしたかった」

　驚おどろきのあまり体が硬こう直ちよくした俺は、簡単に絨毯の上に押し倒たおされてしまった。

　真上から見下ろす熱っぽい眼まな差ざしが、俺を捕とらえて離はなさない。

「信じられない。直純が俺のこと好きでいてくれたなんて」

「そんなの…俺もだよ…」

　絶対にもうダメだと思ってたのに、噓うそみたいだ。

　まさか、海里みたいにキレイでカッコよくて何でもできちゃうようなやつが、俺のことを好きだって云ってくれるなんて…。

「直純……」

　ゆっくりと海里の顔が降りてくるタイミングに合わせて、俺は目ま蓋ぶたを下ろした。

　そうだよ。告白して、キスして、エッチして。

　昨日はちょっと手て違ちがいがあったけど、フツーはこういう順番だよな。

「ん……」

　再度触ふれあった唇は、さっきよりも甘く感じる。

　柔やわらかく吸い上げられたかと思うと、すぐに暖かい舌先が口こう腔こうに潜もぐり込んできた。

　キスされてるだけなのに、指先までがピリピリと痺しびれるような感覚がする。

「……ぁ……」

　呼吸のために一いつ旦たん離はなした唇が、クスッと笑いを零こぼす。

「俺も気が急せいてるな」

「そんなの」

　俺だってそうに決まってる。だって、せっかく念願叶かなって両りよう想おもいになったんだぞ？

　この信じられない状じよう況きようを、早く早く実感したいじゃん！

　そうだ…俺、海里と両想いなんだ……両想い……。

　夢見心地ごこちにそう思いながら、海里が首筋にキスを落とし制服のホックを外していくのを俺はぼんやりと眺ながめていた。

　器用だな…。どの動作一つとっても、無む駄だがない。

　だけど、上着の前が開かれてインナーのシャツの胸むな元もとに手が掛かかったところで、俺は違い和わ感かんに気付いた。

　───ん？

　リードしなきゃなんない俺が、なんで服を脱ぬがしてもらってんだ？

　これって……また逆なんじゃ……っ。

「かっ、海里！　ちょっとストップ！」

　これじゃ、昨日の二にの舞まいになっちゃうじゃん！

　しかもこのまま黙だまってたら『合意』ってことに……？

　ひっ…！　そ、そんなの断固阻そ止ししなきゃ！

「…どこか痛いのか？」

「痛くはないんだけど、話し合わなくちゃいけないこともあるだろ!?」

「話し合う？　何を」

　海里はきょとんとした顔で俺を見つめてくる。

「いや…ほらさ、俺たち男同士だし……」

「なんだそんなことか。大だい丈じよう夫ぶ、俺は気にしないから」

「そっか、気にしないならよかった……って、そうじゃなくてっ！」

　あああっ、何て云ったらわかってくれるんだよっ。

「直純は…したくないのか？」

「したくないわけじゃないよ！　し…したいけど、俺がその…し、下なのか？」

「ごめん、やっぱり背中痛かったんだな」

　思い切って云ったにもかかわらず、見当違いの返答をされてしまう…。

　痛いとか痛くないとかそういうことでもなくて！（いや、痛いのもあるんですけど…）

「違うってば！　だからっ、どうして俺がされるほうなんだよ!?　俺だってするほうがいいんだけどっ！」

　言葉を濁にごしてると伝わらないと判断した俺は、勢い込んでそう抗こう議ぎした。

「……そうか。直純の意見も聞かずに悪かった」

　海里は俺を真上から見下ろし、微笑ほほえみながら謝ってくれる。

「そうだろ？　こういうのは互たがいの意志を尊重した上でするべきだと…」

「───わかった。つまり俺が直純を抱きたいと思うように、直純も俺のことをそう思ってたってことなんだな？」

「う、うん」

　そんなハッキリ云いわれると恥はずかしいな…。

　でも、わかってくれればいいんだよ。わかってくれれば。

「だったら、公平に決めるべきか」

「うんうん」

　そうだよな、俺もそう思う。公平が一番だよ。

「ならこの場合、一番平等な決め方はジャンケンだろう」

「うんうん、そうだよな…ってジャンケン!?」

「他ほかに何か方法はあるか？」

「いや…それは…」

　俺、ジャンケンとか賭かけ事ごととかくじ引きとかめちゃめちゃ弱いんだよ…。

　このままじゃヤバイ…気がする。他に何か方法はないわけ？

「えっと…話し合いとか…」

「それだと、どっちかが譲ゆずらない限りいつまでたっても決まらない」

「……だ、だけどさあ」

「俺が負けたら、潔いさぎよく直純に抱だかれてやる」

「本当に？　でも、それって…」

　負けたのが俺だったら、文句も云えないってことじゃん。

　海里を抱くほうにはなりたいと思うよ？　でもさっ、これって俺のほうが不利…。

「俺が信用できない？」

「そんなことないっ！　けど……」

「だったら決まりだな」

　あ[image: ][image: ]う[image: ][image: ]。

『でも』とか『だけど』とかを繰くり返してはみたものの、結局のところ、俺の必死の抵てい抗こうも虚むなしくジャンケンで決めることになってしまったのだった…。




　そして、数十秒後────。




「…ぁっ」

　ちゅ、と喉のどに唇くちびるを押しつけられ、負けたショックで呆ぼう然ぜんとしていた俺はようやく我に返った。

　なんでこんな簡単に上着脱ぬがされてて、しかもシャツのボタンまで外されてんだよ!!

「な、なあ…海里？」

　俺はおずおずと海里に呼び掛けた。

　せめて、もう一回ジャンケンしてくれないかな？

　さっきは心の準備もできてなかったから、焦あせっていつも通り『パー』出しちゃったし。しかも、微び妙みように後出しになっちゃったくせに負けてるんだもん。

　俺的に、かなり不本意なんだけど……。

「なに？」

　海里は俺の肌はだに唇を這はわせながら返事をする。

　唇くっつけて喋しやべんな！　それだけで、ヘンな感じがするんだよっ。

「あの…さあ…」

　う[image: ][image: ]どうしよう。云い出しにくい…。

　それに、海里は『俺が負けたら潔く…』って云ってくれたのに、俺が果たしてここでゴネていいんだろうか？

　───男として、物もの凄すごく情けない気がする。

　ここは、すっぱりと腹を決めるしかない…のかも…しれない。

「…い、痛くすんなよ…」

　本当は、『やっぱり、やめよう』と云いたかったけれど、その言葉は喉の奥で飲み込んだ。

「心配しないでも大丈夫だ。それとも、怖こわいのか？」

「…全然、平気」

　そう口にして初めて俺は自分の虚きよ勢せいっぷりを知った。

　声が、震ふるえてる。確かに不安がないわけじゃないんだよな。

　昨日はなし崩くずしみたいにしちゃったけど、今回は一応あくまで合意なわけだし。覚かく悟ごが全然違う…。

　正直、緊きん張ちようのせいで俺の心臓は壊こわれてしまいそうだった。

　怖いって云ったらやめてくれるかな？

　だったら、今からでも素す直なおに謝ってちょっと待ってもらったほうが…───。

「そうだな。ごめん、変なこと訊きいて。直純が怖いなんて思うわけ、ないよな」

「そ…うだよ」

　……引っ込みがつかなくなっちゃったよ。俺のバカ[image: ][image: ]。

　でも、これ以上ゴチャゴチャ云ってたら本気で情けないし、海里にも呆あきれられちゃうかもしれない…。

　諦あきらめはつかないけど、負けは負けだし…ここは男らしく認めなきゃ…。

「つ…っ」

　鎖さ骨こつの上を強く吸い上げられ、俺は小さく声を上げてしまう。

　痛いんだけど、それだけじゃないような…不思議な感覚がして。

「か、海里っ!?」

　動どう揺ようして声を上げてしまった俺を無視して、海里は[image: 啄]ついばばむように肌を辿たどっていく。

　膨ふくらみもない平らな胸をペロリと舐なめ上げられ、ぬめった感かん触しよくにざわりと何かが背筋を走った。

「…あッ…！」

　何なんだよ、このヘンな感じは…っ。

　胸の突とつ起きに濡ぬれた感触がして、俺はガクンと喉を仰のけ反らせてしまう。

「何？　感じる？」

「んっ、な…に……？」

　根元を甘あま咬がみされて先せん端たんを舌先で押しつぶされ、どうにもならないむず痒がゆさが込み上げる。

　我が慢まんできずに体を捻よじろうとしたら、今度はもう一方の突起を海里の指先が捉とらえてしまった。

「ん……っ」

　硬い指の腹が思わせぶりにその周囲をぐるりと撫なで、先端を爪つめの先で引っ掛かくと、ビクリと背中が浮うき上がる。

「や、海里…っ」

　何か焦じれったいんだよな…この、もやもやした感じ!!

　もどかしさをどうにかしたくて、なんとか海里を引き離はなそうと髪かみに差し入れた手まで、捕とらえられてしまう。

「…っ、あ……！」

　そして胸から顔を上げた海里は、俺の指先に軽くキスをしたかと思うと…そのまま形のいい唇に含ふくんでしまったのだ。

「離し……ぁ……」

　飲み込まれた人差し指に海里の舌が絡からみつく。

　指と指の間をザラリと舐められ、電流みたいな感覚がピリピリと指先から頭のてっぺんまで駆かけ抜ぬけていった。

「ダメ……やっ」

　手とか指とかが、こんなに感じちゃうなんて……。他人の舌の感触がこんなにも気持ちいいものだなんて、想像もしてなかった。

　初めはどうにか手を取り返そうとしていたのに、どんどん力が抜けていっちゃうし。

「…ん…ぅ…」

　唾だ液えきで濡れてる唇も、俺の指先を舐める海里の伏ふし目めがちな表情も、やけに色っぽくてドキドキする。

「気持ちいい？」

「ん……」

　指先を舌でくすぐりながら訊いてくる海里にうっとりと見み蕩とれてた俺は、とろんとなりかけた意識で深く考えもせずにコクンと頷うなずいた。

　すると、今度は腰こし骨ぼねのあたりをさらりと撫でられてしまう。

「……あ……っ」

　そのせいでビクン、となった俺は、反射的に舐められていた指先をぎゅっと握にぎり込んだ。

　でも……いつもみたいな悪お寒かんや鳥とり肌はだとは違ちがうんだよね…。

　直広に腰なんか触さわられたときには絶ぜつ叫きようものなのに、今込み上げるのは甘い感覚ばかりで。

　なんかさ、海里だけには体が拒きよ絶ぜつ反応を起こさないみたいなんだよな。

　───海里だけが大だい丈じよう夫ぶ……って云いうなら、出会ったのも好きになったのも全部、運命みたいでスゴイかも。こうやって気持ちよくなっちゃうのも、みんな海里だから……って。

　なんだか俺ってかなりゲンキンな感じだよなぁ…。

　……あれ？　でも、腰って…？

　なんでそんなとこ触られてるんだ？

　はっとしてそちらを見ると、すでにベルトは引き抜かれ、腰回りは緩ゆるくなってしまっていた。

「ウソ…っ、あッ」

　寛くつろげられたウエストから、腰を撫でていた手が下着の中に忍しのび込む。

　うわっ、いきなりそんな…!?

　下か肢しの中心を予想してたよりもずっと強い力で握られて、思わず腰が跳はねた。

「や…やだ…っ」

　すっかり熱くなってトクトクと脈打つ俺自身。

　そうなっちゃってるのは何となくわかってはいたんだけど、海里の手の平に包み込まれることで実感するのは、とてつもなくいたたまれない。

「嫌いやだなんて云うなよ」

　手の中のものを絞しぼるように擦こすり上げられて、下腹部がジンと熱を増した。

「っく、あ……」

　昂たかぶった俺自身が下着の中から取り出され、ひんやりとした空気がそこに触ふれる。

「こんなに感じてるくせに」

「や…っ、云わなくて…いいから…っ」

「気持ちいいんだろ？　すごいドキドキしてる」

　だーかーらー！　わざわざ云わないでくれよ、頼たのむから。

　そんなの、自分が一番よくわかってるんだからさ…。

「な、海里…」

「なに？」

「あのさ……!?」

　海里の顔を見ようと頭だけを起こしたら、下半身を剝むき出しにされた情けない自分の姿が目に入ってしまった。

　辛かろうじて羽織っただけのシャツと、中ちゆう途と半はん端ぱに下ろされたズボンと下着……。

「や、やっぱ、やだ…っ！　もう、やめようって…」

「怖こわいのか？」

「こ…怖いわけないだろ!?」

　あああ…売り言葉に買い言葉…。

　俺のバカ…。なんでこう、俺は見み栄えっ張ぱりなんだろう。

「それなら、構わないだろう？」

「…恥はずかしいんだよ……っあ！」

　優やさしく中心を撫で上げられて、下した腹ばらがヒクリと震える。

「大丈夫、すぐに慣れる」

　そう云い切ると、海里は制服の上着をばさりと脱ぬぎすて、きっちりととめられていたシャツを胸むな元もとまで寛げた。

　シャツから覗のぞいた綺き麗れいな鎖骨やら筋肉やらに、俺はうっかり目を奪うばわれかける。

　いけない、そっちに気を取られてる場合じゃない！

「でもさ………海里!?」

　だけど、説得を試みるより早く海里は体をずらして屈かがみ込み、無防備に晒さらされた俺の昂りに唇くちびるを押し当ててきたのだ。

　ちょっと、初心者にそれは刺し激げきが強いんですけど!?

「なっ、何する気だよ！」

「云わせたい？」

　慌あわてて体を起こすと、俺自身に口づける海里の綺麗な唇に、微かすかに笑えみが浮かんだのが見えた。

「や、やめろってば…っ」

「なんで」

「汚きたない…だろ、そんなとこ…」

「そんなことない。直純はどこも可愛かわいい」

「か……」

　可愛いってどういうことだよ!?　そりゃ、海里のと比べるとアレかもしれないけどっ!!

「ちょっ、マジで!?　ホントにダメだって、海里っ！　っあ！」

　……噓うそ……だ、ろ？

　海里は指先を含んだときと同じように、俺自身を唇で包み込んだ。

　熱くぬめる感かん触しよくと強きよう烈れつすぎるビジュアル。

　目の前がチカチカと軽いハレーションを起こす。

「いや……あっ、…ダメ…だって……っ」

　海里の頭を押し返そうとしたけど、力の入らない手ではビクともしない。

　それでも必死にどうにかしようともがいてたら、潤うるみ始めていた先せん端たんに、優しく咬かみつかれてしまった。

「…っあ！」

　弓なりに撓しなる背中。俺は思わず海里の髪かみを摑つかんだ手を引き寄せた。

　感覚の全すべてが…海里に咥くわえられたそこに集まってるような感じがして…もう…。

「あ……やだ…っ、っあ！」

　指先で扱しごかれ、ひくひくと震ふるえる中心をあやすように這はい回る熱い舌。

　耳に届くぴちゃぴちゃと濡ぬれた音に、俺はとてつもなくいたたまれない気持ちになった。

「ぁっ……、あ、あっ」

　目眩めまいがするほどの気持ちよさに、理性とかプライドとかがぐずぐずと突つき崩くずされていく。

　死んでしまいそうなくらい恥ずかしいのに、それ以上に気持ちいいって……どういうことだろう？

「溶と…る…っ、や…ぁあ……っ」

　思いきり吸い上げられ、俺は左右に首を振ふった。

　下腹部に力を入れてはみたけど、迫せり上がってくる熱を抑おさえきれない。

「このまま、出せよ」

　唇が離はなれた一いつ瞬しゆんにそんなことを云われたけど、すっかり蕩とろけた頭では何を云われているのか理解することができなくて。

「え…なに…？　あ…ッ」

　訊きき返そうとして力が抜ぬけた隙すきをつくように、根元の締しめつけが弛ゆるみ先端を硬くした舌先で抉えぐられる。

「あぁ…っ！」

　そして次の瞬しゆん間かん、俺は両手を海里の髪に絡からめたまま喉のどを仰け反らせて、ビクビクと溜たまった熱を弾けさせてしまった。

　体の中で張り詰つめていたものが、一気に流れ出ていってしまうような感覚。

　こんな…気持ちいいの初めてかも……。

　上下に胸を喘あえがせて、俺はその衝しよう動どうが治まるのを待った。

　あ…れ？　でも俺……今、とんでもないことしちゃったんじゃないのか…？

「ごめん、海里…っ」

　未いまだ荒あらい呼吸で胸を弾はずませながら起き上がると、海里はコクンと喉を上下させ、舌で唇についた白はく濁だくを舐なめ取っているところだった。

　……？　なに、して───。

　わーっ、もしかしてそういうことか!!

「あ…あんなもん飲むなよ!!」

　俺は全身を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「そんなに照れなくてもいいだろ」

「照れてない！　き、汚いだろ…っ」

　半泣きで訴うつたえると、海里は優し気に目を細める。

「直純はカワイイな」

「そんなこと云いってるんじゃなくて…え？」

　え？　ええ？

　海里…なんでまた俺を押し倒たおすんだ？

　それも人の足なんか抱かかえんなっ！　ズボンも脱がすなってば！

「うわぁっ、こら！　何してっ!?」

　またもや動どう揺ようしている間に、俺は太ふと股ももの裏側にグッと手を掛かけられ、体を折り曲げるような体勢にされてしまった。

　そして押し開いた両足の間に、海里は再び顔を埋うずめてしまう。

「や、やめろってば！」

　噓…まさか…まさか……冗じよう談だん、だよな？

「直純は痛いの嫌いやなんだろう？」

「嫌だけど…それも嫌だ…っ」

　危き惧ぐ通り後方にある窄つぼまりに唇を押しつけられ、俺は青ざめた。

　そんなとこ、自分でさえ見たことないのに…っ。

「よかった。傷付いてなくて」

「は？…な…に……？」

「昨日、少し痛がってただろう？　でも、大だい丈じよう夫ぶだったみたいだな。綺麗な色してる」

　一体、どんな顔してそんな台詞せりふ云ってるんだよ…っ。

「……っ…だったら、そんなところ…な、舐めなくたっていいだろ？」

「濡らさないと直純がキツくなる」

　そ、そうかもしれないけど……ってそうじゃなくて～！

　───なんか、他ほかに方法はないわけ…？

　あっ、そーだ！

「じゃ、じゃあさ、俺がさっきみたいなのするから…ってのはダメか？」

「さっきの？　直純が口でしてくれるって？」

「う、うん」

　上手うまくできるかわかんなけど、あんな場所を舐められる恥はずかしさに比べたら────。

「気持ちは嬉うれしいが───それは、また今度でいい」

「えっ？」

「今日は俺がするほうだからな。王子様は大人しく奉ほう仕しされていてくれ」

「ひゃっ、かい…り…っ!?」

　海里は押し開いた足の付け根に軽く歯を立てて、きゅっと何度も吸いついた。

　際きわどい場所を選んで舐め上げる舌先に、ビクンと体が跳はねて腰こしが浮ういた瞬間、露あらわにされた俺の蕾つぼみに熱いものが触ふれてしまう。

「やっ……あ」

　堅く閉じたそこを優やさしく舐め回される恥ずかしさに、全身が熱くなる。

　俺…どうなっちゃうんだろう…？

　拒こばみたいと思っても、それが体に伝わらないのか全然力が入ってくれない。

「ぁ……んん、っん」

　丹たん念ねんに入り口の襞ひだを探さぐっていた海里の舌先は、次し第だいに内部へと潜もぐり込み、何度も出入りを繰くり返す。

「い…やぁっ、やだ、海里…っ」

　俺の意志とは関係なく、だんだんと解ほぐされていくその部分。

　粘ねん膜まくを舐め上げられ、中で蠢うごめくその感触に体はいちいち過か敏びんに反応してしまう。

「かい…り…っ、も…ダメ…っ」

「もう少し我が慢まんできるか？」

「できな……っ」

　溜まりに溜まった熱がジンジンと疼うずいて下腹部を圧あつ迫ぱくしている。

　さっき一回イったのに…っ。

　指一本触れられてもいないのに、先端からは雫しずくが溢あふれ出ていて……。

「イキたい？」

「…んんっ、…うん」

　意地を張る気力もなく、俺は首を小さく縦に振った。

　もう、なんでもいいから！…早く、早くどうにかしてよ！

「でも、直純」

　海里は少しだけ体を起こすと、さっきまで舌で触れていた場所を指先で探り出す。

「え？　や、あっ！」

　イカせてくれるんじゃなかったわけ!?

「ほら、まだこんなにキツイ」

　二本揃そろえられた指がずぷずぷと中に沈しずんでいく。唾だ液えきで潤うるおされた俺の蕾は、待ちわびてたみたいに、それを飲み込んだ。

「…っや！」

　広げようとする海里の指を、俺の内ない壁へきはぎゅっと締めつけてしまう。

　意識しないようにすればするほど、神経がそこに集中しちゃうなんて……。

　粘膜を爪つめで引っ搔かかれ、浅い場所を揉もみ解すように指先が抜ぬき差しされる。

「痛いの嫌なんだろ？」

　くちくちと後ろを搔き回す音が大きくなると、攻せめ立てる指がもう一本増やされた。

「も、ヤダって…んぅっ」

　泣き言を云おうとした口を塞ふさぐ強ごう引いんな口づけは、俺の頭をぐちゃぐちゃにする。

　イキたいのをムリヤリ塞せき止められ、放てない快感に俺はもう限界だった。

　酷ひどいよ海里…。ヤダって云ってるのに、俺……。

　すると、不意に中で蠢いていた指がある場所を強く押したのだ。

「…っ……ぁんっ……」

　今の何……？　何なんだよ、今の…っ!?

　キスをされてなかったら、もっとヘンな声を出しちゃってたかも……。

　海里は俺の動揺を知ってか、そこにある小さなしこりを押し潰つぶそうとするかのように、しつこく刺し激げきしてくる。

「ぅ……んっ」

　唇くちびるが離はなれ、呼吸がやっと楽になった。

「もう大丈夫みたいだな」

「へ？」

　急に中を搔き回していた指をずるりと引き抜かれ、呆ぼう然ぜんとしている俺の体を海里はひょいとひっくり返す。

「な…何……!?」

「こっちのほうが背中も痛くないだろ？」

「え？　や、噓うそ…っ、っあ！」

　四よつん這ばいで腰を高く上げさせられたかと思うと、指で解された部分に覚えのある熱さがひたりとあてられた。

「力抜けよ」

　…って、云われてもっ！　無理に決まってるよ！

　痛いだけじゃないって昨日知っちゃったし、今日は一応覚かく悟ごだって決めてはいるけれど…俺まだ初心者なんだってば!!

　だけど、またもやぐるぐると考え込んでいるうちに、ぐっと熱い塊かたまりが勢いよく入り込んできてしまったのだ。
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「…直純？」

　───あ…れ…？　あんまり痛くない…？

　それだけじゃなくて、深く穿うがたれた海里自身の形がリアルに俺に伝わってくる。

　昨日はそんなことなかったはずなのに、何なんだよこの感覚は…っ。

　一番奥まで突つき入れられた塊を一気に引き抜かれると、全身がゾクゾクと甘い痺しびれに包まれた。

「やっ…あ！」

　知らずと逃のがれようとする体を引き戻もどされて、腰をしっかりと両手で摑つかまれる。

「逃にげるなよ」

「っあ、あぁ……ぁ」

　高い位置で腰を突き動かし、ガクガクと俺の体を揺ゆさぶりながら、何度も繰り返し滑すべり込む海里の分身。俺はその圧あつ倒とう的な存在感に背筋を震ふるわせた。

　怖こわいっていうわけじゃないのに───。

「気持ちいい？」

「んなの、わかんな…っ」

　海里は熱く滾たぎったそれで狭せまい器官を押し開き、ムリヤリその形を馴な染じませようとしてくる。

「噓つきだな」

「ひぁ…っ」

　わざとらしく乱暴に腰を揺らされ、俺は悲鳴みたいな声を上げてしまう。

「こんなに締しめつけてきてるのに」

「や…っ、やだっ」　>>>♥

　本当は抱だかれるほうになんかなりたいわけじゃないのに。

　それなのに、こんなに感じちゃってる。

　気持ちいいって、体が認めてる。

　どうしよう、俺……っ。

「本当に嫌いやなのか？」

「んっ、あ！」

　突き上げる角度を変えられて、俺は身み悶もだえた。

「そこ……違ちが…っ」

「じゃあ、どこだよ？」

「…っ…さっきの……とこ…」

「さっきのって？」

　優やさしげな声音で意地悪な質問を繰くり返す、そんな海里に俺は焦じれてしまい───。

「…もっと…前……っ」

「───ここ？」

「ああっ」

　欲ほしかった場所にようやく与あたえられ、その角度で再び最奥を突かれたとき、信じられないくらい甘い衝しよう撃げきが背筋から後頭部に抜けていった。

「も…っ、やぁっ……！」

「いいって云いえよ」

「ん…ぁ…、い……いい…っ」

　送り込まれる律動の速さが増し、泰たい然ぜんとした口調の海里の動きにも、だんだん余よ裕ゆうがなくなってきてる気がする。

「ね…っ、んぅ……も…出ちゃ……」

　泣きそうな声で告げると、海里は腰こしを摑んでいた一方の手を前のほうへと伸のばし、やっと俺の分身を握にぎり込んでくれた。

　やんわりと擦こすられただけなのに、その刺激が引き金になってしまう。

「あぁ…ッ」

「…直純…」

　甘く掠かすれた声が背後から鼓こ膜まくに伝わって、体の芯しんを痺れさせる。

「あ…ぁ、かい…りっ…すき…」

　俺が大きく体を震わせて全すべてを吐はき出すと、海里も内に溜ためていた熱を俺の中に解放させた。







　放心したまま落ち着かない呼吸を繰り返していたら、制服のシャツ越ごしに背中をさすられた。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　最さい中ちゆうの強気な態度とは裏腹に、心配そうな声を出してくる海里に俺は苦く笑しようしてしまう。

「へーきだよ…」

「背中痛かっただろ？」

　力の入らない体を抱き起こし後ろから支えていてくれた海里は、俺の肩かたから乱れたシャツを更さらに引き下げて云った。

「わ、やめろって！」

　剝むき出だしになった両肩を摑まれて、首の後ろとか背中にキスを落とされる。

　摑む力はそんなに強くないから、振ふり払はらおうと思えばできるけど……。

　慈いつくしむような海里の仕草がくすぐったくて、俺は黙だまり込んでしまった。

「赤くなってるな。ごめん、絨じゆう毯たんだから大丈夫かと思った」

「べ…別に何ともないって」

「酷ひどくする気はなかったんだが」

「酷くなんかされてないよ…！　だって、き…」

　気持ちよかったし、と云いそうになって俺はぐっと思いとどまった。

　そんなこと云って、次もされるほうになっちゃったらどうすんだよ！

「本当に？　昨日は痛がってただろ」

「今日は全然、平気だよっ！」

　だって、むしろ────。

「でも、直純さっきはわざと負けてくれたじゃないか」

「へ…？」

「昨日痛かったから、俺に同じ思いさせないようにって。だから自分から負けてくれたんじゃなかったのか？」

「あ……そ、そう！　そうなんだよ！」

　本当はマジに負けたんだけど、海里がそう思ってくれてるならそういうことにしておこう。

　後出しで負けてるって、かなりバカだもんな……。

　海里はぎゅうっと俺を後ろから抱きしめて、顔を覗のぞき込んでくる。

「さすが俺の王子様だ」

　ふわりと花が綻ほころんだような笑え顔がおを向けられて、一いつ瞬しゆん言葉が何も出なくなった。

　───でも、王子様がお姫ひめ様に抱かれるなんてカッコ悪いと思うんだけど……。

　……ま、まあ、いっか。

　海里のこんな顔見られるんなら、一回や二回、抱かれたことくらいどうってことないかも。

「それに直純が俺のことを好きでいてくれてたなんて、夢みたいだ」

「お、俺だって！」

　写真を隠かくし持ってたことがバレたときは、もうダメだと思ったけど……こんな逆転勝利があるなんて思ってもみなかった。

　ずっとずっと好きで、海里と両りよう想おもいになることばかり考えてたけど、それがこんなに早くに実現するなんて……。

「あ、えっと…海里は、俺のこといつ好きになってくれたんだ？」

「───……。眠ねむってるところを見たとき……かな」

　ってことは、昨日の朝練…？　じゃあ、海里も俺に一ひと目め惚ぼれってこと!?

　もしかしたらキスしたのも、そのせいだったりして…。

「な、海里。じゃあ昨日のって……」

「それより直純、試験中も一いつ緒しよに勉強しないか？」

「勉強？　でも、海里のほうが進んでるっぽいし、俺これ以上は教えられないと思うけど…？」

「バカ───…一緒にいたいんだよ…」

　耳元で囁ささやくようにこっそりと云われ、俺の心臓はドキンと一つ跳はねた。

　これって、ラブラブな恋こい人びと同士っぽくっていいかもしれない。海里の腕うでの中にすっぽりと入ってしまう自分に、ジレンマを感じないこともないけど。そのうち、俺だって……。

「場所は、ここが一番いいのか？」

「う、うん。直広の邪じや魔まが入らないところって、他ほかに思いつかないんだよね」

　あいつに見つかったら何を云われるかわかんないもんな。

　せっかく両想いになったばっかだっていうのに、邪魔なんかされるわけにはいかない。

　………あ、そういえば。

「あ、あのさ。海里…さっきなんで来るの遅おくれたんだ？　俺の書いた地図、わかりづらかったとか…？　それとも……直広に捕つかまってた、とか…？」

「いや…ちょっと帰かえり支じ度たくに手間取っただけだ」

　…やっぱり。なんで直広と話してたこと云わないんだろう？

　弟のことだし、俺が気を遣つかうといけないとか思ってくれてるのかな？

　海里、優やさしいもんなぁ…それなら俺も変に気にしちゃ悪いか。

「そっか。…じゃあ、またここで試験勉強しような！」

　俺は気を取り直して明るい声で返事をした。

「───なあ、直純」

「ん？」

「テスト終わったら休みになるんだろ？」

「うん。試験休みが一週間くらいあるけど」

「それなら、二人でどこか行こう」

「どこかって……」

「二人きりになれる場所ならどこでも」

　海里はそう云って、俺のことを抱だきしめる腕に力を込めた。

「うん…！」

　これって『デート』ってことになるんだよな？　それも『初デート』じゃん。

　今度こそ俺がリードして、海里に男らしいところを見せる絶好のチャンスだ！

　どこに行ったらいいかなあ…。

　まだテストが終わるまで一週間あるし、計画を錬ねる時間はたっぷりある。

　頑がん張ばって海里が喜んでくれるように『二人っきりになれる場所での初デート』をセッティングしなくちゃ！

　俺の頭の中はもう、そのことでいっぱいになっていた。







　部活のない日だというにも拘かかわらず、いつもより遅おそい帰宅になってしまった。

　勉強だけじゃなく、あんなこととかしてたのがいけないんだけど……。

　今日も送るという海里を必死に説得して一人で帰ってきたせいで、時間が掛かっちゃったのも遅くなった一因。

　よく考えたら二日連チャンだもん、体が怠だるいのも仕方ないよな。

「……ただいまぁ…っと」

　コソコソと母親に夕食はいらないと告げてから、俺は自室がある二階へと上がる。

　直広と顔を合わせる前に部屋に引きこもってしまえば、面めん倒どうなことは避さけられるような気がしたんだよね。

　でも……その考えは甘かったらしい。

「おかえり、直純」

「直広…っ、…た、ただいま…」

　部屋の前で待ってるとはさすがに予想してなかった。

「遅かったね。こんな時間まで何してたの？」

「……ちょっとな」

「一緒に帰ろうと思って教室に行ったら、もう帰ったって云いうし。帰ってきてみたら、家にはいないし。心配したんだからね？」

「悪かったな」

　こいつに臍へそを曲げられると面めん倒どう臭くさいのがわかってるから、俺は大人しく謝っておいた。

　それにしたって、いい加減帰りが遅くて心配されるような年でもないっての…。

「昨日の今日で、またあの人と一緒にいたわけじゃないよね？」

「!!」

「───もしかして、図星？」

「そ…それは…」

　あ～、俺のバカ！　そんなわけないだろって云っておけばいいものを……。

「云えないようなことしてたわけじゃないよね？」

「……海里にテスト範はん囲いを教えてやってたんだよっ」

　なんだよ、その人を疑うような目は！

　噓うそなんかついてないぞ！……まあ、他のこともいっぱいしたけどさ。

「それだけ？」

「煩うるさいな！　早くそこどけよっ。おまえだってテスト勉強があるだろ」

　俺はドアの前に立ち塞ふさがる直広の体を押しやって、部屋へ入ろうとする。

　だけど、ドアを開けようとしたら……直広に学ランの襟えりを後ろから引っ張られてしまい、俺はガクンと頭を仰のけ反らせるハメになった。

「うわっ、何すんだよ!!」

「なにこれ!?」

「はあ…？」

　一体何を云ってるのか、と訝いぶかしく思ったのも束つかの間ま、俺はすぐに心当たりを思い出した。

　そういえば、さっき海里に後ろから抱きしめられてたとき、そのへんにキスされた気がする。

「まさか、これって……」

「ばっ、ばかっ、虫に刺さされたんだよっ」

「俺、まだ何も云ってないけど？」

「あ……」

　やばっ、またもや墓穴を掘ほってしまった。

「俺には触さわるなとかいつも云うくせに、あいつにはそんなことまでさせてるわけ!?」

「何わけわかんないこと云ってるんだよ？」

「…付き合ってる…の…？」

「いいだろ別に！　俺があいつと付き合おうがおまえには関係ないっ」

　そう云い切って、直広を振ふり返ると───。

　直広は、俺が今まで見たこともない、泣き出しそうな顔で瞳ひとみを揺ゆらしていて……。

「───直純に先せん輩ぱいは似合わないよ…っ!!」

　次の瞬しゆん間かん、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめて声を振り絞しぼるように叫さけんだ直広は、俺をまっすぐに見み据すえた。

「な……」

　なんでおまえがそんなこと云うんだよ!?

「そ…そりゃ、確かに俺と海里は釣つり合わないかも…しれないけど」

　それでも、海里は俺のことを好きだって云ってくれたんだ。

　だからこそ、頑張ろうって思ってるのに……。

「それに、付き合ったって上手うまくいくわけがないだろ？　絶対、無理に決まってる！」

「無理って……」

「だって先輩には、直純なんかよりもっと可愛かわいい子のほうが似合うもん！」

「─────!!」

　海里に似合う相手。

　俺なんかよりも可愛い…？

「だからさ。もう、あいつとは……」

　喋しやべり続ける直広の言葉が耳をすり抜ぬけていく。

　もしかして……でも、まさか直広も…海里のことを……？

　だけどそのまさかだと考えると、突とつ然ぜん直広が海里にベタベタし始めた理由も、俺にこんな態度を取る理由もはっきりする。

　そうだよ…。俺の友達にいい顔ひとつしたことないようなやつが、海里にだけ急に態度を変えるなんておかしいじゃないか。それに、今だって…普ふ段だんだったらこんなに強く反対しないのに、あの直広が泣きそうな顔で声を荒あららげて怒ど鳴なってくるなんて───。

「うるさい、うるさい！」

「な、直純…？」

「もう、おまえの口から海里のことなんて聞きたくない!!」

　俺は部屋に逃にげ込むと、乱暴にドアを閉め内側から鍵かぎを掛かける。

「直純!?　まだ話は終わってないんだからな!!」

　ベッドに潜もぐり込んで掛け布ぶ団とんを頭から被かぶり、俺は両手で耳を塞いだ。

　気付きたくなんかなかった。

　直広が海里のことを好きだなんて…！

　よりによって、あいつがライバルになるなんて予想もしてなかった。

　直広が告白したら海里はどうするんだろう…？

　俺なんかより、直広のほうが可愛いし、頭もいい。周りにだって人気があるし、誰だれにだって好かれてる。

　もしも…もしも海里が直広を選んじゃったりしたら…。

「────…っ」

　ううん、そんなことあるわけない！

　だって、海里ははっきりと俺のことが好きだって云ってくれたんだから！

　いくら相手が直広でも、海里だけは譲ゆずれない。せっかく俺のこと見てくれるようになったんだ。

　あいつだけは絶対、誰にも渡わたすわけにはいかないんだから！
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　俺は玄げん関かんを出た途と端たん、燦さん々さんと降り注ぐ日光によろめいてしまった。

　昨夜は少ない脳みそで直広に勝つための作戦を錬ねっていたんだけど、いい考えは思い浮うかばなくて。

　結局、色々と過去にあった嫌いやなことを思い出して、さらにヘコんでしまった。

　そういえば俺、昔から何事においても直広に勝てたことがないんだよ……。

　頭も要領もよくて、大人から可愛がられるのはいつもあいつ。

　欲ほしいものを欲しいと素す直なおに云えない俺は、いつだって直広に譲るハメになるんだ。

　おまけに、あんなに真しん剣けんな顔した直広なんて…俺、初めて見た気がする。

「はあ……どうすればいいんだよ…」

　起きたら直広はすでに家を出ていて、俺は少しだけホッとした。

　だって、意地なんかより不安のほうが大きくて、一体どんな顔をしてあいつに会えばいいのかわからない。

　直広が海里のことを好きかもしれない、海里が直広に惚ほれたらどうしよう……。

「あーあ…」

　うじうじと、ずっとそんなことばっかり考えていたら学校に着いてしまった。

　いつもは遠いはずの道のりが、今日はやけに短く感じてしまう。

　もうヤダな。何も考えたくないや。

　いっそ帰っちゃいたいんだけど、そんなことしたら母さんに何云われるかわかったもんじゃないし。サボる勇気なんか尚なお更さらないし。

　くそー…。こんなに後ろ向きなのって、俺らしくないよなぁ。授業始まるまでにはどうにかしなくちゃ……。

　あ、そうだ。今日の授業で辞書使うんだっけ。

　確か部室のロッカーに入れっぱなしだったよな？　ちょうどいいや、取りに行くついでに道場行って、気分転てん換かんでもしてこようっと…。

　そう思って弓道場へと向かおうとしたとき、俺の目に見慣れた後ろ姿が映った。

「直広？」

　……あれ？　あいつ、どこに行くんだろう？

　でも、その姿は一人じゃなくて……。

「え」

　────噓うそ。

　目ま蓋ぶたをゴシゴシと擦こすってみたけど、その光景は何の変化もなかった。

　そりゃ、そうだよな。俺があいつのことを見み間ま違ちがうはずがない。

　なんで海里が直広なんかと一いつ緒しよにいるわけ？

　まさか…まさか直広、海里に告白する気とか…。

　そうだったら、どうしよう！　直広がこんなに早く行動に移すなんて───。

「……あ」

　気が付いたら、二人は校舎の角を曲がるところだった。

　足が勝手にそのあとを追ってしまう。

　べ、別に告白するって限ったわけじゃないけど、やっぱ気になるじゃん！

　一応、海里は俺と付き合ってるわけだし……。

　そんな云いい訳を自分にしながらついていくと、二人は弓道場の前で立ち止まった。

「わっ」

　俺は慌あわてて手前にある植え込みの影かげにしゃがみ込む。

　枝の隙すき間まからそっと覗のぞき込むと、海里の背中が見えた。

「────ス……みたいな……」

「…そん──な……だろう…」

　なに話してるんだろう？

　少し距きよ離りがあるせいで微かすかな話し声しか聞こえてこない。

　もうちょっと…大きな声で喋ってくれないかな……。

　そう思ったとき、爪つま先さき立だちで伸のび上がった直広の肩かたを海里が摑つかんだ。

「……!!」

　ショックに頭の中が真っ白になる。

　今のって……キス……？

　顔が重なったように見えたのは…気のせい、じゃないよな…。

　ぱたぱたという足音が遠とお離ざかっていくのをぼんやりと聞きながら、俺はその場から動けなくなっていた。

　まさかとは思ってたけど、直広のやつ…本当に海里のこと好きなんだ───。

　でも、だからってどうして海里が直広とキスなんかするんだよ…っ!?

　そりゃ俺よりも直広のほうが可愛かわいいと思うよ？　だけど、海里は昨日俺のこと好きだって云ってくれたばっかじゃんか！

　それなのにどういうつもりだよ！　俺のこと、もう好きじゃなくなった…？

　そんな……たった一日で心変わりしちゃえるもんなのか…？

「…海里…どうして…」

　放心状態になった俺は、そう呟つぶやくのが精せい一いつ杯ぱいで、しばらくその場から立ち上がることすらできなかった。







　なかなか終わらなかった四限目のあと、海里は昨日と同じように廊ろう下かで待ってくれていた。

　昨日と違ちがうのは、その手に紙かみ袋ぶくろが抱かかえられていたことと……海里がもう、俺を好きじゃないかもしれないってこと────。

「かい…り…」

　顔を見た瞬しゆん間かん、その場から逃にげ出しそうになった衝しよう動どうを、俺は必死に堪こらえる。

「それ、どうしたんだ？　やけにたくさんだけど」

　ちゃんと、自然に話し掛かけられたよな？

「クラスのやつに購こう買ばい教えてもらって買ってきた。直純の分も一緒に」

「俺の分？」

「ああ。直純、今日は違うところで食べないか？」

「え…？」

「食堂だと二人になれないだろ？」

　二人きりで話したいから、と笑え顔がおで告げられて俺の心臓は凍こおりついた。

「どうかしたか？　顔色悪いけど」

「な、なんでもない。そうだな、どこ行こうか？」

　どうにか表情だけでも取り繕つくろって、俺は海里に笑いかける。

　話したいことって、そんな…まさか…？

　でも…直広のことしか考えられない。

「昨日のところじゃダメか？」

「視し聴ちよう覚かく室？　そ、そうだな、あそこ行こっか」

　頼たのむから誰だれかいてくれないかな…そうすれば「話」を切り出されずにすむかもしれない。

　だけど、そんなささやかな俺の期待はあっさりと裏切られてしまった。

　誰もいない視聴覚室には、明るい日差しが差し込んでいた。

　海里は昨日と同じ席に紙袋を置くと、窓を開け放った。そこから吹ふき込む少し冷たい風が、海里の髪かみをさらさらと撫なでていく。

「いい天気だな」

「…そうだね」

　屈くつ託たくなく俺に微笑ほほえむ海里の言葉には、何の含ふくみも感じることができない。

　あれは、俺の見間違い───？

　そんなことあるわけないか。俺は確かに、この目で二人がキスしてたのをはっきり見ちゃったんだから。

「……具合でも悪いのか？　本気で顔色悪いぞ」

　隣となりの席に座った海里は俺の顔を覗き込んで眉まゆを顰ひそめた。

「大だい丈じよう夫ぶ、だよ」

　優やさしげな瞳ひとみで視線を合わせてくる海里が眩まぶしくて、俺は目を細めた。

　ホントに海里って優しいよな。直広が好きになっちゃう気持ちもわかるよ。

　あいつ甘ったれだから海里みたいなやつに弱いんだ、きっと。

　いつも『直純、直純』って俺の後ろをついて歩いてばっかだった直広が、あんなに必死になって俺に怒ど鳴なるくらい、本気で好きになった相手が海里なんだ。

　これが海里でさえなかったら、俺だって素す直なおに応おう援えんしてやれるのに…。

「どこが大丈夫だ。ぼうっとしてるじゃないか」

「───なんでもないんだって。ちょっと…テスト勉強し過ぎて寝ね不ぶ足そくなんだ。だから、ついぼけっとしちゃって」

「そっか、試験近いもんな。でもあんまり根詰つめるなよ？　体のほうが心配だ」

「…うん、ありがと。それで、その…話って何？」

「話？　ああ、そうだったな。別にたいしたことじゃないんだ」

「たいしたことじゃない？」

「ああ…そうだ。最近、弟はどうしてる？」

「え。な、直広？」

　全然たいしたことじゃなくないじゃん…。やっぱり、あいつのことなんだ。

「ほら、ベッドに潜もぐり込んできたり、風ふ呂ろに入ってきたりするって云ってただろ？」

「あ、そのことなら俺、海里の云う通り鍵かぎ掛けるようにしたから大丈夫…」

「文句とか云ってきたりしてないか？」

「うん、別に何も云ってこないけど……」

「そうか」

　安あん堵どしたかのような表情を浮うかべ微笑む海里とは反対に、俺の心の中では不安な気持ちがどんどん増していく。

「…やっぱ、気になる…？」

「まあ……心配だからな」

　……心配、か。

　それは、あいつのことが…好きだから…？

　だったら、いっそはっきりと心変わりしたって俺に云ってくれればいいのに。どうしてこんな遠回しな話題を振ふるんだろう？

　気き兼がねしてるのかもしれないけど、逆にその優しさが俺には辛つらいよ。

　───って、待てよ。それにしたって…あまりに海里の態度が普ふ通つうな気がするよな…。

　もしかして、まだ海里は自分の本当の気持ちに気付いてないのか？　だから『直広を好きになった』って俺に云いわないんじゃなくて、云えない？

「────…」

　そうだよ…。優しい海里が二ふた股またみたいなマネするわけないじゃないか。

　こんなに直広のことを気にしてるのだって、直広のキスを受け入れちゃった理由だって…自分でまだ気付いてないとしたら……？

　そう考えると全部、納なつ得とくがいく。

　直広は海里のことが好きで、海里もまだ自覚はしてないけれど直広が好きで。つまり結局、両りよう想おもいになるべきなのはこの二人…。

　じゃあこの場合、一番いい方法は俺が大人しく身を引くことじゃないのか？

　そうしたら、海里も直広も幸せになれる───？

「直純？」

「…っ!!」

　怪け訝げんそうな顔で海里が伸のばしてきた手を、俺は咄とつ嗟さに振り払はらってしまった。

「なお…ずみ…？」

　傷付けた───。

　海里の顔を見て、そう直感した。

　だけど、今海里に触ふれられたりなんかしたら、固めなきゃいけない決心だって、ますます固まらなくなっちゃうよ。

「ご、ごめん…。あの、俺…」

「本当にどうしたんだ？」

「……ごめん」

「謝らなくていい。俺、何かしたか？　気に障さわるようなことがあったら云ってくれ」

「……何でもないよ。ごめん…やっぱ、ちょっと気分が悪くて…」

「それだけじゃないんだろ？　相談もできないくらい…俺は頼たよりないのかよ」

「違ちがう。そんなんじゃないんだ……ただ、俺が……」

　気持ちに整理をつけられなくて、混乱してるだけ。

　俺が海里を諦あきらめることが、最善の方法だってのはわかったけど。気持ちがまだ…ぐちゃぐちゃのままなんだ…。

「直純。黙だまってたらわからないだろ？　ちゃんと俺の顔見て話してくれ」

「…俺は───」

　何か喋しやべらなくちゃと思って口を開いたら、鼻の奥がツンと小さく痛んだ。

　やばい、泣きそう。泣き顔なんか見せたら海里が困るに決まってる。

　もうこうなったら踏ふん切ぎりをつけるためにも、俺が先に云っちゃったほうがいいのかもしれない。

　そしたら、俺だって諦めるしかなくなるよな───。

「俺、海里とは別れるからっ！」

　拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめて吐はき捨てるように云った俺の言葉に、海里は顔色をなくした。

「なっ、何云って……直純!?」

　海里が呼び止める声に振り向きもせず、俺はバタバタと視聴覚室から飛び出した。

　これでよかったんだ。俺から切り出してきっかけを作ってあげさえすれば、海里だって本当の気持ちに気付くはず。

　最初から俺なんかが海里と付き合えたこと自体、間ま違ちがってたんだ…。

「……ひっく…っ…」

　走っている最さい中ちゆう、堪こらえきれず勝手に両目から零こぼれ落ちた涙なみだが、頰ほおを伝っていくのを感じた。

　せめて、海里に泣き顔を見せずに出てこれただけでも、よかったと思わなきゃ…。

　そう思いながら、俺は心も体も海里からできる限り遠とお離ざかるため、全速力で廊ろう下かを走り抜ぬけたのだった。







　気が付くと窓の外は薄うす暗ぐらく、微かすかに星が瞬またたき始めていた。

　いつの間にこんなに時間がたってたんだろう…。

　俺は自分の部屋のベッドの上で、ぐったりと制服のまま倒たおれ込でいた。

　昼休みのあと、午後の授業を受けている間もちょっと気を抜くと涙が零れそうで、ずっと下を向いたままだった俺をクラスメイトたちはひどく心配してくれた。

　だけど、そんな雰ふん囲い気きさえも居い心地ごこち悪くて、ホームルームを抜け出してた俺は下校のチャイムが鳴る前に帰ってきてしまったのだ。

　一人になって考えれば、ちゃんと気持ちの整理ができるはず───そう期待していたんだけど。

　海里とのことをちゃんと考えようとすれば、じわりと涙が浮かんでくるし、涙を止めようとすると何も考えられないし、本当にどうしようもないよな。これじゃ堂々回めぐりだ。

「…疲つかれた…」

　思わず零れ出た本音に自分で苦く笑しようしてしまう。

　久しぶりに泣いた目は重く、気持ちは疲ひ弊へいして頭の中はぼんやりと霞かすみがかってる。

　俺ってこんなに泣き虫だったっけ？

　ごろりと寝ね返がえりを打つとドアの向こうから声がした。

「直純、起きてる？」

　母さんだ。

「なに？」

　のそりと起き上がって、俺はドアから少しだけ顔を覗のぞかせた。

「どうしたの？　具合悪い？」

　母さんにまで心配されるほど、ひどい顔してるんだ…俺。

「ううん、ちょっと疲れただけ。なに、ご飯？」

「ご飯もだけど、電話。桐島くんってコから」

「…っ！」

　まさか、海里が電話をしてくるなんて。

　一方的に別れようなんて云い出したから、さすがに怒おこってるかもしれない。

「子機で取る？　保留にしてあるけど…」

「寝ねてるって云って！」

　子機を手て渡わたそうとする母さんの手を押しやって、俺は間かん髪はつ入れずにそう云った。

「直純？」

「寝てるから、出られないって云って」

　話したくない。……話せるわけがないよ。

　今、海里と話しなんかしたら、電話越ごしでも絶対に泣いてしまいそうな気がして怖こわい…。

「…わかったわよ。ご飯になったら降りてきなさいよ？」

　母さんは一いつ瞬しゆん、何があったのか訊ききたそうにはしたけれど、とりあえず黙って納得してくれた。

「……うん、ごめん」

　パタンとドアを閉めると、今度は直広の声がする。

「桐島先せん輩ぱいから電話？」

　屈くつ託たくのない明るい声。

「ええ、そうよ？　直広も知ってるの？」

「うん。代わりに俺が出るよ」

　…え？

　まさかそんな展開になるなんて思ってもなかった。

　衝しよう動どう的に受話器を奪うばいに行きそうになったけど…海里の反応を考えると、それすら俺にはできなくて…。

　コードレスを持ち込んだ直広の部屋から、壁かべ越ごしに微かすかな話し声が聞こえてくる。

　海里はどんな顔で話してるんだろう？

　俺が出なかったことに怒ってるかな？

　それとも、直広と話せて嬉うれしいって思ってる……？

　海里にも、直広にも。幸せになって欲しい気持ちは本物だけど、キリキリと締めつけられるような胸の痛みも治まってはくれなくて。

　潔いさぎよくないな、俺ってば。

　諦める決心をして、自分から海里に別れるって云ったくせに、結局…直広に嫉しつ妬としてる。

　───ダメだ。もう諦めるしかないんだから…諦めなきゃダメなんだから…。

「全部、夢だったらよかったのに…」

　弓道も、直広も、海里も……全部……。

　眠ねむりに落ちて忘れてしまおうと、俺は再びベッドに倒れ込む。

　そして、考えることを放ほう棄きした俺はムリヤリ目を閉じ、闇やみの中へと落ちていった───。
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　朝、頭が痛いと噓うそをついた俺は二限目からの登校を目指してとぼとぼと学校へ向かっていた。

　はぁ…学校なんか行きたくないなあ…。

　今日は土曜日で午前授業だけだし、なんとか海里と顔を合わさずにすめばいいのに。

　だって、別れたんだってどんなに自分を納なつ得とくさせようとしても、全然心が海里を忘れようとしてくれない……。そんな状態で海里に会うわけにはいかないよ。

　ずっとずっと好きだったんだもんな…。好きだったのと同じくらいの時間がたたなきゃ、諦めることなんてできないのかもしれない。

　俺は仕方なく重い足を引きずりながら、昇しよう降こう口ぐちを入る。

　靴くつを脱ぬいで上うわ履ばきに履はき替かえて顔をあげた瞬しゆん間かん、心底驚おどろいた。

「…遅おそかったな」

「……か、海里」

　なんでこんな時間にこんなところにいるんだよ!?

　今はどのクラスも授業中だろ！

　授業が始まってれば、海里に見つからなくてすむと思ってたのに、こんなにもあっさり捕つかまっちゃうなんて。

「昨日も今日も何のつもりだ？」

「べ…別に……。海里こそ、授業は…」

「外におまえの姿が見えたから抜けてきた」

「はあ？」

　抜けてきたって…おまえこそどういうつもりだよ!?

　あとで怒られるんじゃないのか…？

　そう云いおうと思って顔を上げた途と端たん、海里と目が合った。

　まっすぐに見つめてくる眼まな差ざしが苦しくて、俺は反射的に目を逸らしてしまう。

　あんな透とう明めいで綺き麗れいな瞳ひとみに見つめられたら、いつまでも俺、海里を諦あきらめきれないよ…。

「待てよ、直純！」

　海里の横を通り抜けて教室に向かおうとしたら、ぐっと腕うでを摑まれて体を壁かべ際ぎわに押し付けられてしまった。　>>>♥

「…っ!!」

　……やっぱ、怒ってるよな？

　でも、いっそ愛想尽つかしてくれたほうがいいのかもしれない。

　同情で優やさしくされるくらいなら……嫌きらわれてしまったほうが……。

「何なんだよ」

　イライラした口調で詰つめ寄ると、海里はガンッと壁かべを殴なぐった。

「…………」

「俺と喋しやべりたくもない？　だけど、そんなんじゃ俺は納得できないんだよ」

　海里の様子がおかしい？

　怒るのは当然かもしれないけれど、俺の知ってる海里はこんなふうに感情的になるようなやつじゃなかったのに…。

「……俺は……」

「いいからちょっと来い！」

「え…っ!?　なっ、離はなせよっ！」

　痺しびれを切らした海里は俺の腕をすごい力で摑んだ。

「話がある」

「おまえとはもう別れたんだから！　話すことなんてもうない…っ!!」

「俺は納得してないって云っただろ」

　海里は俺を引き摺ずるようにして、昨日の朝と同じ方向へ向かっていった。

　ちょ、ちょっと！

　俺もおまえも上履きのままだぞ!?

　そんなことには構う素そ振ぶりも見せず、海里はずるずると俺を引っ張っていく。

　海里が突とつ然ぜん、こんな行動に出るなんて思いもしなかった……。

「や…やだっ！」

「───…」

　預けっぱなしにしていた鍵かぎを使って弓道場を開けた海里は、その中へ俺を連れ込むとズカズカと足を踏ふみ入れた。

「…そんなに怯おびえるなよ。話がしたいだけだ」

「あ……」

　道場の奥にある畳たたみの部屋まで来てようやく手を離すと、海里は動どう揺ようして視線を泳がせている俺を見て、歯は嚙がみしながら乱暴に髪をかき上げた。

「そこ、座れよ」

「う…うん」

　どっかりと腰こしを下ろした海里から少し距きよ離りを空けて、俺は膝ひざを抱かかえて座り込む。

　き…気まずい。

　鋭えい利りに整った横顔がむっつりと黙だまっているだけで迫はく力りよくがある。

「……どうして、俺のこと避さけたんだ？」

「…………」

「一昨日おととい、好きだって云ったのは噓だった？」

「…………」

「俺といるのがそんなに嫌いやなのかよ？」

「…………っ」

　嫌になるなんてこと、あるわけないじゃないか！

　俺は膝を抱えたまま拳こぶしをぐっと握にぎりしめた。

「────何にも云ってくれないんだな…」

　海里は深いため息をつく。

「…………」

「直純にとって、俺はその程度だったんだ」

「…あ……」

　すっと立ち上がり向けられた海里の背には、拒きよ絶ぜつの色がはっきり示されていた。

　もう…これで本当に終わりなんだ…。

　きっと、こんな俺に呆あきれ果てたに決まってる。

　これが海里のためだってのはわかってるけど、嫌われたくはなかったな……。

「入部希望も取り消すから。俺の顔なんて、見たくないんだろ？」

「……っ」

　自じ嘲ちよう気味に云いい放った海里の言葉が胸に突つき刺ささり、瞳の奥がじんわりと熱くなる。

　泣くな俺！　男だろっ、泣いちゃダメだってばっ…！

「…っく」

　せめて海里がいなくなるまではガマンしようと思ってたのにダメだった。

　カッコ悪いところだけは見せたくなかったのに。

　海里を困らせたくなかったのに…もう、堪こらえきれない……。

　流れ出した涙なみだは際限なく溢あふれてくる。

　俺は膝に顔を埋うずめ、とうとうしゃくり上げてしまった。

「……どうして泣くんだよ」

「ごめ…っ、俺……」

「泣くなよ。泣かれるとどうしていいかわかんなくなるだろ？」

　顔をそっと起こされると、目の前に膝をついた海里の姿があった。

　頰ほおを両手で包まれ、目め尻じりに溜たまった涙を親指で拭ぬぐわれる。

「潔いさぎよく諦めてやろうと思ってたのに、…くそ」

「かい…り…？　え…っ」

　強い力で抱だき寄せられ、俺の顔は海里の胸に押しつけられてしまう。

「こんなわけがわからないまま別れるなんて、やっぱり納得がいかない。頼たのむから…理由を云ってくれ」

　耳に届く苦々しい海里の声に、俺はどうしても首を横には振ふれなかった。

　海里、直広に惹ひかれているはずなのに…まだ自分の気持ちに気付いてないのか…。

　だったら、別れの理由をちゃんと話してやったほうが、海里のためになるよな。

　俺もこれ以上、ごちゃごちゃした気持ちのままじゃ辛つらいだけだし…。

　そう意を決して、俺は海里に呟つぶやくように切り出した。

「───気付いてないかもしれないけど、海里は直広のこと、好きなんだよ…」

「…………何の話をしてるんだ？」

「直広の気持ちは…俺も気付いてたし。俺なんかより……直広のほうが海里には似合ってると思うし……」

「だから、何云ってるんだ、直純？」

「でも、海里優やさしいから…直広を好きになっても、きっと俺に云い出せないんだろうなって思ったんだ。だから…っ、俺、身を…引こうって……」

「───…バカだな」

　呆れ果てたような海里の口調に悲しくなる。

「だって、俺……っ」

「俺は直純を好きだと云ったはずだ。そんなに俺が信用できなかったのか」

　語気が強くなった。

　叱しかりつけるようなそれに、俺はビクリと体を竦すくませる。

「ちが…っ、海里のことは信じてる！　だけど……だけど、海里のためを思ったら……」

「勘かん違ちがいも大たい概がいにしないと、怒おこるぞ？」

「だって…一昨日も二人で話してたの俺に隠かくしてたじゃないかっ。それに……昨日…直広とキスしてた…だろ……」

「ったく。なんでそうなるんだ…」

「でも、俺見たんだよ！」

「───いいか？　朝、おまえの弟に好きだと云われたのは事実だ」

「…………!!」

　やっぱり……海里、直広に告白されてたんじゃないか…。

「最後まで聞けって。おまえからあいつに乗り換かえないかと云われたが、そんな見え透すいた噓うそを俺が信じるわけないだろう？」

「……噓？」

「ああ、おまえから俺を引き離はなそうって作戦だろ。キスだってされそうにはなったけど、寸前でやめさせた」

「噓じゃなくて、本気かもしれないじゃないか…っ」

　確かに直広は泣きそうになって俺のことを止めたんだ。あんなに本気な顔した直広が噓をつくとは思えない。

「本気だったらあんなこと云わないだろうな」

「あんなことって…」

「大人しく誘ゆう惑わくされておけば、直純に手を出したことを許してやったのに、だとさ」

「なんで…あいつがそんなこと…」

　そんなことしてまで俺と海里を近付けさせたくなかったって云うのか？

　なんの必要があってそんな……。

「大好きなお兄ちゃんに、悪い虫をつけたくなかったんだろ？」

「虫……？」

　じゃあ、直広は本当に海里を好きでもなんでもなかったってこと？

　なら…俺…海里を好きでいてもいいの…？

「もう一度云うから、よく聞けよ」

「う…うん」

「俺は、直純がずっと好きだったんだ」

　海里は俺の両りよう肩かたを摑つかんで体を引き離すと、まっすぐに真正面から見つめてくる。

「で…でも、ずっとって云っても…ついこの間だろ？　眠ねむってる俺を見てって云ったよな…」

「───…っ」

　きょとんと目を丸くしたら、海里は苦々しい表情を浮うかべた。

「……去年の大会で見かけたときから、ずっと好きだったんだよ、俺も」

「噓!?」

「あのとき、ジャンケンに負けて使いっ走りさせられてたろ。何度やっても直純『パー』で負けてばっかでさ、そのくせ負けると誰だれかが手を貸してて」

　確かにそんなことはあったけど、あんなカッコ悪いとこ見られてたのか！

「何にでも一生懸けん命めいなのにドジなとことか、くるくる表情が変わるとことか…目が離せなかったんだ。せめて…もう一度会いたくて色々調べたけど、学校は遠いし期待してた大会にはおまえの姿は見当たらないし」

「ご、ごめん」

　去年の大会は先輩たちが強かったから連れて行ってもらえたんだけど、今年は俺一人の実力じゃ本戦出場なんか無理だったんだよね…。

　だけど…噓みたいだよ。海里も俺と同じことしてたなんて……。

「……だったら、どうしてそう云ってくれなかったんだよ」

　俺は恨うらみがましく海里を上うわ目め遣づかいで睨ねめつける。

「…云えるかよ」

　海里は憮ぶ然ぜんと呟いた。

「なんでだよっ」

　なんで、そんな拗すねた顔するわけ？

「───いくら好きだからって云っても、こっそり調べて追い掛かけ回してただなんて、そんなのカッコ悪いだろ。直純だって…俺の写真隠し持ってるの知られたくなかったみたいだし」

「でもあれは…隠し撮どりだし、気味悪がられたら嫌いやだなって思って…」

「俺だって、嫌きらわれたくなかったんだよ」

「そんなこと…っ」

　あるわけないって云おうとして、やめた。だって実際、そう思ってたのは事実だもんな。

「おまけに偶ぐう然ぜん、親の転勤がこっちに決まったとはいえ、直純がこの学校にいるのを知ってて転校先を決めたんだ。……直純が俺に惚ほれてくれなかったら一人でバカみたいじゃないか」

　おまえの弟が俺をストーカーだと云ったこともあながち噓じゃない、と海里はしぶしぶと付け加えた。

「ほ、本当に…？　海里…俺のこと…好きなんだ…？」

「そうだって何度も云ってるだろ。ついでに云ってしまえば、初日に弓道場に行ったのだって直純に会えるかと思ったからだ。無防備に眠っているおまえを見つけたときは、夢でも見てるのかと思った」

「俺だって…夢かと思ったよ……」

　キスされて目が覚めたら、そこに恋こい焦こがれてやまないひとがいたんだから。

　じゃあ…俺、無理して諦あきらめなくてもいいんだよな。

　…よかったぁ……。本当に海里を好きでいてもいいんだ…。

　それにしても…直広のやつ[image: ][image: ]っ！

　俺に何の恨みがあってこんなことしやがったんだ！

　今回ばかりは冗じよう談だんじゃすまない。絶対にキツイお灸きゆうを据すえてやる！

　今更になって沸ふつ々ふつと湧わき上がってきた怒いかりに眉まゆ根ねを寄せていると、海里が俺の耳を軽く引っ張った。

「おまえが俺に夢見てるみたいだったから猫ねこを被かぶってやったけど。これからは容よう赦しやしないからな」

「は？　猫？」

「もう諦めてやらないって云ってるんだよ」

「えっと、海里……？」

「逃にげるなら今だぞ」

「わっ、ん……」

　潤うるむ目元をぺろりと舐なめられる。

「あとから嫌だなんて泣いても、聞いてやれないからな」

「そ…なの、云うわけないだろ…っ」

　顔中にキスされて、ふわふわとした気分になった。

　さっきは悲しくて涙なみだが出たけど、今は嬉うれしさで涙るい腺せんがじわりと滲にじんでしまう。

「もう泣きやめよ」

　海里はそう云って、[image: 啄]ついばんでいた俺の唇くちびるを塞ふさいだ。

「ぅ…んっ」

　初めは、ぼんやりと幸せな気持ちでその口づけを味わってたんだけど……。

　ちょ……苦しいかも……っ。

　俺はどんどんと海里の背中を叩たたいて、キスをやめさせた。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]ぷはっ、苦し……」

　し…死ぬかと思った……。泣いてるときって鼻から息吸えないのか。

「だから泣きやめって云っただろ？」

　してやったりというような海里の笑え顔がおに、俺は俯うつむいてしまう。

「……だって、しょうがないじゃん…」

　海里が俺のこと、そんなに想おもってくれてたなんて知らなかったんだから。

　嬉しくて泣きたくなっちゃっても仕方ないじゃんか。

「直純は笑ってる顔のほうがいい」

「そ、そうか？」

「泣いてる顔も可愛かわいいけど、虐いじめたくなるから」

「なんだよ、それっ」

　俺が拗ねた顔をしていると、海里は表情をキリリと引き締しめてじっと見つめてきた。

「…なあ。もう一度云いってくれよ」

「え…？」

「俺のこと、好きだって」

「…昨日云ったじゃんか」

「もう一度云えよ。俺だって不安なんだからな」

　弱気な発言とは裏腹に、口調は自信満々って感じで俺はつい笑ってしまった。

「その口くち振ぶりのどこが不安だって？」

「云えって」

「あ…っ」

　耳みみに言葉が吹ふき込まれ、それと一いつ緒しよに耳みみ朶たぶを甘あま咬がみされる。

「───直純」

　名前を呼ばれた俺は、一度大きく深呼吸をしてから目を閉じた。

「……好き」

「もっと」

「…好きだよ、海里…」

　自分の言葉に胸が切なくなる。

　好き、大好き。

　世界中で一番好き。

　どんなに言葉を積み重ねても、この気持ちは云い表せそうにない。

　言葉だけじゃ物足りない。

　甘あま酸ずっぱい感情が込み上げて、いてもたってもいられなくなった俺はぎゅうっと海里に抱だきついた。

　やっぱり相手が海里だと触さわられても大だい丈じよう夫ぶなんだよな。他人の体温がこんなに気持ちいいって思えたのは海里が初めてだ。

　優やさしく背中を撫なでられる心地ここちよさに目を瞑つぶると、海里の手の平の感かん触しよくが薄うすい布越ごしに伝わってくる。

　───ん？

　薄い布越し…？　俺、学ラン着てなかったっけ？

　いつの間に上着脱ぬがされてたんだ!?

「海里……？」

「なに？」

　海里は背中を撫でていた手で、ズボンにたくし込んでいた俺のシャツを引き抜ぬいていた。

　そこにできた隙すき間まから指先が潜もぐり込んでくる。

「……どこ触ってるんだよ…っ」

「腰こし、かな」

「かなって……んっ」

　脇わき腹ばらを撫で上げられて、体が竦すくむ。

　腕うでの中に閉じ込められているせいで、俺は不ふ穏おんな動きをするその手を押さえることすらできない。

「嫌か？」

「嫌、とか……そんなんじゃなくて……」

「じゃあ、何？」

「その…あとでじゃダメなのか…？」

　一昨日も、その前もしたじゃんか！

　紆う余よ曲きよく折せつあって一日空いたとはいえ、いくらなんでも今日もってのは……。

「今、欲ほしい」

「な……、ちょっとはガマンできないのか…!?」

　それに───。

　このシチュエーションって俺がされるほうなんじゃ…!?

「好きなやつにあんな可愛いこと云われてガマンできる男がいたら見てみたい」

「可愛いことってな……海里!?」

　しゅるりとベルトが引き抜かれて、ファスナーが下ろされる音が聞こえた。

　本気かよ!?

「ちょっ、ま…待て！　話が違ちがうだろ…!!」

「話？」

　体を離はなそうとしてみたけど、腰に回された腕は緩ゆるむ気配もない。

「っん、一昨日は……負けたけど……」

「そうだったな。直純が負けてくれたんだよな、俺の為ために」

　耳に掛かかる吐と息いきは相変わらず甘くて、条件反射のように俺は体の芯しんから蕩とろけそうになってしまう。

「でもっ、その…俺だって……」

「ああ、そうか。上がいいんだっけ？」

「そうだよっ」

「わかった。今回は直純が上、な」

　海里は何故なぜかニヤリと笑う。

　───？

「あ……うん」

　予想外にあっさりと了りよう承しようされちゃって……拍ひよう子し抜ぬけした。

　で…でも！　やった、念願の『上』だ！

　今度こそ俺が海里をリードして、ちゃんと気持ちよくしてやるんだから…っ！







　───ってせっかくドキドキしてたのに!!

　今は違うドキドキでいっぱいだった。

「海里…っ、なんか違わないか…？」

「そんなことないだろ？」

「絶対おかしいって！　あ…っ」

　今の俺は辛かろうじてシャツ一枚を羽織ってるだけ。

　どうしてか下か肢しから全すべて剝はぎ取られた状態で、膝ひざを崩くずして座っている海里の上を膝立ちで跨またいでいた。

「ん……ぁ…やっ」

　海里は反り返った俺の中心を手の内で扱しごいている。

　先せん端たんから溢あふれる雫しずくのせいで、くちくちとやらしい音が聞こえてきてどうしようもなく恥はずかしい。

「や、だってば…海里…っ」

　海里の肩かたに摑つかまってそれを支えにしてるけど、なんだか腰から下がガクガクする。

「こんなに濡ぬらしてるのに？」

「それは…っ」

　しょうがないじゃんか。

　俺だって男なんだから、そんなことされれば……さ。

　でも、嫌いやだって云いってるのは行こう為いそのものじゃなくてこの体勢。

　上は上なんだけど、でもさあ!!

「ほら。見てみろよ？」

　そう云って、海里は目を逸そらせていた俺の顎あごを引く。

　咄とつ嗟さに目を瞑ろうとしたけど一いつ瞬しゆん遅おそく、その刺し激げき的な光景が視界に飛び込んできた。

「……あッ……」

　海里の手の中の俺はヒクヒクと浅ましく震ふるえ戦おののいていた。

　視覚からも刺激されて、腰の奥がズクンと響ひびく。

　上下に緩やかに扱かれれば、もどかしさに攻せめ立てられた。

「ふ……ぁ…っ、や、やだっ」

　海里は真っ赤になってる俺の顔を見上げた。

「恥ずかしい？」

「…ったり前だろ…！」

「でも、自分で見てるほうが感じるだろ？」

「…っ!!　いじ…わる……」

　海里って…海里ってこんなやつだったのか…!?

「直純が可愛かわいいから、虐いじめたくなるんだよ」

「バカ海里っ、人のせいにすんな！」

　文句を云うと、これ見よがしに胸の突とつ起きを舐なめ上げられて、ビクリと反応してしまった。

「っあ！」　>>>♥

「可愛くないことを云うならお仕置きだ」

　這はわされた舌はそのまま同じ場所をくすぐってくる。

　舌先で円を描えがくようになぞられると、そこはぷつんとした赤い尖とがりに変わった。

「ん……、つっ」

　硬さを増した突起に咬かみつかれ、痛みと一いつ緒しよに起きた甘い痺しびれが体の奥の熱を上じよう昇しようさせる。

　熱い…っ。

　まるで体を内側からチリチリと焦こがされていくような感覚が怖こわくて、俺は肩を摑む手に力をこめてしまう。

「気持ちいい？」

「…っかんないよっ」

「じゃあ、もっと」

「ぁんっ」

　舌を蠢うごめかせながら、切れ長の瞳ひとみで上うわ目め遣づかいに見上げてくる海里がやけに楽しそうに見えるのは気のせいじゃない…と、思う。

　あ……海里の目って黒く見えるけど、よく見ると濃こい焦げ茶なんだ…。

　はだけたシャツから覗のぞく胸むな板いたは、しっかりと筋肉がついてたりするし…。

「余よ裕ゆうだな。何、考えてる？」

「いっ！…そ…なわけ、ない…っ」

　考え事してたけど、余裕なんかあるわけないじゃん！

　海里のことしか考えられなくなってるっていうのに。

　それのお仕置き、と云わんばかりに中心をキツく握にぎり込まれ、俺は身み悶もだえた。

「離し…っ、かい…り……！」

「もう限界？」

「イっちゃ…ってば…！」

　芯を持った俺自身はこれ以上ないってくらい張り詰つめてしまっている。

　海里の手はずっと休みなく動いて俺を逃にげ場ばのないところまで追い詰めていた。

「このままイケよ」

「でも…ダメ…だよっ」

　出したら、海里のこと汚よごしちゃう…っ。

「俺はいいから」

「やっ…ぁ…」

　俺が必死に堪こらえようとしてるのに、海里は手にした俺自身を扱くリズムを速くする。

　潤うるんだ先端を親指の腹で撫なで回され、それでも歯を食いしばって耐たえていたら、海里はおもむろに空いていた自分の指先をペロリと舐めた。

　何…してんの？

「いらない我が慢まんなんかするなよ」

　濡れた指先は後ろへと回り込み、下肢の付け根の乾かわいた蕾つぼみを探さぐりあて───。

「ん……ぁっ」

　ウ…ソ……ッ。

　堅く閉とざしたそこへ強ごう引いんに唾だ液えきで少し濡れた指を突つき立てられ、俺は海里の首にしがみついた。

「ぁあ…っ」

　指が引き抜ぬかれる感かん触しよくへと意識を移した途と端たん、強く自身を握り込まれた俺はとうとう溜たまっていた熱を弾はじけさせてしまう。

　同時にカクンと膝の力が抜け、俺は崩れるようにして海里の膝の上に腰こしを落とす。

「ご、ごめ……」

　荒あらい息を繰くり返しながら目を開けて謝ると、とんでもない光景が飛び込んできた。

　───うわ…。

　ビクビクと下肢を震わせて吐はき出した白はく濁だくは、海里の鎖さ骨こつや胸、俺の腹にまで生々しく散っている。

　シャツの前が開いてたから、海里の服を汚さずにはすんだけど……。

　そのせいで、綺き麗れいに筋肉のついた海里の体が余計にやらしく見えた。

「なんで謝るんだ」

「だって、汚しちゃったし…っ」

「馬ば鹿かだな。謝るなら俺のほうだろ？」

「え？」

　ぱっと顔を上げると海里はにっこりと微笑ほほえんでいて。

「イカせたのは俺なんだからさ」

　そ、そういえば、そうだった…。

　───でも、それにしたって…っ。

「どうしてまた俺がされてるほうなんだっ」

「上がいいって云っただろ？」

「云ったけど、こういうことじゃなくて……何してっ!?」

　海里は俺の腰を摑んで、体を少し前のめりに屈かがめると、あろうことか俺の胸元に飛んだ白濁を舐なめ取ろうと舌を出したのだ。

　俺は慌あわててそんな海里の頭ごと押さえ込む。

「やめろよ！　そんなの舐めるなっ！　き、汚きたないじゃんか」

「今いま更さらなに云ってるんだよ？　昨日は口でしてやったろ？」

「わーっ、云うなってば!!」

　あれもすんごい恥はずかしかったんだから…!!

　こんな綺麗な顔なのに、海里ってすることが大だい胆たんというか…。

　心臓がいくつあっても足りないよ、俺。

「んっ」

　結局、俺の隙すきをついて体液を舐め取ってしまった海里は聞こえないくらいの大きさでぼそりと呟つぶやいた。

「……よがってたくせに」

「何か云ったか？」

「照れなくたっていいだろって云ったんだよ。……そういえば、昨日云ってたよな？」

「────え？」

「直純もしてくれるって云っただろ？」

　挑いどむような笑えみを向けられ、俺はごくりと喉のどを鳴らす。

　確かにそんなことを云ったけど……。

「それは…」

　その場しのぎというか、逃げ口こう上じようというか。

「まさか忘れてなんかないだろうな」

「お…ぼえてるに決まってるだろ！」

　俺はついムキになって、そう云い切ってしまった。

　うう…どうしよう…。

　力ちからいっぱい認めてしまった手前、もうあとには退ひけない。『やっぱりできない』なんて云うわけにはいかないじゃん！

　そうだよ、海里にだってできたんだ。俺にだって…。

　意を決した俺は海里のズボンのベルトを外し、ファスナーを引き下げる。緊きん張ちように震ふるえる手をその中に差し入れ、海里自身を露あらわにした。

「わっ」

　成長しかけていたそれは、俺が触ふれた途端ぐんと体積と硬さを増した。

「…できるか？」

「平気だよ！　できるよ！」

　…多分…。だって、海里がしたみたいにすればいいんだろ？

　だったら、俺だってできる…はず。

　と…とりあえず、舐なめればいいのかな…？

　でも、どこからすればいいんだ？　えっと…あのとき、海里どうやってたっけ？

　思い出そうとしても、頭の中が真っ白になった記き憶おくしかなくて俺は固まってしまった。

「口じゃなくてもいいけど？」

　海里は困こん惑わくしてる俺のもう一方の手を取り、自分の足の間に導いた。

「え…あ、海里…？」

「手なら簡単だろ」

　トクトクと熱く脈打つ海里の昂たかぶりは、両手を添そえて強く握るとヒクリと反応を返してくる。

「こう…？」

「ああ、自分でするようにやればいい」

　恐おそる恐る手の中のものを扱くように指を動かすと、それは明らかな変化を見せていく。

　その変化に励はげまされるように強弱をつけて擦こすり上げれば、海里の欲望はどんどん凶きよう暴ぼうに猛たけっていった。

「───気持ちいい？」

「直純がしてくれてるんだから、いいに決まってるだろ」

「じゃあ、イカしてやる」

　海里の言葉に気をよくした俺が、絡からめた指の動きを速くしようとしたら…。

「あ！　か、海里っ!?」

　ふいに尾びてい骨こつから降りてきた濡ぬれた指先が足の間に潜もぐり込み、またもや後ろの蕾にあてられた。

「手がとまってるぞ？」

「だって…、あ！」

　動どう揺ようしている間に、ぬるぬるとしたそれは簡単に内部へと押し入っていく。

　もしかしてこのぬるぬるしたのって、さっき俺が出したやつ…？

「…ぁ…やめ…っ、入れんなって…っ」

「ほら、ちゃんと指動かして」

「お…まえが、んなこと……ぅ…」

　手を動かそうとする度たびに浅い部分の粘ねん膜まくをひっかかれ、思うように擦り上げるリズムを刻むことができない。

「もっと擦れよ。イカせてくれるんだろ？」

「こ…の…っ」

　海里の軽口がどうにも悔くやしくて、俺は黙だまらせてやろうとぶつかるようにして唇くちびるを合わせた。

「……ん……」

　俺だって、されてるばっかじゃないんだからな！　>>>♥

　そんな気持ちを込めて、海里の下唇を咬かんで吸い上げる。貪むさぼるようにキスしたあと、そっと目を開けると海里の瞳ひとみはしっとりと濡れていた。

「…まいったな。俺も本気出さないと」

「え？　ちょっ…海…、んーっ」

　一いつ旦たん引き抜ぬかれたかと思うと、今度は二本の指で入り口を解ほぐすように動かしながら、少しずつ奥へと潜り込もうとしてくる。

　慌てて拒こばもうとしたら、なだめすかすかのように唇を[image: 啄]ついばばまれ、緩ゆるんだ隙に侵しん入にゆうを許してしまった…。

「ここだったよな？」

「や、やだっ、そこ…や……」

　浅い場所をしつこく撫なで回され、俺は堪たまらず海里のモノから手を離はなしてしがみつく。

「いい、の間ま違ちがいだろう？」

「ぁあっ！　い…や……」

「じゃあ、どこがいい？」

　ある一点ばかり攻めていた指が、内部を搔かき回すように大きく動き、それに合わせてぐちゅぐちゅと卑ひ猥わいな水音が響ひびくのが聞こえる。

　だけど、今度はわざとさっきのあの場所を避さけられてしまい、物足りなさに腰こしが揺ゆらめいた。

「どうした？」

「や…違……」

「違う？　何が？」

「さっきの…とこ…して…っ」

「さっきのって？」

　わかってるくせに、なんでとぼけるんだよ…っ！

「だから…もっと…あ…っ」

「ここ？」

「ぁん！　そ…こ……」

　やっと欲していた刺し激げきを一番感じるポイントに与あたえられ、俺は腰を揺らしながら蕾つぼみの中にある海里の指を締しめ付けてしまった。

「い…い、…気持ち…い……」

　思わず口から突ついて出た言葉を頭の中で反はん芻すうして、俺はカッと顔を赤らめる。

　こんなこと素す直なおに認めちゃうなんて…俺───。

「素直な直純も、可愛かわいいな」

「か…可愛くなんかっ…あっ…ん」

　容よう赦しやなく刺激する海里に反はん抗こうしながらも、俺は胸のドキドキが増していくのを感じていた。

　なんで俺『可愛い』なんて云いわれて嬉うれしく思っちゃってるんだよ…っ。

「も…無理……」

　メロメロになりそうな心と体で必死に限界を伝えると、後ろからあっさりと指が抜けていった。

　満たしていたものが突とつ然ぜん抜けて、後こう孔こうがジンジンと熱を持っているのがわかる。

「…そう云えば、直純は『される』んじゃなくて『したい』んだったよな？」

「え…？　あ、うん…」

　確かにそうは云ったけど……？

「リードさせてやるよ。自分で入れてみな」

　はぁ…？　入れてって……。

「えええええ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。とろとろにしてやったろ？」

　そーいう問題と違うだろ！

　別に俺は自分からそういうことをしたいわけじゃなくて…っ。

「だから、その…やっ…なに!?」

　海里は俺の腰を摑つかんで持ち上げ、再び膝ひざ立だちにさせたかと思うと、自分はごろりと寝ね転ころんでしまったのだ。

「何寝てんだよっ!!」

「このほうがやり易くないか？」

　そう云って海里は俺の両手を取って自分の胸につかせた。

　これでバランスは取れるようになったけど、浮うかせた腰の後ろ、解ほぐされた蕾には熱い感かん触しよくが当たっていて…。

「あとは一人でできるだろ」

　これって、海里の…だよね？

　どうしよう。すごい熱いんだけど……。

　こんなので貫つらぬかれたら、それこそ溶とけてなくなってしまうかもしれない。

「一人でって…俺……」

　どうしたらいいかわかんないよ！　おまえと違ちがって俺は初心者なんだからな!!

　だけど海里は俺に指一本触ふれようとはしてこない。

　俺が自分から動こうとしない限り、放ほうっておくつもりなんだ…！

　……どうして、エッチのときの海里って意地悪なんだろ……。

「やっぱり直純にはリードなんかムリか…」

「……っ…で、できるに決まってるだろっ！」

　───はっ…。

　また、売り言葉に買い言葉。これじゃ、海里の思うツボじゃないか俺…。

「そのまま体を落とせばいいんだよ」

　なんでもないことみたいに云われて、俺はぐっと言葉を詰つまらせる。

　───仕方ないよな…。

　俺の中心は痛いくらい張り詰めてるし、体の熱は一向に退かないし。

　この辛つらさから逃のがれるには腹を括くくるしかないのか…。

「……っ」

　俺はやっとのことで覚かく悟ごを決めて、怖こわ々ごわと腰を落としてみた。

　だけど、その…なんていうか、滑すべってなかなか入ってくれなくて…。

　困って縋すがるような視線を海里に向けても、にっこりと微笑ほほえみ返されるだけだった。

　ちくしょう、この野や郎ろう…っ。

　闘とう争そう心しん（と云っていいのか…）を燃え立たせた俺は半ばヤケに近かったかもしれない。

　それまであった躊躇ためらいを思い切って捨て去ると、俺は片手を後ろに回し、海里の中心を持って自分で腰の奥へとあてがった。

「ん…っ」

　少しだけ体重をかけると、俺の中にぐっと先せん端たんが滑り込んでくる。

「ぅ……んんっ」

　手を離し、ゆっくりと体の奥へ海里の昂たかぶりを沈しずませていくと、急激に貫かれるのとは違う感覚に全身が震ふるえた。

　体内がちょっとずつ海里の形に押し開かれていくのがわかる。

　もう…ちょっとで…全部…？

　あんまり痛くないし、なんとか入る…かも…っ…。

「…っ!?」

　だけど、あと少しというとき、すい、とイタズラな海里の指先に太ふと腿ももを撫で上げられてしまったのだ。あまりの不意打ちに、全神経を集中させていた下か肢しの力が抜け落ちた俺は……。

「ぁあ…っ！」

　自分の重みで、海里の昂りを根元まですっぽりと飲み込んでしまった。

　覚悟してなかったいきなりの摩ま擦さつと、体の中を満たす物もの凄すごい圧あつ迫ぱく感かん、そして怖こわいくらいの気持ちよさに俺は思わず泣きたくなる。

「───…っ」

「できたじゃないか」

「海里のバカ…っ。あんなときに触さわんな！」

　ひどいよっ、あと少しだったのにっ!!

　ぜえぜえと肩かたで呼吸しながら、俺は海里に抗こう議ぎした。

「感じて力抜けたんだ？」

「[image: ][image: ][image: ]知るか！」

「照れるなよ。直純は気持ちいいとき、キツくなるからすぐわかる」

「な…っ！」

「動かないのか？　入れただけじゃイケないぞ」

「うご…俺が!?」

「リードするって云ったのは直純だろ？」

　海里は俺の先端から滴したたり落ちた雫しずくを指先で掬すくって、これみよがしに舌で舐めとった。

「…っ!!」

　視覚からきた刺激で、海里の熱を飲み込んだ場所がジン…と疼うずいてしまう。

「いつまで焦じらすつもりだ？」

「だって、俺、どうしたらいいかわかんないもんっ」

　俺はギリギリな感じなのに、なんでおまえはそんなに余よ裕ゆうたっぷりなんだよっ。

　なんとなく…憎にくい…。

「直純の体は、どうしたいって云ってる？」

「俺の…カラダ…？」

「こっちだって、こんなにして」

「っあ！」

　やっ、バカ、触るな！　握にぎるな！　擦こする…なってば……。

　くそっ！　なんで、こんなあっという間に息が上がっちゃうんだよ…俺っ。

「もう、辛つらいんだろ？」

「ぁ…ぅ……くっ」

　しばらく放置されたままだった俺の中心は緩ゆるやかに扱しごかれただけで、はしたなく打ち震えた。

　それだけじゃ欲ほしかった刺し激げきには全然足りなくて、勝手に腰こしが揺ゆらめいてしまう。

「ふっ…う、あ、あ…っ」

「できるじゃないか」

　海里はそのキレイな顔でニヤリと凶きよう悪あくに笑う。

　どうしてそんなに余裕あるかなあ！　>>>♥

　悔くやしくて悔しくてしょうがなくて、俺は最後の力を振ふり絞しぼって反はん撃げきを試みた。

「っつ……んんっ！」

　ほとんど感覚なんか残ってない足と震える腕うでを支えに体を持ち上げて、俺の中にいる海里の欲望をギリギリまで引きずり出す。

　体内にいた凶きよう暴ぼうすぎるくらいの熱が抜ぬけ出ていく感触に、ぞくりと皮ひ膚ふが粟あわ立だった。

「…っ」

　微かすかだけど眉まゆを顰ひそめた海里を確かく認にんした俺は、さっきの不意打ちのときと同じ要領で腰を沈み込ませた。

「ぅン…っ」

　深い場所を突つき上げられる感覚に背筋がピンと仰のけ反り、俺の喉のどからは甘ったるい声が零こぼれ出る。

「あっ…ふぁ…っ」

　上に乗って自分から動くなんて、本当にどうかしてると思うけど、海里の余裕をなくしたい一心で俺は必死に腰を揺らした。

「───…まいったな」

　荒あらい息を継つぎながらこっそりと視線を向けると、海里は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で呟つぶやいた。

「泣きついてくるかと思ってたが、俺も本気出さないとな」

「云ってろ。俺だって……」

　もう一度、体を浮かせて海里の昂りを飲み込もうとした矢先───。

「あ…あぁ…っ！」

　俺の意志などおかまいなしに、両手でガッチリと腰を摑つかまれ、力ずくで引き下ろされた。

　腹筋を使って体を起こした海里は、痺しびれたままの俺の膝ひざを抱かかえ直し、繫つながりを一層深くする。

「しっかり摑まってろよ」

「なに…、や、やだ…っ！　何だよ、この体勢!!　自分で動けって云いったのは海里じゃんか！」

「気が変わった」

「そんなのズルイ…っ、ぁ…ッ」

　さり気なくペロリと耳みみ朶たぶを舐なめられて、俺は思わず息を飲む。

「…最高に気持ちよくしてやるから」

　何なんだよっ、その恥はずかしいセリフ!!

　最上級に甘い声音で囁ささやかれたりなんかすると、体が溶とけ出しちゃいそうになるじゃんか。

　でも、絶対に俺が云ったら笑われるような台詞せりふでも海里が云うと様になるから凄すごい。

　おまけに、その効果は絶大───。

「え…？　っぁ、やっ！」

　腕を首に回すよう促うながされたかと思ったら、すぐに体ごと持ち上げられ、ギリギリ先端だけを含ふくんだ状態でまた体を落とされた。

　急に与あたえられた快感に、俺は思わずキュウっと海里のモノを締しめつけてしまう…。

「さっきより中が熱くなってる」

「知らな…っ、やあぁっ！」

　角度を変えながら腰の奥を深々と抉えぐられて、刺激の変化に内ない壁へきがヒクヒクと収縮するのを止められない。

「かい…り…っ、ぁん…っ」

　肩かた口ぐちにあたる海里の吐と息いきも、俺の中でリズムを刻む欲望もテンポが速くなっている。

　海里の腹で擦こすれる俺自身も限界が近くて…。

　繫がりを激しく揺さぶられ、突き上げられたりなんかすると、一気に血液の流れが速くなり体の奥に狂くるおしい衝しよう撃げきが生まれていく。

「海里っ、や、イっちゃ…」

「そういうときはイカせてっ云うんだよ」

　こんなはずじゃなかったのに。死んじゃいそうに気持ちいい。

　望んでいた行こう為いとは違ちがってるんだけど、なんか…意地とか理想とかこだわりとか、もうどうでもいいような気さえする…。

「お、ねが…っ、…イ…せて…っ」

　激しい快感に蕩とろけそうになりながら縋すがりついてそう懇こん願がんした瞬しゆん間かん、海里は目一いつ杯ぱい俺の腰を引き寄せた。

「───あぁあっ!!」

　最奥で熱い飛ひ沫まつが弾はじけたのと同時に、何もかもが真っ白になる。

　海里と一いつ緒しよに二度目の絶頂を迎むかえてしまった俺の体は、ビクビクと痙けい攣れんしながら切なく疼いていた。

　グッタリと倒たおれ込むようにして抱だきついた俺の背中を、海里はそっと撫なでてくれる。

　ぐずる子供をあやすようなその仕草に、少しずつ強こわ張ばった四し肢しが解けていくのがわかった。

「…直純？」

　呼吸が落ち着いてきたというのに顔を上げようとしない俺を、不安そうな声が呼び掛かける。

「…………」

「どうした？　直純」

「………なんでもない」

「よくなかったか？」

「………喋しやべるなってば」

「───もしかして、嫌いや、だったか？」

「…………」

　だーっ、もう！

　頼たのむからそっとしておいてくれよ!!

　色々と自己嫌けん悪おに陥おちいってる最さい中ちゆうなんだから。

　そそのかされたからって、自分で入れちゃうなんてそんな……。

　しかも、『死んじゃいそうに気持ちいい』だとか『こだわりとかどうでもいい』とかって思っちゃった自分が恥ずかしいんだよ！

「どうしても嫌なら、もうしない。だから、顔…」

「……嫌じゃない」

「え？」

「嫌じゃないから困ってるんだろっ」

　不本意なはずの行為なのに、途と中ちゆうから自分で求めてしまった。

　して欲しいって思ってしまった。

「それって……」

「云うなってば！」

　死ぬ程ほど乱れてしまったことよりも、そんな胸の内が恥ずかしくて。

　どんな顔してればいいんだよ。

　俺は王子様になるんじゃなかったのか？

　海里を守って、リードして……のはずなのに、これじゃすっかり逆じゃんか！

「───直純」

「バカッ。んな嬉うれしそうな声出すな！」

　こんなに俺が動どう揺ようしてんのに…!!

「だって。俺に抱かれてもいいってことだろ？」

「云うなっつーの！」

「そう思えるくらいよかったってこと…なのか？」

「そーだよ！　だからちょっと黙だまってろっ」

　喋ると繫がった部分から、ヘンに振しん動どうが伝わってくるんだよ！

　……云ったそばから自分で動いちゃって、さっきの余よ韻いんに体の奥がざわめいてしまった。

　はぁ…。こんなはずじゃなかったのに…俺の体、一体どうしちゃったんだろ…。

「直純」

「喋んなって云ってんだろ！」

「でも、この体勢って拷ごう問もんに近いんだけど」

「え…？」

「さっきも云ったよな？」

「なに…を…？」

　含むような物言いに、嫌な予感がした。

　な…なに？　ヘンなこと考えてるんじゃないだろうな？

　しがみついていた腕うでを解ほどき、俺は海里の顔を覗のぞき込む。

「好きなやつに可愛かわいいこと云われて大人しくしてるなんて男が廃すたる」

　はい？

　まさか、それって、あの…。

「ま、待てって…！　わかったから！　離はなれるから…っ!!」

「もう遅おそい」

「あっ、マジで…!?　んんっ」

　いとも簡単にひょいと腰こしを抱かかえ直され、俺は畳たたみに押おし倒されてしまった。

　繫つながったままの部分を意識すれば、ついつい含んでいるものを締めつけてしまう。

　溶け合ったばかりの内部は、微かすかな刺し激げきでさえ丁てい寧ねいに拾い上げてくれちゃうわけで…。

「コラっ！　今日はもうヤダ…っ、ぁ、んっ」

　な…なんで、また俺の中でソレを大きくしてるんだよっ!?

「責任取れよ。こんなにしたのはおまえだろ？」

「そーかもしんないけど、も…無理…っ」

　高まる体温と掠かすれる語ご尾び。

　持ち主が嫌だって云ってんのに、カラダだけその気になるなよ！

　すっかり敏びん感かんになってしまっている自分の体が恨うらめしい。

「無理かどうか試ためしてやるよ」

「や、いいっ、しなくていいっ!!」

　むしろ、しないで下さいお願いします。

　だけど、そんな俺の希望は訴うつたえることすら許してもらえなかった。

「嫌じゃないだろ？」

「嫌じゃないけど、これ以上は嫌だっ！」

　喚わめく口を一度キスで塞ふさがれて。

「…直純」

　耳に吹ふき込まれる吐息も肌はだを這はう指先も、次し第だいに俺から抵てい抗こうする気き概がいを奪うばっていく。

「ぁ、かい…り…っ」

　ああもう、俺ってば……。

　───こいつが好きだ。

　世界で一番、海里が好きなんだって思う。

　どんなことがあっても、この気持ちは変わらない。

　自信を持ってそう云いえる。

　だけど……。

「俺、やっぱ抱かれんの嫌だっ!!」

　俺の渾こん身しんの主張は、何枚も上手な海里によって綺き麗れいに無視されてしまった。
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「……くそー」

　嫌だって云ってんのに。

　云ってたはずなのに。

　あっさりと流されて、あのままもう一度受け入れるハメになっちゃうなんて。

　本当に意志薄はく弱じやくだよな、俺って…。

　小さな歩ほ幅はばでぽてぽてと歩く俺の後ろを、海里は一定の距きよ離りを保ってついてくる。

　その差、およそ一メートル。

　俺たちは生徒が下校するのを待ってから校舎に向かった。

　海里は授業を放ほうって出てきたわけだからカバンを教室に置きっぱだし、俺は下げ駄た箱ばこで連れ去られたせいで上うわ履ばきのままだし。

「怒おこってるか？」

「…怒ってない」

　怒ってるわけじゃないけど、ジレンマには陥っていた。

　云い包くるめられたのも俺のスキルが低いからだし、形勢逆転もできなかったのは俺の力が弱いから。逆に、海里を気持ちよくさせるほどの自信が俺にないのも、原因なのかもしれないけれど…。

　いくら気持ちよいからって、流されるままに何度もしちゃうなんてさ…。

　はぁ…。俺ってこのままやられるほうになっちゃうのかな…？

　今朝までの悩なやみに比べたらよっぽどマシだって思われるかもしれないけど、これだって俺にとっては切実な問題なのだ。

「噓うそつき」

　その声から、海里が笑いを堪こらえているのがよくわかる。

「噓じゃないって！」

　笑うなってば！　人が真しん剣けんに悩んでるっていうのにさぁ…。

「じゃあ、どうしてこっちを見てくれないんだ？」

「…………」

　───だって。

　海里の顔なんか見たら何もかもどうでもよくなっちゃうんだもん。

　せっかく色々考えてるのに、全部投げ出しちゃうに決まってる。

「……次は見てろよ」

　今度こそ、海里の好きにはさせてやるもんか。

「はいはい」

「本気にしてないだろっ!?」

　何だよ、その真しん剣けん味みのない返事は…っ。

「そんなことないって」

「───噓だ」

　ぐずる子供をあやすような口調で云われても信用なんかできないんだってば。

　俺は悔くやしさに拳こぶしを握にぎりしめる。

「どうしたら俺の王子様は機き嫌げん直してくれるんだ？」

　機嫌悪くさせてるのは間ま違ちがいなく海里だろうがっ！

　ムッとして反射的に振ふり返ろうとしたら、ふわりと背後から抱だきしめられてしまった。

「ちょっ…、誰だれか来たらどうすんだ！」

　こんな下駄箱の前なんかで!!

　慌あわてて辺りを見み渡わたすと、とりあえず人ひと影かげは目に入らなくて俺はホッとする。

　だけどこんなに落ち着かない状じよう況きようだっていうのに、海里の腕の中にすっぽりと収まって抱き締しめられた体がドキドキし始めてた。

　ほら、こうやって誤ご魔ま化かされちゃうんだよな。

　イライラした気持ちもトゲトゲした感情も、海里にかかると簡単に解きほぐされてしまう。

「辛つらくない？」

「？　何が？」

「カラダ」

「…ッ！　だ、大だい丈じよう夫ぶに決まってるだろ…っ!!」

　あんまりストレートにそういうこと訊きいてくんな！

　正直、全然平気だとは云い難がたいけど…『やりすぎたせいで、足も腰もガクガクしてます』なんて…ここで云えるわけないだろっ!?

「……頑がん固こだな」

「何か云ったか？」

「いや、別に。そろそろ帰るか」

「う…うん」

　抱きしめていた腕うでが緩ゆるんだかと思ったら、くしゃりと頭を撫なでられる。

「カバン取ってくるから、ここで待っててくれ」

「わかった」

　俺はこくりと海里の言葉に頷うなずいた。

　背中を向けて行きかけた海里は、ぴたりと足を止めてくるりと俺を振り返る。

「一人で平気か？」

「平気だよっ！」

　顔を真っ赤にしてムキになって云い返したら、やっぱりまた笑われてしまった。

　この…っ、笑っていられるのも今のうちなんだからな！

　今に身長も体格も海里に負けないくらいになって、俺が押し倒たおしてやるんだからっ！

　……その為ためには、もっと体を鍛きたえなきゃだよな……。

　海里の背中が見えなくなったそのとき、ドサリ、と背後で何かが落ちたような物音がした。

「直純…っ！」

　聞きなれた声がして振り返ると、案の定そこには直広が立ち尽つくしていて。

「直広…おまえっ!!　あっ…」

　なんで海里にあんな噓ついたんだとか、一体どういうつもりなんだとか、色々問い詰めてやろうとしたのに、マジな顔で駆かけ寄ってきた直広に、俺は一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせるハメになってしまった。

「兄ちゃん、ごめんっ」

　すると直広はそう云って、がっしと俺の両手を胸の前で握りしめる。

「え…いま、なんて……？」

　兄ちゃんって、兄ちゃんって云わなかったか!?

　俺の空耳なんかじゃないよな？

　直広、よ…ようやく、俺のことを兄ちゃんって呼んでくれる気になったんだな…!!

　取られた手はやっぱり鳥とり肌はだだらけになっていたけれど、物心ついたときからの長年の夢が叶かなった俺の胸は感動でいっぱいだった。

「俺、どうかしてたんだ!!」

「直広……？」

「兄ちゃんが誰かに奪られるかと思ったら、いてもたってもいられなくて…」

　直広はこっちから訊こうと思っていたことを先回りして喋しやべり出す。

「───だから、あんなことしたのか？」

　俺と海里の邪じや魔まをして、それどころか海里に噓の告白まで。

　いくら俺を心配したからっていっても、それはちょっとやり過ぎだぞ、おまえ。

　けど、こうして反省してるんだから怒ったりしないほうがいいのかな…？

　振り回された俺としては、キツくお灸きゆうを据すえてやらなきゃ気が済まない…って予定だったのに、すっかりただの聞き手になってしまっていた。

「悔しかったんだ…。ずっと俺が兄ちゃんの一番だと思ってたのに、いきなり現れたやつにかっさらっていかれて……」

　白い肌はだを赤らめ、痛々しく瞳ひとみを揺ゆらしながら必死で訴うつたえる直広に、俺は心を打たれてしまう。

「直広…おまえ……」

　そこまで俺のこと……。

「だって、たった一人の兄ちゃんじゃんか！」

「直広…っ」

　ひしっと抱きついてきた直広の体を、俺はふらつく体でようやく支える。

　そうだよな。たった二人っきりの兄弟だもんな。

　直広が不安になるのも無理はな……。

「おい」

　そう直広を許しかけたとき、とてつもなく不ふ穏おんな気配と共に背後で恐おそろしげに響ひびく声がして、俺は慌てて振り向いた。

　今の声って…本当に海里だったのか───？

「兄弟の抱ほう擁ようもいいが、そのへんにしてもらおうか」

「邪魔しないでくれませんか？」

　おい、直広。おまえも声が低くなってるんだけどどうしたんだよ？

「いい年して、兄弟でベタベタして恥はずかしいと思わないのか？」

「お生あい憎にく様さま。他所よそじゃどうだか知りませんけどウチは昔っからラブラブなんです」

　おまえら…俺を挟はさんでケンカなんか始めんなよ…。

　さすがに状況が飲み込めた今、いくら俺でも頭上で火花が飛び散ってることくらいわかる。

「邪魔してるのはどっちだ。いくら弟でも、俺のものに気安く手を出さないでもらおうか」

　そういって後ろから腰こしに腕を回して、海里はベリッと直広から俺を引き剝はがした。

「うわわっ」

　そして、再び後ろ抱きに腕の中に閉じ込められてしまう。

「か、海里…っ!?」

　ななな何してんだよっ。直広の前でそんな…っ。

　ますます険悪さを煽あおるような真似まねすんなよ！

　海里の腕の中から逃のがれようと体を捩よじってみたけど、ビクともしない。

「あんたねえ！　直純だって嫌いやがってんじゃん！」

　いや、まあ…嫌ではないんだけど……あ、やっぱ直広の前じゃ恥ずかしいから嫌かも…。

　こういうことは時と場合を考えてからにして欲しいよな。

「照れてるだけだろ」

「はあ？　目ぇ悪いんじゃないの？」

「両方とも二・〇だ」

「そういうことを云ってんじゃなくて!!…てゆーか、俺のものだとか何とか…ふざけたこと云わないでくれる？　十五年前から直純は俺のものだって決まってんの」

　そんな話、初めて聞いたぞ!?　それより…おまえら、俺のこと無視してないか…？

「それより、いいのか？　被かぶってた猫ねこが剝がれてるぞ」

「あ……っ」

　直広はしまった、という顔をして口元を押さえた。

「残念だったな？　しおらしいふりして直純の同情を引こうと思ったんだろ？」

　え？…ってことは、さっきのも演技だったのか？

「……あんたには関係ないっ」

「ああ、そうだな。いくら策を弄ろうしたって直純は渡わたさない」

「な…っ、俺は！　弟なんだからな！　兄弟は一生兄弟のままなんだからなっ」

　まるで海里に手玉に取られている直広は、頭から湯気を立てて熱いきりたっている。

「安心しろよ。俺だって一生離はなすつもりなんてない」

　海里…っ!?

　なんか、不意打ちにすごいことを云われてしまった気がする。

「その前にお兄ちゃんに見捨てられないように気をつけたほうがいいんじゃないのか？」

「その台詞せりふそっくり返してやるよっ！　ヘンタイストーカーのくせに!!」

「ヘンタイって何だよ！　海里に失礼なこと云うなっ」

　海里がヘンタイなんかなわけないだろう!!

　こんな完かん璧ぺきな人間捕つかまえて、どうしたらそんな言葉が出てくるんだよ。

　云い掛かりにも程ほどがあるっ。

「聞かなくていい、直純」

「直純のことつけ回してたくせに。今いま更さら知らばっくれられるとでも思ってんの？」

「何云ってるんだ？　直広」

「直純が弓道の試合に出る度に見に来て、こそこそ周りを嗅かぎ回ってたんだよ、こいつは！　ずっと怪あやしいと思ってたけど、まさか転校までしてくるなんてね」

　直広は、はっと鼻で笑った。

「試合って…」

　俺、一回戦から先に進んだことなんてないんだけど。もしかして予選まで見に来てくれてたのか!?

　大会で俺のこと、好きになってくれたって云ってたけど……。そんなとこまで見に来てくれてたなんて───。

　驚おどろきよりも先に、感動しちゃうよ。だって、そこまで俺を想おもってくれてたってことだよな？

「なんでそこで嬉うれしそうな顔すんだよ、直純っ！」

「あ…、いや…」

　ついつい、正直に嬉しくって幸せな気持ちが顔に出ちゃったよ…。

　直広はいらいらと足あし踏ぶみしながら、むくれた顔を俺に向ける。

「だからっ。そこは照れるところじゃないの！　胡う散さん臭くさいって思うのが普ふ通つう!!」

「悪いか。好きなやつのこと知りたいって思うのは人として当然の摂せつ理りだろう？」

「開き直りやがって……。直純に知られたくないんじゃなかったわけ？」

「直純は全部知ってる。残念だったな、おまえの脅おどしはもう意味がない。誘ゆう惑わくしてくれても無む駄だだしな」

　どういうことだよ？　誘惑ってのはさっき聞いた通りだとしても…脅しって!?

「人聞き悪いこと云わないでよ。俺はただ忠告してあげただけだけど？」

「それはどうも。まぁ、余計なお世話だったがな」

　もー、わけわかんない!!　何がどうなっちゃったんだよ!?

　とりあえず、二人とも云い争うのはやめてくれっ！

「俺のことでケンカなんかすんな！」

　思いきり息を吸い込んで力ちから一いつ杯ぱい叫さけぶと、二人とも驚いたのかピタリと押し黙だまった。

「だって、こいつが……」

「こいつじゃなくて、ちゃんと桐島先せん輩ぱいって呼べ！　大体、海里も何張り合ってんだよ!!」

「張り合ってるわけじゃない。事実を云ってるだけだ」

「俺だって、直純があんまりにも無む警けい戒かいだから心配してるんじゃないか」

「無警戒って……」

　そんなこと云われても、警戒しなきゃいけないような悪いことなんて俺してないぞ!?

「弓道部の三年が引退してくれたから、少しは気がラクになるかと思ってた矢先にこんなやつを寄せつけるんだもん」

「なんで、ここで先輩たちの話が出てくるんだよ！」

「少しは自覚してよね！　あいつら、みんなして直純のこと狙ねらってたじゃんかっ。まあ、お互たがい牽けん制せいしあってたみたいだったからまだマシだったけど」

「ま…まさか…、俺なんかにそんなわけ…」

「端はなから見ても一いち目もく瞭りよう然ぜんだったぞ。本当にわかってなかったのか？」

　海里までそんな…。

「おまえら、俺を買い被りすぎだよ！」

　絶対、目がおかしいって！

　自分で云うのもヤな感じだけど、それ、欲目入ってるよ…。

「男子校なんかに入っちゃったせいで狼おおかみの中の羊みたいなもんなんだからね」

　なんなんだよ、その例え！　俺のどこが羊だって云うんだよ!?

「だったら、俺なんかよりおまえらのほうが危ないだろ!!」

「どこが」

「なんで？」

　うわ～ん、どうしてこの二人に俺が威い圧あつされなくちゃいけないんだよ。

「…俺より綺き麗れいで可愛かわいい…から…」

　自信がない答えってわけじゃないのに、威圧感に圧あつ倒とうされておずおずと切り出すと、今度は二人同時にため息をつきやがった。

「───まだ、寝ね惚ぼけてるのかもしれないな」

「直純、寝ね言ごとは寝てから云わなくちゃダメだよ？　それに俺は自覚してるから大だい丈じよう夫ぶ」

　そういう問題なのか!?

「俺は寝惚けてもいないし、寝言も云わない！」

「直純はもうちょっと自分のことを認にん識しきし直したほうがいい」

「そうだよ！　直純は自覚がなさすぎなんだよ！」

　自分のことをどうやって認識し直せっていうんだよ…。

　何故なぜかこの瞬しゆん間かんだけ意気投合した海里と直広がお互いに顔を見合わせる。

「初めて気があったな…」

「嬉しくないけど、そうみたいだね」

　一応、論議の中心である俺を差し置いて、穏おだやかではない笑え顔がおの応おう酬しゆうが繰くり広げられている。

　───怖こわい…かもしれない…。

「今後は心配しなくていい。直純のことは俺が全部引き受ける」

「本気で失礼だな、あんたも。今まで直純のことは俺が守ってきたんだからね」

「そこは感謝しておかないといけないな。よかったじゃないか、お役御ご免めんできて」

「あんたが勝手に決めることじゃないだろ？　ねえ、直純も何か云ってやってよ！」

「直純は俺の味方だもんな」

　果てしなく続くかと思われる俺を無視した二人の云い合いに、俺はぷちんと何かが切れた。

　俺はどっちにも守られるつもりはないからな！

「おまえら、いい加減にしろっ!!」

　そして、誰だれもいない午後の校舎に、俺の怒ど声せいが響ひびき渡ったのだった。



























　秋の日差しはうららかで、通り抜ぬける風も爽さわやかに心地ここちいい。

　それなのに、俺はひたすらイケナイ欲求と闘たたかっていた。

「…………」

　ちょっとくらい…ダメ…かなぁ……。

　だって、これってやっぱ美味おいしいシチュエーションだと思うんだよ…。

　俺が側そばに来ても目ぇ覚まさないなんて……「据すえ膳ぜん」そのものじゃん！

　薄うすく開いた唇くちびるはどこからどう見ても、キスしてくれと誘さそってるとしか思えない。

　木こ陰かげに横たわり、すやすやと眠ねむる海里を目の前にして、俺は緊きん張ちようしながら正座していた。

　───昼休み、海里と二人っきりで昼飯を食べる約束をしてたんだけど、付きまとう直広を撒まいていたせいで、俺は待ち合わせに遅おくれてしまったのだ。

　そうしたら、なんだかラッキーなことに待ちくたびれた海里が弓道場の裏で眠っていて。

　あ～も～！　ドキドキするっ!!

　伏ふせた睫まつげも長くって、規則正しい寝ね息いきが漏もれる唇はムチャクチャ色っぽい！

　海里ってば、どうしてこんなに綺き麗れいなんだよ…。

　こんな顔してるくせに、俺にあんなことやそんなことをしてくるんだから、困ったもんだよな。どう考えたって逆じゃんか!!

　なのに、いつもいつもいつも！　なんで、俺が抱だかれるほうになっちゃうんだよ!?

　あれよこれよという間に、メロメロにされちゃう俺も悪いとは思うけど…。海里だって『抱かれてもいい』とか云うくせに、いざとなると形勢逆転しやがるんだもんな。

　器用な指先で俺のこと………やば、思い出しちゃった…。

　と、とにかく！　つまり、その、俺たちは恋こい人びと同士であると同時にライバルだってことに、俺は最近になって気付いたのだ。

　今のところ、海里の全戦全勝でひたすら俺の負けが込んでるんだけどさ…。

　いつかリベンジしてやろうと思ってた俺には、この状じよう況きようは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスってわけ。

　寝込みを襲おそうなんてフェアじゃない気はするけど、この際そんなことは云ってられない。

　それにほら、海里だって俺のことキスで起こしたりしたんだし、『眠ってるお姫ひめ様は、キスで起こす』ものだとも云ってた！

　昼休みは永遠にあるわけじゃないんだから、起こしてやるのが親切ってものだ。

『起きてよ、海里…』

『……ん……なお…ずみ…？』

『いつまで夢の中にいるつもりなんだ？』

　って、寝惚ける海里の髪かみを梳すきながら囁ささやいて、

『え…？』

『それとも、俺の夢でも見てた？』

　なんて云ったりしたら、海里が赤くなりながら躊躇ためらいがちに小さく頷うなずいちゃったりしてさ!!

　…やっぱり「お姫様」は物語通り「王子様」のキスで起こされるもんだよな。

　心の中で「よしっ！」と気合いを入れてから、俺は海里に覆おおい被かぶさるようにして、そろそろと顔を近付けた。

「ん……」

「…っ!?」

　わー！　わー！　わー！　お…起きたのか!?

　微かすかに身じろいだ海里にビクッとして、俺は体を慌あわてて起こした。

　……び、びっくりした。起こしちゃったかと思ったけど、少し頭を動かしただけか…。

　さらさらと前まえ髪がみが流れておでこがちょっと露あらわになっただけで、海里はすやすやと眠り続けていた。

　けっこう眠りが深いみたいだな…？

　…そっか。よく考えたら、海里は転校してきたばっかなんだっけ。馴なれない環かん境きようで生活するって、しんどいもんなぁ。

　おまけに毎日のように直広に突つっ掛かかられてるし…。疲つかれてるのも当たり前か。

「敵」から「お姫様」を守るのも「王子様」の役目なんだから、今度からはもうちょっと俺が気き遣づかってやらなきゃだよな…。

　……って、今はその問題じゃなくてっ！　海里を起こしてやるんだろ！

「…………」

　俺は気を取り直して海里の顔に目をやった。

「海里……」

　そぉっと顔を近付けると、唇に海里の暖かい吐と息いきが掛かかる。あともうちょっとって距きよ離りで目を閉じて、俺はゆっくりと唇を触ふれ合わせた。

　覚えのある温度と感かん触しよくに胸がきゅうっと締しめつけられて、その心地よさに俺はうっとりと酔よいしれてしまった。

　やっぱ、海里の唇ってやーらかい……。なんとなく、甘いような気がするしさ。

　し、舌とか…入れちゃダメかな？

　───…海里、なかなか目ぇ覚まさないみたいだし…。

　ちょっとくらいダイタン（！）なほうが、起きるかもしれない…よ…な…？

　…そうだよ…うん、目を覚まさせるためなんだから！

　自問自答にムリヤリ決着をつけて恐おそる恐る唇を開き、いざっ……と思ったら───。

「ん…っ？」

　唇の合わせに濡ぬれた感触。

　……あ、あれ？　今、舐なめられなかったか？

「ん？　んん…？」

　不思議に思い、とりあえず離はなれてみようとした俺は、がしっと頭の後ろを押さえられてしまった。ぐぐぐ、と引き寄せられて唇の密着度が上がる。

「んんん、んーっ」　>>>♥

　ななななにっ!?

　何が起こっ……ぅわわわわっ。

「！」

　か…海里───!?

「お…まえっ、起きてたのか!?」

　体勢の利を活いかし、芝しば生ふに手をついてどうにか顔を引き剝はがした俺は勢い込んで叫さけんだ。

　さっきまでの寝息が噓うそだったみたいに、海里の目はぱっちりと開いている。

　今、目を覚ましましたって感じじゃないだろっ、それはどう見ても!!

「寝てるふりなんて、性格悪───なっ、何して!?　ンぅ…っ」

　海里は易々と俺の体を反転させ、芝生に手首を縫ぬいとめると有う無むを云いわせず唇を押し付けてきた。

　どうしてこうなっちゃうんだよ!!

「ふ…っ、う……」

　するりと忍しのび込んできた海里の舌先が、抉こじ開けた口の中を搔かき回す。そして、押し返そうとする俺の舌に絡からんできたかと思うと、誘い出されて甘あま嚙がみされてしまった。

　な、何する気だよっ!?

「…んっ！　んーっ」

　含ふくまれた舌先を強く吸い上げられて、ちりちりとした痺しびれが体を伝わっていく。

　うわ、力が抜ける…っ。くそー、なんでこいつはこんなにキスが上手うまいんだ!?

　俺「が」海里「に」キスしてるはずだったのに……。

「…ぅ…ん…」

　しばらくして気付くと、俺はすっかり海里のするがままになってしまっていた。

　慣れた手付きで髪に触れ、続いて項うなじのあたりを這はう指先。それがくすぐったくて肩かたを竦すくませたら、今度は耳の後ろをなぞられた。

「ふ……ぅ……」

　潜もぐり込んできたものを自分のそれで確かめると、応こたえるように表面をざらりと舐められる。

　やっぱり、海里とのキスは甘い。

　怖こわいくらいとろとろに蕩とろけちゃいそうになるんだよな。

「……んっ」

　う[image: ][image: ]っ！　でも…俺だって海里をメロメロにしてみたいのに…！

　やられっぱなしの自分が次し第だいに悔くやしくなってきた俺は、ちょっとした反はん撃げきのつもりで口の中で蠢うごめく海里の舌をキュッと吸い上げてみた。

　すると海里は体を強こわ張ばらせ、一いつ瞬しゆんだけ動きを止めたのだ。

　…もしかして効果アリ？　俺だってやればできるんだからっ！

　気分をよくした俺は、再度海里に挑いどもうとした…のに。

「ぁ…っ、ふっ」

　動きを復活させた海里が、仕返しとばかりに俺の舌に絡み付いてきて……。

　おいコラ！　なんか、動きが容よう赦しやなくなってないか…!?

　奥のほうまで探さぐられて、苦しさに喘あえごうとすれば甘ったるい声が漏もれてしまう。

　唾だ液えきの絡まる濡れた音も下半身を直接攻こう撃げきしてくるし…っ。

　だっ、ダメだって！　そんなにしたら俺───。

「んぅ…、あ………っ」

　海里の執しつ拗ような責め立てに、いつしか俺は意識をどこかに置き忘れてきてしまっていた。







「直純？」

　俺は海里の呼び掛けにはっとした。

「あ……えっと俺……」

「そんなふうに意識飛ばされると理性がぐらつくな」

　海里は指の背で俺の頰ほおを撫なでながらそんなことを云った。

　そーいえば、いつからこんなにぼーっとしてたんだ？

　唇くちびるが離れたこともわかんないくらいに意識を飛ばしてたのか俺は？

「直純から誘さそってくれるなんて思わなかったし」

「……えっ？」

　誘う…って誰だれが…？　それに海里、なんでそんなに嬉うれしそうな顔してんだ…？

　───って…ああぁッ!!

「そうだ!!」

　やっとのことで霞かすみ掛かった意識がクリアになった俺は、慌てて飛び起きた。

「どうかしたか？」

「どうかしたか、じゃないっ！　卑ひ怯きようだぞ！　寝たふりなんて…っ」

「別に寝たふりなんかしてない。気が付いたら、直純が俺にキスしてたんだ」

「だったら、なんであんな───」

　タイミングよく目を覚ましたりするんだよ!?

「それを云うなら、直純。おまえだって、眠ねむってる俺にキスするのは卑怯じゃないのか？」

「う…っ。お、俺は、眠ってる海里を起こそうとして…」

　下心込みの疾やましさに、しどろもどろになって答える俺の顔を覗のぞき込むと、海里はにっこりと微笑ほほえんだ。

「そうだったのか。早とちりして悪かったな」

「う、うんっ」

　すんなり信用してくれる海里に罪悪感が沸わき上がり、俺の胸はちくちくと痛み出す。

「それなら、お返ししてやらないと」

「お返し…？」

　って、何の？

「目覚めさせてくれたお礼をな」

　海里は真しん剣けんな声でそう云うと、俺のほうへと手を伸のばす。

　嫌いやな予感がして咄とつ嗟さに逃にげようとしたけれど、俺は容易たやすく背後から抱だき込まれてしまった。

「いいいいいいよっ。お礼なんて、そんなたいしたことしてないし!!」

「何を吃どもってるんだ？」

　海里は俺の肩に顎あごを乗せ、両りよう腕うでごと俺を拘こう束そくする。

「なっ、なんでもないって！　それにお礼なら、俺に何かさせてくれたほうが…」

　嬉しいかなー…って思ったりするんですがっ!!

「何云ってるんだ、お礼はするものだろう？　イイコトしてやるから遠えん慮りよするなよ」

「い…いいことって…？」

　訊きいちゃいけないと思いつつ、うっかり訊き返してしまう俺。

　なんとなく、返ってくる答えは想像できてるんだけど…まさか───。

「これから、手取り足取り気持ちを込めてタップリ実じつ践せんで教えてやる」

　わー、やっぱり！

「手も足も取らなくていい！」

「そんなに俺の気持ちは迷めい惑わくなのか？」

「そ、そうじゃなくて！　とりあえず離はなせって、な？」

「……直純がお礼を受け取ってくれるなら離してやるよ」

　受け取らなきゃ離さないなら、それって…受け取っても変わんないんじゃないのか!?

「き、気持ちだけありがたくもらうから…」

　それ以上は遠慮させていただきます……。

　だって絶対に海里、俺にエッチなことするつもりだろ!?

「気持ちだけじゃ俺の気が済まない」

　そんなこと云いわれても！

　何度も云うようだけど、俺は「される」んじゃなくて「したい」んだっ!!

「ホントにいいって！　マジでしないでいいから！　ってどこ開けて!?」

　早速にもベルトを外し、ファスナーを下ろし……。その中へそっと器用な指先を滑すべらせた海里が、俺の変化に気付いてぼそりと呟つぶやく。

「なんだ。直純も期待してたんじゃないか」

　期待って何だよ!!

「これは不ふ可か抗こう力りよくだっ！」

　というか、条件反射というか。好きなやつにそんなふうに触さわられたら、誰だってこうなるもんだろっ！　だから俺が悪いんじゃないもん！

「まぁ、そうだよな。俺に反応したんだろ？　だったら責任も取ってやらなきゃな」

　いらないーっ!!　そんな責任感！

　慌あわててもがく俺を無視して、忍しのび込んだ手の平が形の変わりつつある俺自身を包み込む。

「な、なぁ…。あっ、ほら！　俺たち昼飯食ってないじゃん？　早くしないと昼休み…」

　が、終わっちゃうと云おうとしたら、親切にもキーンコーンとチャイムが鳴り響ひびいて昼休みの終しゆう了りようを教えてくれた。

「もう終わったみたいだな。次の授業に間に合いそうもないし、ゆっくりお礼してやるよ」

「今から行けば間に、なッ!?」

　少し緩ゆるんだ腕うでの中で、ムリヤリに首を後ろに向けて抗こう議ぎしようとした口に、ちょん、とキスされてしまった。

「ちょっ、おい！　俺の話を聞けよっ。こら、海里！　何して…ぅ、んっ…!!」

　ガッチリと顎を固定され、またもや塞ふさがれた唇は息も吸い込めないほど、深く口づけられた。

　実力行使は反対ー!!

　隙すきをついたはずだったのに、どうしてこうも簡単に形勢逆転されちゃうわけ!?　筋トレだって走り込みだって、毎日欠かさずしてるのに！

　くっそ～、次こそは…今度こそは、俺が海里を押し倒たおしてやるんだからっ。




　こうして、俺の貴重な午後は刻一刻と過ぎ去っていくのだった───。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは、藤ふじ崎さき都みやこです。

　暑い日が続いてい（ると思い）ますが、皆みな様さまいかがお過ごしですか？

　これを書いている今は、梅つ雨ゆ真まっ盛さかりなので晴れ渡わたった青い空が恋こいしかったりします。




　さて、本作『ご機き嫌げんナナメな王おう子じ様さま』はいかがだったでしょうか？

　このプロットを考えている時期、何故なぜか「お姫ひめ様のキスで目覚める王子様」というのが、自分の中でブームになっていまして。どうにかしてそれを入れられたらなあ…と思ったのが、この話ができるきっかけでした（───何だか、とんでもない「お姫様」になってしまいましたが／笑）。

　とにかくそこから考えた話だったので、舞ぶ台たいを弓道部にしたのは…ただ私自身が経験者なもので、書けるかなぁと思っただけなんですよね。安易な感じですみません…。

　ところが、経験してるといっても中学生のときに部活でちょこっとかじっただけだったので、書く段階になって、すっかり用語とか作法とか忘れてしまっていることが判明。結局、一番困ったのはここでした。「あれ、なんだったっけ？」と喉のどまで出掛かかっているのに、出てこないもどかしさといったら…。

　結局、中学から大学までずっと弓道部員だった同級生に色々と教えてもらうことに。Ａさん、その節はどうもありがとう～！　ヘンな質問ばっかしてゴメンね…。

　ちなみに、話に出てくる立派な弓道場施し設せつなんかは、思いっきり想像の産物です。ウチの学校の弓道場は本当にボロかったなあ…。的場が外でその裏は山だったので、冬は寒いし夏は蚊かが凄すごかったです。

　それにしても、またもやエッチシーンがベッドじゃないとこばっかりになってしまって、複雑な心境です…。時期は秋なので外でも蚊に刺さされたりする心配はありませんが、床ゆかとか畳たたみだとかばっかって…いったい…。

　───って云うか。どうやら、私は物もの凄すごく気合いを入れないとベッドまで連れていってあげる余よ裕ゆうが出てこないことが…ようやくわかりました…（笑）。




　ええと、今回ページ数の関係上入ることになったオマケの短編なのですが…。

　内容に関しては、他ほかにも色々と候補がありました。まず、海かい里り視点はどうだろう？　という話になったので、担当様と一いつ緒しよに考えてみたんですけれども……なんだかヘンタイちっくになりそうだったので自じ粛しゆくすることに。何と云うか、きっと海里は内心で色々と企たくらんでる人だと思うので、地の文で何を語り出すかわかりませんし。

　あとは「雨の日に相あい合あい傘がさ編」というのもありました。突とつ然ぜん降り出した雨に、直なお純ずみが漢おとこらしく海里に傘かさを差し出すんですよ。海里も折り畳たたみ傘持ってるくせに、直純を家に「お持ち帰り」したくて、ついつい自分の傘を隠かくしちゃうんです。で、背が低い直純が一生懸けん命めい腕うでを伸ばして海里が濡ぬれないように頑がん張ばる姿はほのぼのしてていいと思うんですが…その後が…規定のページに収まりきらなさそうだったので諦あきらめることに…（涙）。

　他にも、「海里の自宅で勉強編」だとか、「直なお広ひろの妄もう想そう編」だとか色々あったのですが、最終的には「直純の仕返し（？）編」になりました。

　とりあえず、そんな紆う余よ曲きよく折せつがありつつできあがった短編だったりします。本編共々、楽しんでいただけると幸いです。




　そして！　イラストを引き受けて下さったこうじま奈な月づき先生には、感謝してもしきれません。本当にありがとうございます!!　送ってもらったキャララフの直純が可愛かわいくて、ファックスの前でキャーキャーと浮うかれてしまいました。それに、海里の弓道着姿を描かいてもらえて、すごく嬉うれしかったです!!　未いまだに夢のようで、緊張しっぱなしです（汗）。

　また、毎度のことながら担当してくれている相あい澤ざわさんには大変ご迷めい惑わくを…。プロットから原げん稿こうの直しまで、全すべてにおいてやけに時間（手間？）が掛かってしまって申し訳ありませんでしたっ。もっと手が掛かからなくなるよう精しよう進じんしたいと思います…。

　なんだか…デビュー以来、とても恵めぐまれ過ぎている状じよう況きようが自分でも信じられません。私なんかがいいのかな…と思うことも多々ありますが、その分頑張っていきたいです！




　前作の感想のお手紙を下さった皆様もありがとうございました～！　ものすごく励はげみになっております。

　実はお礼の手紙を書くとき、緊きん張ちようして手が震ふるえてたりするんですよね…。ただでさえ、字が下手なのに！　そんな返事が届いてしまいますが、よろしければ感想などお寄せ下さると嬉しいです。




『ご機嫌ナナメな王子様』を最後まで読んで下さってありがとうございました！

　あとがきから読んでらっしゃる方は、是ぜ非ひとも本文も読んでやって下さいませね。

　ではでは。またいつか、貴方あなたにお会いすることができますように。




　　二〇〇二年六月


藤　崎　　都　　
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